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　第一章　獣人







　　　　１




　ダナーン──

　巨大な大陸の最北端に位置する自然の恵み豊かな半島、そして高く険けわしき断だん崖がいにより大陸から隔かく絶ぜつされた陸の孤こ島とう。

　この地には、ひとつの王国が栄えている。

　北方の島から、帆はん船せんに乗ってやってきた漂ひよう流りゆう民みんたちの末まつ裔えいだ。

　人々は、信じている。ダナーンこそは、哀あわれな漂流民のため、慈じ悲ひ深き神々がその聖せい地ちの一部を割さいて与えたもうたのだ、と。

　それゆえ、人々は断崖の向こうの世界をこう呼んでいる。

　神々の住まう大陸、クリスタニアと──




　雑草がわずかに生える乾かわいた荒こう野やのうえに、レイルズは立っていた。

　横なぐりの強い風が、東から吹き寄せている。

　遠くには整然とした木立の広葉樹の森が広がっていた。

　この荒こう野やこそが、二百年もの間、ダナーンの民の侵しん入にゆうを拒こばんできたクリスタニアの大地であることを、レイルズは驚おどろきとともに意識していた。

　レイルズの視線は、森の方から近づいてきている五人の男たちに向けられていた。銀ぎん髪ぱつのマリスは彼らは味み方かただといった。最初、十人ほどの一団だったが、半分ほどはすぐ森へと引き返していった。おそらくは、まだこの辺あたりに潜ひそむはずのベルディアの残ざん党とうを、探しに行ったのだろう。

　仲間たちは、彼から少し下がったところで、やはり男たちが歩いてくるのを見つめている。

　ハーフエルフのサイアは、風で乱れる髪かみを片手で押さえながら、もう片方の手に魔ま術じゆつ師しの杖つえを握にぎりしめている。

　精せい霊れい使つかいの少年、ビーンはサイアの背中に隠かくれて顔だけを出している。不安そうな表情がありありと分かった。まばたきさえ忘れたように、大きな目をいっぱいに開いて、五人の戦士が近づいてくるのを見つめている。

　宰さい相しようマリードに追われて王都スパイアーから逃げてきたふたりの冒ぼう険けん者しや、ドワーフにして幸運神チヤ・ザの神官しんかん戦士シャイロンと盗とう賊ぞくのバッソーは、別にいつもと変わった様子はない。シャイロンは大斧グレートアツクスを地面に立てて、悠ゆう然ぜんとしているし、バッソーの顔にはいつものにやけ笑いが浮かんでいた。

　ただひとりクリスタニアの住人である銀色の髪のマリスは、冷たくなった銀ぎん狼ろうサージの骸むくろのそばからまだ離れようとしない。瞑めい目もくしたまま、愛する銀狼の首のあたりを何度も、何度も撫なでている。

　視線を戻もどせば、近づいてくる男たちの姿は、はっきりと見てとれるようになっていた。全員が戦士のようだ。粗そ末まつな鎧よろいに身を包み、飾かざり気けのない武器を手にしている。

　彼らは最初、軽い足取りでやってきた。

　だが、その動きは今や慎しん重ちようになっている。彼らの目には、レイルズたちは他よ所そ者ものと映っているはずだ。暗あん黒こくの民たみの人間だと疑うたがっているのかもしれない。

　五人の戦士は、レイルズたちから五歩ばかりのところで立ち止まった。

　この世界のことをくわしく知らないレイルズたちでも、戦士たちが別々の部族に属していることが分かるほど、それぞれが異なった服装をしている。

「みんな、おっかなそうな感じだよ。また、襲おそわれるってことはないだろうね」

　ビーンは声を殺して、サイアに呼びかけた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。そのときは、レイルズが守ってくれるわ」

「そりゃあ、レイルズは守ってくれるだろうけど、襲われないほうが僕ぼくはいいな」

「幸運神を信じるしかないの」

　後ろから、シャイロンが声をかけてくる。

　いかにも幸運神チヤ・ザの司祭らしい言葉だが、ビーンはかえって不安になった。神様に頼るしかないというのでは、いかにも心細い。

「心配したってはじまらねぇ。じたばたしたって、なるようにしかならねぇもんだ」

　バッソーは吐はき捨てるように言った。

　事態はすでに常じよう人じんの予測を越えているのである。考えたところで、むだというものだ。

「ううっ、やっぱり不安だよぉ」

　ビーンは頭を抱かかえこんだ。

　小精霊スプライトの力を借りて姿隠かくしの呪じゆ文もんを使おうか、という衝しよう動どうにかられる。使ったことがないから、成功するかどうか自信はないが……

　そのとき、銀ぎん狼ろうサージを失った悲しみを拭ぬぐい、銀色の髪かみのマリスが毅き然ぜんとした態度でレイルズたちの先頭に進みでた。

　彼女を見て、五人の戦士は驚おどろきの表情を浮かべる。

「何を驚いているのかしら」

　怪け訝げんに思って、サイアが囁ささやく。

「マリスが銀ぎん髪ぱつだからじゃないか」

　レイルズは答えた。

　銀色の髪の者は、周期を司つかさどる神しん獣じゆう王おうフェネスの従者のなかでも、選ばれた者だけに表れる聖印しるしなのだ。

「だったら、あの人は？」

　と言って、やってきた五人の戦士のうちのひとりを指差した。

　戦士のうちのひとり、巨大な大剣を背負っている男も、銀色の髪をしていたのだ。

　他の戦士たちが、どの神獣の部族に仕えているかは分からないが、この銀髪の戦士だけは間違いなく神獣王フェネスの従者だろう。

「だから、オレも驚いているよ」

　レイルズはつぶやき、マリスの反はん応のうをうかがった。

　マリスの顔にも、驚きの表情がうかがえた。

　いっぱいに見聞かれた目は銀髪の男に注がれ、まばたきさえも忘れたかのよう。薄めの唇くちびるは血の気を失い、蒼あおざめて見えた。

　いつも冷静な彼女にしては、その動どう揺ようは普通ではないように思えた。

「ターニル……」

　人の名前らしき言葉が、彼女の口から洩もれた。

「知っている人なのか？」

　レイルズは小声で尋たずねた。

「えっ、ええ」

　マリスははっとして、あわててうなずいた。

「五年ほど前に、シレーネの集落で会ったことがあります。あの人は西の集落イースロの若長わかおさでした」

　話しているあいだに、マリスは普段ふだんの落ち着きを取り戻していた。

　そして、シレーネが銀狼ぎんろうの部族最大の集落であり、神しん獣じゆう王おうフェネスの住まう聖せい地ちがあることを教えてくれた。

　シレーネで銀狼の部族の長老会が開かれたとき、長老の伴ともをしていたふたりは出会ったのだという。

「あの人は、あたしより七つ年上で、シレーネに滞たい在ざいしているあいだ、いろいろと面めん倒どうをみてもらいました……」

　懐なつかしそうに、マリスは目を細めた。

　だが、その表情はすぐに一転し、銀狼の部族の集落のうち、もっとも西にあったイースロの集落は、数年前に暗あん黒こくの民たみの奇き襲しゆうを受けて、滅ほろぼされたことを告つげた。

　イースロはシレーネに次ぐ大きな集落で、ベルディア軍との戦いにおいては、前線基地ともいうべき役割を担になっていた。数千もの銀狼の戦士が詰め、ベルディアの侵しん略りやくを七年にもわたって、食い止めてきた。しかし──

「突とつ然ぜん、出現した暗黒の民の大軍に襲しゆう撃げきを受け、集落の者は大人も子供も、ひとり残らず皆殺しにされたのです。おそらく、神王バルバスが力を振るったのでしょう」

　マリスの言葉は穏おだやかだったが、その心の奥底では怒いかりと悲しみが満ちているに違いない。レイルズは、胸がしめつけられるような思いがした。

　戦いくさで人が死ぬのは避さけられないことだ。だが、人を殺すことが戦の目的なのではない。戦士が倒すべきは、敵の戦士だけであるべきだ。

　罪もない人々の命や財産を奪うばってはならない。十年前に争われたダナーンの内戦で命を落とした者は、ほとんど貴族や騎き士し、兵士、それに傭よう兵へいたちだった。いずれも富や名声、権力のために命を賭かけた者ばかりである。

　ハークの村が同じ仕し打うちを受けたとしたら、自分はいったいどう思うだろう。しかも、それは将来、ありうることなのだ。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルは、神王バルバスの目的がクリスタニア大陸全土の征せい服ふくであるといったではないか。

「それにしても」

　と、レイルズは思った。

「集落が皆殺しにあって、なぜ若長が生きているのだろう。若長ならば、ひとりでも多くの村人を救うために、命を賭けるべきじゃないか」

　それとも、彼もまた死の恐きよう怖ふにかられ、戦場から逃げだしたのだろうか。そうだとしたら、まだ戦士でいることの説明がつかない。

　先せん刻こくから、不自然な沈ちん黙もくが続いている。

　レイルズたちも、五人の戦士も、双そう方ほうとも沈黙したまま、相手が言葉をかけてくるのを待っている様子だった。

　しかし、沈黙が長引けば長引くほど、言葉が切りだしにくくなるものだ。

　どちらかといえば、レイルズは沈黙に耐たえられない性格だったが、今は黙だまっているより仕方がない。なにしろ、レイルズたちが使っている言葉は、神しん獣じゆうの民たみの敵である暗あん黒こくの民たみことベルディアの人間の使う言葉なのだから。

「まあ、その……なんだ。無事で良かったよ、銀ぎん狼ろうの娘さん」

　沈黙を破ったのは、樽たるのように太った男である。

「マリスといいます。ハーケーンの集落の若わか長おさです」

「オレはガーシュン、牙ブルーザの部族の戦士だ」

　もちろん、マリスには、この太った男が戦いの神獣王ブルーザの従者であることは、一目で分かっていた。形の不揃ふぞろいな金属片をびっしりと縫ぬいこんだ胴着アーマーのうえに、巻きつけている毛皮は猪いのししのものだし、先端が二ふた股またになった槍やりを武器としている。それが、神獣王ブルーザが創つくった双牙槍ツインタスクという名の神しん性せい武ぶ器きであり、部族の獣人ビーストマスターのうちでも、すぐれた実力を持った戦士にしか託されないということを、マリスは聞き覚えていたのだ。

「あなたがたは、獣けものの牙きばの戦士たちですね」

　マリスは、ガーシュンと名な乗のった戦士に尋たずねた。

「いかにも、そうだ。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくがこちらに向かったという知らせがあってな。今度こそ、奴やつの息の根を止めてやろうと勇いさんできたんだが……」

　その言葉からうかがえる自信は本物だろう。

　彼ら五人は全員が手て練だれの戦士らしく、動作のひとつひとつから、機き敏びんさと力強さをうかがうことができた。

　ベルディアの侵しん略りやくから神獣の民を守るために、何世代も昔から組織されている義ぎ勇ゆう兵へい団だんにして傭よう兵へい団だんである「獣の牙」は、各部族から選ばれてやってきた猛も者さぞろいだ。目の前の五人は、そのなかでも特に腕うでに覚えのある者たちなのだろう。さもなければ、猛虎バルバスの部族の勇ゆう者しや、剣の牙の公爵グレイルに挑いどもうとするはずがない。

　マリスは自分たちがグレイルと戦い、手て傷きずを負わせたものの逃げられたことを告つげた。

「あんたたちが？」

　ガーシュンは露ろ骨こつな驚おどろきを見せた。

「こちらの戦士が、公爵の片目をつぶしたのです」

　むっとして、マリスは強い口く調ちようで言い返した。

「へえ～」

　間の抜けた声だったが、ガーシュンの目は笑ってはいなかった。レイルズの頭から足先までを眺め、彼の力量を探ろうとしている。

「そりゃあ、立派りつぱなもんだ。で、その男はいったいどこの部族なんだい？」

　予想していた質問だった。

　彼らは、レイルズたちのことを疑うたがっているのだ。当然だろう。彼らの服装は、神しん獣じゆうの民たみのどの部族のものでもない。まして、ドワーフやエルフなど、忘ぼう却きやくの地フォレースルの北部にわずかに住んでいるだけなのだ。

「それよりも、わたしの集落がどうなったか知りませんか？」

　いつかは真実を話さねばならないのだろうが、今はそのときではないとマリスは思った。頭の中で、ガーシュンの質問をどう言い逃れようかと考えながら、とりあえず質問を切り返しておくことにした。

「あんたの集落の焼やけ跡あとなら昨日の朝、見たよ。ずいぶん殺されていたが、そうひどくはない。生き残った住民たちは、とりあえずオレたちの砦とりでに保護してある。落ち着いたら、他の集落に逃げるよう、勧すすめてはいるがね」

　ガーシュンは、マリスが答えをはぐらかしたのを気にもせず答えた。それはありがたかっだが、彼の答えはマリスにとっては悲しいものだった。

　唯ゆい一いつの救いは、かなりの数の住人が無事、逃げおおせたということだ。しかし、生まれ育った集落を焼かれ、皆みな、途方とほうに暮くれているだろう。

　辛つらい選せん択たくだが、彼が勧めているとおり、他の集落に身を寄せるべきだと思えた。苦労して集落を再建しても、また暗あん黒こくの民たみが襲おそってくるかもしれない。

「砦とりで周辺の集落を襲って、オレたちの食料を断たとうというんだろうさ。正直言って、砦は困こん窮きゆうしている。疲つかれきった村人たちに、施ほどこしもできねぇほどにな」

「……そうなのですか」

　マリスは、うつむきかげんに答えた。

「ところでよ、さっきの質問に答えてもらおうかい？　あんたの連れは、いったいどの部族の人間なんだ。エルフにドワーフまでいるようだが、忘却の地の古いにしえの民にも見えないんだがよ」

　マリスははっとして顔をあげた。

　ガーシュンは疑わしげに、ふたりの妖よう精せいを見つめている。特に、ふたりの耳に注目している。耳の先端がとがっているのが、彼ら妖精族と人間との違いだ。

　それから、マリスはレイルズのほうを振り返った。

「マリス？」

　レイルズには、彼女と神獣の民の戦士たちとの会話の内容は、もちろん分からなかった。

　だが、彼らがレイルズたちを疑っていることは、戦士たちの口く調ちようや態度を見ているだけでもあきらかだった。

　マリスが自分の方を振り返り、思し案あんの表情を見せたとき、レイルズはこの銀ぎん髪ぱつの娘が、どう言い逃れようか思し案あんしていることを直感的に悟さとった。

　その瞬しゆん間かん、

「オレたちは、ダナーンの人間だ。神の城じよう壁へきの下の世界からやってきた」

　と、レイルズは声に出していた。

「ベルディア言葉！」

　予想どおり、戦士たちは緊きん張ちようした。武器を構かまえた者もふたりいた。

「おまえたちは、暗あん黒こくの民たみの人間なのか！」

　羽う毛もうを編あみこんだ風変わりなマントを着込んだ男が、彼らの言うところのベルディア言葉で声をかけてきた。左手には、弦つるを張ったままの長弓ロングボウを握にぎりしめ、右手は背中の矢や筒づつに伸のびかけている。

「それは、違います」

　マリスも、ベルディア言葉で答えた。

「今、この人たちが言ったとおりです。彼らは失われた大地からやってきた住民なのです。暗黒の民と故郷を同じくする漂ひよう流りゆう民みんですが、暗黒の民とは敵てき対たいしていたのだそうです」

「失われた大地には、大白鳥の民が住んでいたはずだ！」

　マントの男は、そう怒ど鳴なりつつ一歩前に進みでた。

　それを見たビーンは、小さく悲ひ鳴めいをあげて後ろによろめいた。

「やっぱり、姿隠かくしの呪じゆ文もんを使っておくんだった」

「下がってな……」

　押し殺した声で言って、バッソーがビーンを押し退のけて前へでた。

　シャイロンもサイアを自分の後ろに引っ張りこんでから、大斧グレートアツクスを両手に持ち替かえる。

「戦うのは、話を聞いてからでも遅おそくはねぇ」

　ガーシュンはマントの男を手で制した。

「オレたちは誰だれも征せい服ふくしちゃいない。伝説では、オレたちの先祖は大白鳥フーズイーに導かれてダナーンに上陸したと言われているんだ。そのときには、先住民は誰もいなかった」

「彼らは大白鳥に選ばれた民なのです。それに、民族は違っても、同じ人間ではありませんか」

　マリスがレイルズの言葉を受けて言った。

「そんなことは、分かっている」

　ガーシュンは面めん倒どうくさそうに、首をぐるんと回した。

「それを言うなら、暗あん黒こくの民たみだって同じ人間だろうが。だが、奴やつらとは戦ってる」

「この人たちは暗黒の民とは違います。わたしたちと一緒いつしよに戦おうとさえ言ってくれたのです」

「オレたちを助けてくれるってか。その見返りはなんだ。財宝か、土地か、女か？」

　ガーシュンは槍やりの石いし突づきで地面を激はげしく叩たたいた。

「オレたちは、大だい蛇じやの兄弟とは違う。他よ所そ者ものだからといって、殺そうとは思わねぇ。だが他所者を受け入れるつもりもねぇぞ」

「なぜだ？」

　男の言葉に、レイルズは憤いきどおりを覚えた。

「オレたちだって、この大陸で生まれ育ったんだ。他所者なんかじゃない！」

「おまえたちは、神しん獣じゆうに従っているか？　周期の支配を受け入れているか？」

「それは……違う」

「だったら、おまえたちはオレたちの兄弟じゃねぇ。この大陸に来る資格なんかねぇよ」

「そんなこと、あんたに決められる理由はない！」

　レイルズは、思わず怒ど鳴なった。

　サイアが服の裾すそを引っ張って、さかんに制止しようとするのだが、レイルズは自分でも不ふ思し議ぎなほど押さえがきかなくなっていた。

「狭せまい半島に押しこめられて、オレたちがどんな気持ちで、このクリスタニアを見上げていたか分かるか。オレたちはこの世界を神が住んでいると考え、自らを納得なつとくさせてきたんだ」

「オレたちの知ったことじゃねぇな」

　男はぴしゃりと言って、手にした槍を頭上でくるくる回した。

「もちろん、おまえたちに強制するつもりもねぇ。だが、どうしてもクリスタニアに留とどまるというなら、覚かく悟ごはするこったな」

　そして、ぴたりと槍の先をレイルズに向ける。

　こめかみのあたりから、じっとりと汗あせがにじんできて、頰ほおを伝って流れ落ちる。心臓を手づかみされたような恐きよう怖ふ感かんを、レイルズは覚えていた。

「殺すというのか……」

　レイルズの顔から、血の気が瞬しゆん間かんに失われたのを知って、ガーシュンはおやっというような表情を見せた。

「なんでぇ、たいそうな格かつ好こうをしてやがるくせに」

　そう、ぶつぶつと言う。

　レイルズを臆おく病びよう者ものと見てとったのに違いなかった。

「戦うのが怖こわいなら、おまえたちの国に帰んな。この大陸にいたら、戦いからは逃れられねぇんだからよ」

「それは……知っている」

　レイルズは苦しげに答えた。

「結論を出す前に、こちらへ来てもらえませんか？　あなたがたに、見せたいものがあります」

　マリスがレイルズを押し退のけるように進みでて、戦士たちに申し出た。そして、神の城じよう壁へきがある方向を指し示した。

　ガーシュンは仲間たちを振り返り、どうするかと目で問いかける。

「おまえがさっき言ったとおりだ。話ぐらいは聞いてやろう」

　輝くような金きん髪ぱつを無む雑ぞう作さに伸のばした男が、そう答えた。彼は五人のうちで、もっとも長身だった。二番目に高い銀髪のターニルよりも、頭ひとつ抜けている。

「分かったよ、銀髪の娘さん」

　ガーシュンは、マリスに従おうと言った。

　他の三人の戦士からも、反論は出なかった。

　マリスは礼を述べて、クリスタニアとダナーンとを分断する断だん崖がいへと向かって歩きはじめた。もちろん、レイルズたちも彼女らを追いかける。

　しばらく、歩いたところで、

「あの地じ割われは、いったい……」

　と、羽う毛もうマントの戦士が騒さわぎたてた。

　大地に刻まれた、長大な亀き裂れつを見つけたのだ。

「あの亀裂が、失われた大地へと続く道なのです。この人たちは、あの道を通ってやってきたのです」

「神しん獣じゆう王おうルーミスの結けつ界かいが破られたということか」

　その戦士は茫ぼう然ぜんとした顔で、つぶやいた。

「ええ……、神王バルバスの力によるものでしょう」

「なるほど、爪つめで引き裂さかれたようにも見えるな」

　ガーシュンが、感心したようにうなずく。そして、

「いよいよ危ねぇなあ、この世界もよ」

　と、続けた。

「そんなことはありません！」

　その言葉に、マリスは顔色を変えた。

「周期は乱れていますが、その支配はまだ世界に及んでおります」

「ルーミスの結界だって破られたんだろ。フェネスの周期だっていつまで持つことやら」

　ガーシュンは、むしろ楽しそうな口く調ちようでそう言った。

　マリスは、もちろん、納なつ得とくしたわけではなかったろうが、それ以上の反論はしなかった。

　そのあとは誰だれもが無言になり、やがて神の城壁の上にたどりついた。

「ほえっ、これが失われた大地かよ」

　ガーシュンは断だん崖がいの向こうに見えるダナーンの地を遠望して、うなるように言った。そして、断崖の縁ふちまで進み、絶壁の下を覗のぞきこむ。

　サイアがそれを見て、喉のどの奥で悲ひ鳴めいをあげ、両手で顔を覆おおった。

「遠くに集落が見えるな」

　羽う毛もうマントの戦士が、額のところに手をかざしながら、つぶやくのが聞こえた。

「ずいぶん家が壊こわれているが、戦いくさでもあったのか？」

「先日あった地じ震しんのせいだ」

　と、レイルズは答えた。

　それにしても、とレイルズは思う。よく村の様子まで分かるものだ。レイルズの目にはハークの村は、点のようにしか見えないのだが。

　レイルズたちの会話を聞いて、ガーシュンも村の方向に視線を向けた。

「……炊すい事じの煙があがってやがる。平和そうでけっこうじゃないか。おまえら、わざわざオレたちの大陸にくることはねぇ。平和を貪むさぼるのは、悪いことじゃないぞ」

「いつまでも貪れるならそうするさ」

　レイルズは、即座に言い返した。

「オレには、この世界で決着をつけなければならないことがある。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくは、オレに復ふく讐しゆうすると言った。あいつはオレの命を狙ねらって、どこまでも追いかけてくるだろう。奴やつが復讐しようというなら、受けて立つしかないんだ」

「おまえが、あの男に手て傷きずを負わせたとは信じられねぇんだがよ」

　ガーシュンは、ぼりぼりと髪かみの毛をかきむしった。そして、じろりとレイルズを睨にらみつける。

「どうあっても、この世界に残るというわけだな」

「残る」

　気け圧おされながらも、レイルズは言いきった。

「だが、あんたたちと争うつもりはない。今のオレには、敵はグレイルであり、侵しん略りやく者しやのベルディアなんだ」

「今の、ね……」

「お願いです。彼らのことを認めてあげてください。彼らには、わたしたちと争う意志はありません。それなのに、力で追い払おうというのは非ひ道どうではありませんか。わたしは、この人たちに協力してあげようと思います。彼ら、新しき漂ひよう流りゆう民みんに……」

　そして、マリスは、五人の異い邦ほう人じんが訪れたぐらいでは、周期が乱されることはないはずだから、とまるで自分に言い聞かせるようにつけくわえた。

「そう思わない部族の者は多いだろうな」

　ガーシュンの言葉に、マリスは残念そうにうなずいた。

「ま、オレだって無む駄だな戦いはしたかねぇ。あんたが、こいつらのことを責任持つっていうなら、オレは見逃してやってもいいがよ」

　ガーシュンはそう言って、仲間たちを振り返った。

「彼らの決意は並のものではない。危険を承しよう知ちでこの世界に留とどまろうとしているのだ。その思いは、認めてやらねばと思う」

　長身の戦士が、淡たん々たんとした口く調ちようで言った。

「まあ、あんたならそう言うと思ったがね」

　ガーシュンが、にやりと笑う。

「ナンス、おまえは？」

「賛成はしないぞ。彼らはわたしたちの世界の秩ちつ序じよを乱すかもしれないからな。だが、銀ぎん狼ろうの娘がこいつらを保護するというのなら、それを止とめるつもりまではない」

　羽う毛もうマントの戦士が振り返って、答えた。

「この世界に、秩序なんて残っているもんかい」

　ガーシュンは豪ごう快かいに言い放った。

　その言葉に、ナンスと呼ばれた男はむっとした顔で、ガーシュンを睨にらみつける。

「イサリとターニルは、反対しないよな」

　ガーシュンは残るふたりにも声をかけた。

　真っ黒な服に身を包んだ男と銀ぎん髪ぱつのターニルは、無言でうなずいた。

「そういうことだ。おまえたちの勝かつ手てにするがいい」。

　ガーシュンは陽気な声でレイルズたちに声をかけてきた。
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「ありがとう、戦いの神しん獣じゆう王おうの従僕しもべ」

　マリスが安あん堵どの表情で礼を述べる。

　レイルズたちも、ほっと胸をなでおろす。この場は、とりあえず、争いにならずにすんだようだ。

「それにしても」

　と、黒こく衣いの戦士が不ふ思し議ぎそうにガーシュンを見つめる。

「戦い以外のことには興味ないのかと思っていたが、この異い邦ほう人じんたちにはずいぶん好意的じゃないか？」

「女にだって興味はあるからな。美人の頼みは断らねぇようにしている。まかりまちがって、惚ほれてくれるかもしれねぇからよ」

　そんなことあるものか、と黒衣の戦士は甲かん高だかい笑い声をあげた。

「それにな、失われた大地を見下ろして、ふと思ったんだ。あの煙の上がっているところに行ってみてぇ、どんなものを食べてるのか覗のぞいてみてぇってな。だったらよ、こいつらがオレたちの世界を見てみたいというのもうなずけるじゃねぇか」

　ガーシュンの言葉に、残る四人が笑みを洩もらした。

　おまえらしいよ、と長身の戦士が声をかける。

「オレたちは、砦とりでに帰らせてもらうぜ。結けつ界かいの部族や封ふう印いんの部族に、見つからないように祈っておいてやるよ」

　あばよ、と言ってガーシュンはレイルズたちにくるりと背を向けた。

「待ってくれ！」

　レイルズは、あわてて彼を引き止めた。

「なんだ、まだ用かよ」

　面めん倒どうそうに、ガーシュンは振り返った。

「オレたちも連れていってくれないか。あんたたちの砦に。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくと戦うには、今のオレでは力不足なんだ。もっと、自分を鍛きたえなければ。それに、あんたたちはこの世界のいろんな場所から集まっているのだろう。あてもなく歩いているより、よほどこの世界のことをくわしく知ることができる」

「正しよう気きかよ？」

　ガーシュンは、まじまじとレイルズを見つめてくる。

「もちろん、正気だ」

「おまえって野や郎ろうは……」

　ガーシュンはあきれはて、言葉を続けることさえできなくなった。

　それから、腹を抱かかえて笑いはじめた。

「笑わせてくれるじゃねぇか」

「オレは真しん剣けんだ」

　レイルズはむきになって言った。

「だから、笑えるんだよ。だが、気に入ったぜ。たった今から、おまえはこのオレの客きやく人じんだ。誰だれにも、おまえのことをとやかく言わせたりはしねぇ」

　ガーシュンはずかずかとやってくると、レイルズの肩をばしばしと叩たたいた。叩きながら、彼の笑い声は、ますます大きくなっていった。

　レイルズは顔をしかめながら、仲間たちを振り返った。

　ガーシュンの笑い声を聞いて、彼らも緊きん張ちようの糸をほぐした感じだった。

　レイルズは、彼らの意見も聞かずに、話を決めてしまったことに罪ざい悪あく感かんを覚えていた。

「話は聞いたとおりだが……」

　事じ後ご承しよう諾だくだが、とりあえず彼らの考えを確かめてみる。

「ダナーンには帰れない。他ほかに、あてもない」

　バッソーがため息をつきながら答える。

「選せん択たくの余よ地ちがないっていうのは、まったくおもしろくねぇな」

　遠回しな言い方だが、どうやら同意しているようだ。

「これも、幸運神チヤ・ザの導きだろうて」

　ドワーフのシャイロンは、ゆっくりとうなずいた。

「あたしは、レイルズについてゆくわ」

　サイアはそう言ってから、隣となりで身を竦すくませていたビーンに同意を求める。

「も、もちろんさ」

　ビーンは笑顔で答えたが、その声は誰からも分かるぐらいに震ふるえていた。

「ありがとう、みんな」

　レイルズは、仲間たちに深く頭を下げた。




　　　　２




　世界フオーセリアは、始し源げんの巨人の死によって、はじまった。

　始源の巨人、大いなるひとつとも万ばん物ぶつの始し祖そとも呼ばれている。

　万物は、この巨人の骸むくろより誕生した。

　生命も物質も、そして力も。

　始源の巨人の肉体を受け継ついで生まれたのは、神々である。

　神しん聖せいなる左手からは光の至し高こう神しんファリスが、邪じや悪あくなる右手からは暗あん黒こく神しんファラリスが生まれた。そして、残る四し柱はしらの主神と、数多あまたの従属神たちが巨人の肉体を受け継いで誕生した。

　巨人の頭とう髪はつは世せ界かい樹じゆとなり、虚こ空くうに根を張った。この最古の樹木は、混こん沌とんの力を吸いあげて生命の実をたわわに実らせた。

　同じく、巨人の全身を覆おおっていた鱗うろこからは、竜王ドラゴンロードが誕生している。彼らは肉体的に最強の種族であり、未分化の精せい霊れい力りよくを体内に宿していた。

　そして、神々による世界創造がはじまるのだ。

　神々は混こん沌とんに法を与え、秩ちつ序じよをもたらした。

　精霊力が分化され、精霊界が創つくられた。そして、神々は自らが住むための聖せい地ちとして物質界を創造する。

　最後に創造されたのは、精霊界と物質界とをつなぐ中間世界、妖よう精せい界かいだった。

　神々は生命の実を育はぐくみ、各界の住人となる生き物を創造した。

　精霊界には精霊を、妖精界には妖精を、そして物質界には人間をはじめ、動物や植物、その他たくさんの生き物を誕生させた。

　なかでも、人間は神々の肉体を受け継ついで物質界に生を受けたとされる。それゆえ、この界の主人となるべく運命づけられていたのである。

　混沌は浄じよう化かされ世界創造は進んでいった。

　しかし、世界はいまだ未完であった。

　そして、世界創造が完成することなく神々の時代は終しゆう焉えんを迎える。

　神々の間に芽め生ばえたささやかな不和から神々の大戦がはじまったからだ。創造主たちは光と闇やみの軍団に分かれ、互いを滅ほろぼさんと争った。

　至高神フアリスも暗黒神フアラリスも、その他の神々も神々の大戦のさなか肉体を失った。そして、偉い大だいな神々の不ふ滅めつの魂たましいは物質、妖精、精霊の三界に散さん華げしていった。強大な力は秘めている。だが、世界に介かい入にゆうする手段を神々は失ったのである。

　かくして、神話の時代は終わり、人間が世界を治める歴史の時代が幕をあげる。

　ダナーンの民の故郷の島では、そして、北の大陸アレクラストをはじめとする世界のほとんどの地においては……

　しかし、滅亡ほろびの運命を逃れた神々も、わずかながら存在していたのである。

　知られざる、神話だ。

　彼らは光の軍団にも闇の軍団にも属さぬ中立神たちであった。中立神たちは神々の大戦を憂うれい、世界創造を続けようとした。

　だが、暗黒神は暗あん黒こくならざるすべての神を滅ぼさんと、中立神たちに幾百の竜王を差し向けたのだ。

　中立神たちは竜王に追われ、南へと逃れていった。逃れる途中で、多くの神々が竜王に焼きつくされ、魂だけの存在になったという。

　中立神たちは南の大陸に集つどい、まさに破は滅めつのときを迎えようとしていた。

　しかし、中立神の長おさたる〝夜の光の神〟フェネスは、竜王の目を欺あざむくための方法を見出したのである。それは、神の肉体を捨て、不滅の魂を獣けものの肉体に封じ、神しん獣じゆうとなることであった。

　中立神たちに選せん択たくの余よ地ちはなく、神々は最後の奇き跡せきを行ったのち神しん獣じゆうとなった。

　最後の奇跡とは南の大陸を海より高く隆りゆう起きさせ、外界より閉ざすこと。そして、果はてしなく流れてゆく時ではなく、永えい劫ごうに繰くり返される周期によって大陸を支配することであった。

　この閉ざされた大陸で、中立神たちは世界創造を継けい続ぞくし、完成された世界を築きあげた。

　人間をはじめ、多くの生き物は神獣に従属し、周期の支配を受け入れた。そして、この繰り返される時のなかで、数千年の時を平和に暮くらしてきた。

　しかし、神獣たちでさえ、永劫の平和を維い持じすることはできなかった。

　破は局きよくの時が訪れたのである。




「それが神獣フーズィーと、バルバスの離り反はんだったってわけだ」

　ガーシュンは、干ほし肉をしがみながら、世界フオーセリアとクリスタニアの創そう世せい神しん話わを語り終えた。

　彼が話しているあいだ、レイルズは神しん妙みような顔で聞いていた。

　神の城じよう壁へきから、川沿いに半日ばかり遡さかのぼった森の中である。すでに日は沈み、夜の帷とばりに閉ざされていた。

　ぱちぱちと火の粉が爆はぜる音が響いている。

　燃える薪たきぎから揺ゆらめきながら立ち上る炎ほのおが、レイルズたちを赤く照らしだしている。夜ははじまったばかりで、夜が明けるまで、まだたっぷりと時間はある。

　神話を語り終えると、ガーシュンは木の棒を使って、地面に線を描えがきはじめた。何を描こうとしているのだろう、とレイルズは身を乗り出して、木の棒の先端を見つめた。

　絵はすぐに完成し、ガーシュンは手にした木の棒をたき大のなかに放りなげた。完成した絵は、円をふたつくっつけたような形をしていた。

　これがクリスタニア大陸だと、ガーシュンは厳おごそかに言った。

「クリスタニアは南北、ふたつの大陸に分かれている。北の大陸は七つの地方に分けられる。南の大陸のことは、オレはよく知らねぇ。神しん獣じゆうの民たみのなかでも、小さな部族が住んでいるそうだが、ほとんど行き来がねぇからな……」

　北クリスタニア大陸は、七つの地方に分かれているという。

　東にはワイアーナ、西にはフィンガル、南部にはラブラドルの地ち境きよう地帯があり、北部がここイスカリアである。

　この四つの地方は、神獣の民が支配している。

　北西部の半島が裏切うらぎりの大地、すなわちベルディアである。この地には先住民たる神獣の民と暗あん黒こくの民たみと呼ばれる漂ひよう流りゆう民みんとが共存しており、復ふつ活かつを果たした神王バルバスを絶対君主とする帝国が存在している。

　大陸中央部に位置するフォレースルは、忘ぼう却きやくの大地と呼ばれている。ワイアーナ、フィンガル、ラブラドル、イスカリアの四つの地方に囲まれたこの荒こう野やには、神獣に従うことを拒こばみ、全まつたき肉体をもった神々の降こう臨りんを願う古いにしえの民と呼ばれる民族が暮くらしている。

　そして、失われた大地ことダナーンは、イスカリアの北に隣りん接せつしている半島である。

　もっとも、ここ十年の戦いくさのあいだに、クリスタニアの勢力図は大きく変わっている。イスカリア地方の西北部とフィンガル地方の北部は、ベルディア軍の制せい圧あつ下かにある。

　神しん獣じゆうの民たみにとって幸いなのは、銀ぎん狼ろうの部族が神獣の民最大の部族であり、広大な森林によって守られていることだろう。イスカリア中部の森には、何百という数の銀狼の部族の集落がある。そのすべてを攻せめ潰つぶすのは、さすがに容よう易いではなかったのだ。ここ三年ほどの戦は十人規模の小こ競ぜりあいに終始し、ときおり、ひとつの集落をめぐって攻防が行われる。たとえば、マリスの集落ハーケーンが、そうであったように。

「あの集落より西にも、銀狼の集落はいくつもあるからな。まさか、砦とりで近くの集落を狙ねらってくるとは思いもしなかった。娘さんには申もうし訳わけなかったな」

　ハーケーンの話題が出ると、ガーシュンは心しん底そこ、すまなそうに太った身体からだを縮ちぢこまらせた。

　そして、「獣けものの牙きば」の砦には千人規模の戦士が籠こもっており、この砦を攻め落とすには、十倍以上の軍勢が必要なんだが、とガーシュンは言いい訳わけぽくつづけた。

　マリスは悲しそうに微笑ほほえんだだけで、何も答えなかった。

　グレイルの狙いは、マリスの命だったのだ。砦から遠い、近いは関係なかったろう。

「獣の牙には、神獣の民のほとんどすべての部族から戦士たちが集まっている。数は少ないが、なかには魔ま法ほう使つかいだっているんだぜ」

「魔法使い？　獣人ビーストマスターとは違うのか」

　レイルズは意外に思って、尋たずね返した。

「獣人は魔法使いじゃねぇ。神獣から能力ちからを授かっているだけさ」

　それがさも当然のことのように言ったが、レイルズの目にはそれも魔法の一種に見える。ダナーンでは、司祭たちの起こす奇き跡せきさえ、神しん聖せい魔ま法ほうと呼ぶぐらいなのである。

「魔ま術じゆつを操あやつる者や精せい霊れいを使う者のこった。決まっているだろ」

「魔術師ソーサラーや、精霊使いシヤーマンもいるのか？」

　レイルズは思わず、サイアやビーンと顔を見合わせた。

　ふたりも意外だったようで、目をぱちぱちさせている。

「暗あん黒こくの民たみほどにはいないがな。ここにいるイサリも、そのひとりさ。魔術の使い手だ」

　そう言って、ガーシュンは黒ずくめの男を顎あごで示した。

「あたしも魔術師なんです」

　サイアが嬉うれしそうに黒こく衣いの魔術師に声をかけたが、神獣の民の魔術師は無関心そうに会え釈しやくをかえしただけだ。

　愛あい想そのない男だな、とレイルズは思ったが、魔術師がいるのは心強いかぎりだ。

　魔法使いたちが参加しているのとしていないのでは、戦力は格段に違う。ベルディアの暗黒の民には、魔術師ソーサラーや精霊使いシヤーマン、さらに暗あん黒こく神しんを信しん奉ぼうする闇やみ司し祭さいたちまでいるのだ。彼らの魔ま法ほうと対決するためには、やはり魔法によるのがいちばんだ。

「オレたちの事情は、こんなところだ。おまえたちが獣けものの牙きばに身を寄せるなら、フォレースルに住む古いにしえの民たみを名な乗のるのがいちばんなんだがな。奴やつらのなかには、エルフやドワーフもいるしよ。だが、言葉が通じないのは、困ったもんだ。オレたちの仲間にゃ、ベルディア言葉を使える奴も多いが、普ふ段だんの会話じゃ、クリスタニア言葉しか使わねぇしよ」

「大白鳥の民と名乗らせたらどうだ。長年、隔かく絶ぜつされてたんで、言葉が変わったことにすればいいだろう」

「珍めずらしいな、おまえが意見を言うとはよ」

　ガーシュンは長身の戦士、カーリオに笑いかけた。彼が承しよう話にん者しやの別名をもつ黄おう金ごんの獅し子しディレーオンの部族の者だということを、レイルズはすでに知っている。

　神しん獣じゆうディレーオンは神獣王でこそないが、その承認がなければ、神獣王の言葉でさえ権けん威いを持たないのだという。そんな神獣の従者であるだけに、獅子の民は正義と公平を重んずるのだと、ガーシュンは教えてくれた。

　レイルズも、彼の誠実さは信用できるように思っていた。

　穏おだやかな男だが、動作の端はし々ばしに威い厳げんが感じられる。ダナーンによくいる貴族たちのような、己おのれの地位や権力に頼るだけの威厳ではない。揺ゆるぎない信念に裏付られた本物の威厳であった。

「どう名乗ろうと怪あやしまれるに決まっている。噓うそをつくなら、大きな噓をついたほうがばれないものだ」

　イサリが、喉のどを鳴らすような笑い声をあげた。

「なかなか壺つぼを心得ているねぇ」

　バッソーが、にやりとイサリに笑いかけた。

　この黒こく衣いの魔術師が従っているのは、アルケナという名の大鴉レイブンの神獣である。運命の告こく知ち者しやの別名を持ち、周期の支配するクリスタニアにあっては、唯ゆい一いつ、時間を守護する神獣でもある。神獣王フェネスとは意見を異ことにしており、ベルディアとの戦いくさでもどちらかといえば中立の態度を取っている。

　たとえば、獣けものの牙きばに加わっているアルケナの部族の者は、イサリひとりだけである。彼が参加している理由も、正義感などではなく、戦の経過を部族の者に伝えるためだ、とガーシュンは笑いながら言ったものだ。

「仲間を欺あざむくのは、気が進まんな」

　撫ぶ然ぜんとした表情で言ったのは、大おお鷲わしの神獣フォルティノの従者であるナンスだった。

　ナンスが従う神獣フォルティノは、クリスタニア世界の秩ちつ序じよの監かん視し者しやとしての役割を担になっている。その従者たちは、イスカリア西南部の急きゆう峻しゆんな山さん岳がく地帯に住んでおり、孤こ高こうの部族の名で呼ばれている。

　イスカリアの北部がベルディア軍の支配下となってからは、他の地方から分断され、部族の呼び名どおり、まさに孤こ立りつした状態で戦いを強いられているそうだ。

「ま、我が慢まんしてくれ。誰だれかを傷つけるような噓うそじゃないんだからよ」

「いつまでも、欺あざむくことはできないぞ」

　ナンスは鼻を鳴らし、眼がん光こう鋭するどく、ガーシュンを睨にらみつけた。

「だろうな。ま、ばれたときには、正直に理由を話すさ。さいわい砦とりでには、大だい蛇じやの民たみはいないんだ。文もん句くをつける奴やつもいないだろう」

「だといいがな……」

　ナンスは渋しぶい顔になり、そのまま沈ちん黙もくした。

「良き交流は、互いを幸せにするものだ。あんたたちとは、いい関係を作りたいと思うの」

　シャイロンが突とつ然ぜん、口を開いた。

「いきなり説教をはじめるなよ」

　バッソーはあきれた顔でそう言ったが、レイルズにはシャイロンの気持ちが理解できた。

　五人の戦士たちの会話を聞いていて、レイルズにも彼ら神しん獣じゆうの民たみの閉へい鎖さ性せいが感じられたからだ。大陸を閉ざすことで、完成された世界の住民になったという意識があるためだろうか。

　しかし、今やクリスタニアの完全性は失われている。

　レイルズがこの場にいることも、その証あかしのひとつといえるのだ。

「神でさえ、完全な世界を創つくることはできないのか」

　レイルズは、複雑な気持ちになった。

　人間が完全な世界を創ることなど不可能だと宣せん告こくされたようなものではないか。よりよい世界を築こうという意欲をなくさせるような事実だ。

「ところで、ターニルの奴はどこにいったんだ？」

　ガーシュンの声で、レイルズははっと我に返った。

　言われてみれば、銀ぎん狼ろうの部族の戦士ターニルの姿が見えない。

「河かわ原らの方に行ったぜ。銀ぎん髪ぱつの娘さんと一いつ緒しよによ」

　バッソーが下げ品ひんな笑いを浮かべながら答えた。

「なんだって？」

　レイルズは、自分でも不ふ思し議ぎなぐらい、狼ろう狽ばいしてしまった。

　河原の方を振り返って、闇やみを見通そうと目を凝こらす。だが、レイルズには、ドワーフや精せい霊れい使つかいたちのように暗あん視しの能力はない。漆しつ黒こくの闇に遮さえぎられ、ふたりの姿を見つけだすことはできなかった。川が流れる緩ゆるやかな音が聞こえてくるばかりである。

　マリスとターニルは同じ部族の人間であるし、顔見知りでもある。他人には聞かせられない話もあることだろう。

　理り屈くつでは分かるのだが、気持ちはすっきりとしなかった。自分がどれほどマリスを頼りにしているか、思い知らされたような気がした。

　それも、当然だろう。

　彼女は命の恩おん人じんだし、死の恐きよう怖ふに捕らわれ、勇気も誇ほこりも失いかけたところを、叱しつ咤たされ、勇気づけられたのだから。その恐怖は、まだ心から消え去ってはいない。完全に消え去ることはないだろう。ただ、その恐怖と戦う勇気だけは、取り戻もどすことができた。だからこそ、この世界にも留とどまる決意ができたのだ。

　しかし、マリスにとっては……

　虚うつろな視線で夜の闇やみを見つめながら、レイルズは自分が神しん獣じゆうの民たみとは異なる民族の人間であることを思い知らされていた。




「生きていたとは思いませんでした」

　水みず際ぎわにある大きな岩に腰を下ろしながら、マリスは暗くらい川の流れを静かに見下ろしていた。

「それも、わたしのすぐ近くで……」

　マリスは顔を上げて、自分と同じ色の髪かみをした戦士を見つめた。

　その戦士、ターニルは腕組みをしたまま、闇を通して向こう岸を見つめている。その目が緑みどり色いろに輝いている。自分も同じ目をしているはずだ。

「なぜ知らせてくれなかったのですか。シレーネの族長も、あなたが無事だと知ったら、どれほど喜ばれたことか……」

「集落が襲おそわれ、皆みなが殺された」

　マリスは悲しげにうなずいた。

　三年前に、その知らせを聞いたとき、マリスは激はげしい悲しみと怒いかりを覚えたものだ。武器を摑つかんで、走りだそうとさえした。

　集落の若い戦士たちも行動を共にしようとしたが、長老に止められた。ターニルの集落までは、全力で駆かけたとしても五日はかかる。間に合うはずがなかったし、集落の焼やけ跡あとに砦とりでを築こうとしていたベルディアの大軍を相手に、どうすることもできなかっただろう。

「あのとき、オレは死ぬつもりだったし、死ぬはずだった。集落はベルディアの大軍に何なん重じゆうにも包ほう囲いされ、逃げ場などなかった。オレの頭にあったのは、ひとりでも多くの敵を道みち連ずれにすることだけだった。オレは剣けんを手に、敵のなかに斬きりこんでいった。何人を斬り殺したのか、まるで覚えていない。ふと気がついたとき、オレは森の中にひとりで立っていた。周囲には、敵の死体が山積みになっていたがな。燃えあがる集落に戻ることはできた。そうすれば、間違いなく死んでいたはずだ。だが、オレはそうしなかった」

　だから、こうして生きているのだ、と少し間を置いてからターニルは言った。

　ターニルの声は、苦く悩のうしているようには聞こえなかった。だが、苦悩しなかったはずはないのだ。苦悩しつくして、感覚が麻ま痺ひしてしまったのか、それとも何か決意するものがあったのか。マリスに分かったことは、今、目の前に立っているのは、かつて自分が知っていたイースロの若わか長おさとは別人にしか見えないということだ。

「あなたは逃げたのではなく、戦って生き延のびたのですから、それは誇ほこるべきです」

　ターニルは無表情な顔で、マリスの方を振り向いた。

「誇るつもりもないし、恥はじだとも思わない。他人がオレのことをどう思おうが、それは勝かつ手てだ。オレにできるのは、戦いつづけることだけだ。生きているかぎり、な」

「ターニル！」

　マリスはなかば叫びつつ、立ち上がった。

　立ち上がっても、ターニルは自分よりはるかに高い。見上げるように、精せい悍かんな彼の顔を見つめる。頰ほおから顎あごにかけて、いっぱいに不ぶ精しよう髭ひげが伸のびている。髭も、やはり銀色をしていた。眉まゆの色もそう。その眉のあいだには、深い縦たて皺じわが一筋、走っている。出会ったときから刻まれていたが、さらに深く、長くなったようだ。

「お忘れではないでしょうね。わたしたちは族長の名において、結婚の約やく束そくを交わしたのですよ。ふたりが生きているかぎり、その約束は有効です」

　次代の銀ぎん狼ろうの部族を担になう者として、長老はふたりの銀ぎん髪ぱつの者の結婚を望んだのだろう。だが、望まれたからではなく、マリス自身、この男となら将来を誓ちかってもいいと思った。もちろん、まだ幼かったマリスには結婚がどういうものか、理解していなかったのだが。
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「忘れたな」

　ターニルはあっさりと答えた。

「わたしは、覚えています！」

　マリスは、つい声を荒あらくしてしまった。

　ターニルが死んだと聞いたとき、マリスは伴はん侶りよを失ったときの部族の慣習に従い、五日間のあいだ食を断たち、誰だれとも顔を合わせなかったのだ。喪もに服した相手が自分のことを何とも思っていなかったのでは、さすがに誇ほこりが傷つけられたという気がする。

「忘れろ」

　ターニルは、またもあっさりと言った。

「……分かりました」

　マリスは十分に心を静めてから、長いため息とともに言った。

　ターニルの言葉は、どうやら本心のように思えたからだ。マリスにしても、三年という月日のあいだに、彼のことはほとんど忘れていたと言ってよい。将来を約やく束そくしたとはいえ、シレーネの大集落に滞たい在ざいしたときの、ほんの数日間の思い出しかないのである。激はげしい戦いの日々が続くなかで、いつまでも思いとどめておけるはずがなかった。

「約束のことは忘れます。あなたのことは、獣けものの牙きばの戦士のひとりとして覚えておくことにしましょう。あなたも、わたしのことをそう覚えておいてください。わたしも、獣の牙に身を寄せるわけですから」

「分かった」

　短く答えて、ターニルは仲間たちのところへ戻もどろうとする。

　マリスは小さくため息をついて、一歩を踏ふみ出した。

　その動きが、ぴたりと止まった。

　前を歩いていたターニルも、制止している。

「聞こえましたか？」

　マリスは小声で言った。遠くで、河か原わらの石が鳴る音が聞こえたのだ。誰かが、こちらへ近づいているに違いない。

「ああ、それに臭におう。こいつは、サーベルタイガーの臭においだ」

　振り返ったターニルの顔には、歓かん喜きの表情が広がっている。

　マリスはぞっとする思いがしたが、狂きよう気きのようなものは感じられなかった。

「眷族けんぞくを連れているとは、侮あなどれませんね」

　マリスはターニルの正しよう気きを認め、安あん堵どを覚えながら、槍やりを両手に持った。先端についている刃は、銀製だった。猛もう虎この部族の獣人ビーストマスターには、普通の武器では傷つけられない者がいる。

「数も多そうです。仲間たちに知らせましょう」

「いや、それには及ばないようだ」

　ターニルに言われて、マリスも気がついた。

　野や営えいをしていた方向から、足音が聞こえてきたのだ。しばらく待つと、ガーシュンたちが姿を現した。全員、武器を構かまえていつでも戦える態勢である。

　マリスは彼らの中に、レイルズの姿があることに気づいた。無意識のうちに、彼女の薄い唇くちびるがわずかに開いて、笑みがこぼれる。

　レイルズはマリスの姿を認めると、河か原わらの石を鳴らしながら駆かけ寄ってきた。

「敵が来たらしい。マリスはたき火のところへ」

　レイルズはひどくあわてている様子で、声がうわずっていた。

「わたしも戦います。銀ぎん狼ろうの部族は、男も女も、皆みな、戦士の訓くん練れんを受けているのです」

「しかし……」

　銀狼の部族の女性たちが、優すぐれた戦士であることは、レイルズも知っていた。マリスの集落が襲おそわれたとき、女性たちが迎え撃つ姿を目もく撃げきしていたからだ。

　しかし、体力なら男のほうが強いに決まっている。最強の戦士になるのは、やはり男なのだ。それなのに、わざわざ女性が戦う必要はない、とレイルズは思うのだ。

「サイアやビーンがたき火のところにいる。彼女たちを守ってやってくれ。バッソーとシャイロンのふたりじゃ、心こころ許もとない」

「彼らのところまでは、行かせませんよ」

　自信に満ちた声だった。

　レイルズは、彼女が羨うらやまましいと思った。かつては彼も自信に満ち溢あふれれていた。だが、今の彼にはそのかけらもない。満足に戦えるかどうか不安だった。

「だが、やらなければ」

　レイルズは自分に言い聞かせた。

　そのとき、背後から獣けものの唸うなり声が聞こえた。

　ごくりと唾つばを飲みこんで、レイルズは振り返った。

　暗くら闇やみに慣なれたのと、ようやく昇のぼってきた月の明かりのおかげで、足下は確かめることができた。足場は悪いが、これなら自由に戦えそうだ。

　緊きん張ちようした面持ちで武器を握にぎりなおす。マリスから預かったままの銀製の剣けんである。それは、銀狼の部族の中で、真の勇ゆう者しやでなければ託されないという剣なのだ。剣の重みがずっしりと右肩にかかる。

　レイルズは唇をかみしめつつ、柄つかを握にぎる手に力を込めた。

　やがて、闇のカーテンの向こうから、人間の倍ほどもありそうな巨大な獣が姿を現した。

　縞しま模も様ようの毛皮で包まれた肉にく食しよく獣じゆうだった。月の光の下では、黒と灰色の縞にしか見えないが、おそらくはもっと鮮あざやかな色なのだろう。

　特徴的なのは、上うわ顎あごから突きでた巨大な牙きばだ。下顎を越えて、地面に届かんばかりに伸のびている。

「あれはなんだ？」

　レイルズは、マリスに尋たずねた。

「サーベルタイガー、支配の神しん獣じゆう王おうバルバスの眷けん族ぞくです」

「マリスの銀狼みたいなものか？」

　マリスは無言でうなずいた。

「強いんだろうな」

　レイルズは、独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

　虎タイガーなら、ダナーン半島の北東の森に棲せい息そくしている。熊くまや狼おおかみほどには、人里に出てくることはないので、めったに見ることができない。レイルズは、何年も前にハークの村に猛もう獣じゆう使つかいの一行が来たとき、生きている虎を間近で見たことがある。目の前にいる猛獣は、あのとき見た虎よりも、ひとまわりもふたまわりも大きな身体からだをしていた。

　そして、サーベルタイガーの後ろから、四人の男が姿を見せた。続いて、醜しゆう悪あくなゴブリンたちが、ぞろぞろと現れる。そのうちの一匹は他のゴブリンに比べて背が高く、がっしりとした体格をしていた。それが噂うわさに聞くゴブリンの王ロードなのか、ホブゴブリンなのかは分からなかった。しかし、ゴブリンたちのリーダーであることは間違いないだろう。

　レイルズは、敵のなかに剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルの姿を探した。あの不ふ死じ身みの戦士が、はやくも復ふく讐しゆうにやってきたのかと思ったのだ。

　だが、グレイルの姿はなかった。さいわいというべきだろう。

　ならば勝てる、とレイルズは勝かつ手てな理由をつけて自分を勇気づける。

「皆みな殺ごろしにしろ！」

　そのとき、ベルディア言葉で、敵の戦士のひとりが号令した。

　サーベルタイガーが魂たましいを揺ゆさぶるような咆ほう哮こうをあげ、レイルズは反射的に身を竦すくめた。

「殺されてたまるか！」

　レイルズは自分を奮ふるい立たせるように叫び、剣けんと楯たてとを構かまえる。

　だが、次の瞬しゆん間かん、さらに大きな戦せん慄りつがレイルズに襲おそいかかった。

　その戦慄は敵から受けたものではない。レイルズよりわずかに前方で武器を構えるガーシュンから受けたものだ。

　にやりと笑って、レイルズを振り返ったガーシュンの顔が、月明かりの下でもはっきりと変へん貌ぼうしてゆくのが見えたのだ。

　顔全体から剛ごう毛もうが生え、伸のびていった。

　鼻が大きく広がり、顎あごから先が突き出てくる。その上顎から鋭するどい牙が現れ、わずかに反そり返かえりながら、まっすぐ前に伸びてゆく。

　耳の形も三角に変わっていた。

　瞬しゆん時じにして、ガーシュンの顔は獣けものに変わっていた。巨大な牙きばをもつ猪いのししの顔に。

　戦いの神しん獣じゆう王おうブルーザが猪の神獣であったことを、レイルズは思い出した。

「獣憑きライカンスロープ！　あんたたちは獣憑きだったのか!!」

　レイルズは我を忘れて叫んだ。

　故郷の島には、狼人間ワーウルフや虎人間ワータイガーといった獣じゆう人じん化かする魔ま物ものたちがいた。伝染性の病気であるらしい。彼らは満月期が近づくと自らの意思とは関係なく獣人化し、狂くるったように人を襲おそいはじめるのだ。そして、獣憑きに咬かまれたり、爪つまをたてられた者は新たな獣憑きとなる。

　ダナーン王国では、獣憑きが現れたという記録はない。誰だれも知らないところで、始し末まつされているのかもしれないが……

「獣憑き？　知らねぇ言葉だな」

　ガーシュンの声はくぐもっており、はっきりとは聞き取れなかった。

「オレたちは獣人ビーストマスターなんだ。獣人は、こういうことができるんだよ！」

　そして、ガーシュンは夜空を見上げて、勇ゆう壮そうな雄お叫たけびをあげた。

「これが、オレたちの戦い方よ！」

　ふと気がつくと、カーリオの顔も獅子ライオンに、ターニルの顔は狼おおかみのそれに変化している。そして、敵の戦士たちのうち、ふたりがサーベルタイガーの顔に変わっていた。

「獣人は、従者のなかでも、もっとも忠実な神しん獣じゆうの従僕しもべ。神獣より能力タレントを授けられ、自らを神獣の姿に似せることができるのです」

　マリスがレイルズの隣となりにきて、そう説明した。

　だが、そんな説明など、まるで耳に入らなかった。レイルズは何度も首を振って、獣人化した戦士たちを見つめていた。

　目の前で戦いが演じられるのを、茫ぼう然ぜんと見つめながら。
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　戦いは激はげしいものだったが、短い時間で終わった。

　強力な敵だったが、グレイルを倒そうと意気込んできた獣けものの牙きばの精せい鋭えいたちを相手にしては、さすがに分ぶが悪かった。

　リーダーを殺されたゴブリンどもは、恐きよう慌こうをきたし、逃げはじめた。

　四人いた戦士たちも、あっという間にふたりが倒され、サーベルタイガーに獣人化した戦士は、跳躍リープの能力タレントを使って、戦場から逃れた。

　ただ一匹残った眷けん族ぞくのサーベルタイガーだけが、不ふ死じ身みとも思える強きよう靭じんさを発揮して獣の牙の戦士たちを苦しめた。

　何度、斬きりつけようとも動きは鈍にぶらず、爪つめを振るい、牙を閃ひらめかせ、戦士たちの肉体を引き裂さこうとした。

　ようやく動どう揺ようから立ち直ったレイルズは、サーベルタイガーの隙すきを見つけ、狙ねらいすました一いち撃げきを、サーベルタイガーの眉み間けんに突き立てた。

　それが、致ち命めい傷しようとなった。

　サーベルタイガーはどうと倒れ、長い舌したをだらりと出して、断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを起こしはじめた。

「おいしいところをもってゆきやがる」

　ごうごうと荒い鼻息をたてながら、ガーシュンが言った。

　それには、レイルズは答えなかった。サーベルタイガーを倒したという、喜びも湧わかない。命いのち懸がけで戦ったのではないのだ。獣じゆう人じん化かしたガーシュンたちに驚きよう愕がくし、戦場にいる恐きよう怖ふも忘れていた。たまたま隙を見つけられたから、倒せたのだ。

　それよりも……

　すでに、ガーシュンたちは変身を解とき、人間の顔に戻もどっていた。

「あんたたちは自分の意思で変身し、変身を解くことができるのか？」

　レイルズはガーシュンに詰め寄った。

「もちろんだ。獣憑きライカンスロープとやらは、できないのかい？」

「病気だからな……」

　レイルズは、獣憑きについて簡単に説明した。

「そんな化ばけ物ものと一いつ緒しよにするんじゃねぇ！」

　説明を聞いて、ガーシュンは激げつ昂こうし、レイルズの肩をどんと叩たたいた。思わず、レイルズは片かた膝ひざをつく。

「一緒にしたくもなる……」

　レイルズは、片膝が落ちたままの姿勢で言った。

「オレの目には、魔ま物ものと魔物とが戦っているようにしか見えなかったんだから」

「本ほん音ねが出たな」

　ガーシュンが意地悪く笑った。

「おまえたちは、古いにしえの民たみと同じ考えだということだよ。忘ぼう却きやくの大地の連中は、獣けものの姿をした神には従えないと言って、ひたすら肉体を持った神々の降こう臨りんを待望している。もはや、どこにも存在していない神の降臨を、な」

「肉体はなくても、神の魂たましいは存在している。祈いのれば、奇き跡せきを起こしてくれる。オレたちの故郷の島には、大だい地ち母ぼ神しんを降臨させた大司祭がいたんだ。そして、暗あん黒こくの島の邪じや悪あくを浄じよう化かした……」

「神しん獣じゆうたちは、祈らなくとも力を貸してくれるぜ。神獣自らのご意思で奇跡を起こすことができるんだ」

　レイルズはじっとガーシュンの顔を見上げた。

「オレたち神獣の民と、おまえたち新しい漂ひよう流りゆう民みんとは、交わるべきじゃねぇようだな。交われば、おそらく戦いくさになる」

「戦になる……。あんたたちと、オレたちとが」

　レイルズはその言葉をかみしめるように、頭の中で何度も繰くり返した。

　暗あん黒こくの民たみと仇きゆう敵てきである。だが、それは過去の話だ。彼らとは同じ言葉を話し、文化も同じなのだ。異なる文化をもち、異なる言葉を話す神しん獣じゆうの民たみとは、まったく接せつ点てんがない。ましてや、神獣の民の多くは、レイルズたち漂ひよう流りゆう民みんをダナーンに閉じこめ、神獣王ルーミスの結けつ界かいで封ふうじようと考えている。マリスやガーシュンでさえ、そう言ってるのだから。だが、クリスタニアのことを知ったならば、ダナーンの人間でそれを望む者はきっと少数だろう。

　これでは、両者が争いにならないわけがない。

　結界は破れたままで、修しゆう復ふくする兆きざしさえないのだから、好むと好まないとにかかわらず、両者は交流を持たねばならない。

　ダナーンの民も、いつかはクリスタニア大陸とダナーン半島をつなぐ「道」が存在することに気がつくだろう。

　宰さい相しようマリードは決して愚ぐ鈍どんではない。間違いなく偵てい察さつ隊たいを出すはずだ。

　偵察隊は神獣の民と出会い、おそらくは争いになるだろう。偵察隊が戻もどって、その事実を報告すれば、宰相はすぐにでも遠えん征せい軍ぐんを組織するに違いない。そして、その先頭には、自分の父親である近この衛え騎き士し団だん長ちようラッセルがいるはずだ。

　レイルズの頭のなかに、マリスと父親とが戦う姿が映像となって浮かんだ。

「レイルズ……」

　そのとき、マリスの声が聞こえてきた。

　はっとなって、レイルズは銀ぎん髪ぱつの娘を振り返る。彼女は穏おだやかな笑みを浮かべていた。

　混こん乱らんした心が、噓うそのように平静になった。

「こちらへ、きてくれませんか？」

　女め神がみに命令されたようなもので、レイルズにはその言葉に従う以外の考えは浮かばなかった。

　まるで夢む遊ゆう病びよう者しやのように、ふらふらと彼女の後についてゆく。

　マリスは河か原わらを横切り、森の中へとレイルズを誘さそった。

　何をするつもりだろう、とレイルズはいぶかしく思ったが、彼女の背中に声をかけることはできなかった。その背中には何か強い意思のようなものがうかがえたから。

　森に入って、しばらく進んだところでマリスは、突とつ然ぜん、レイルズを振り返った。

「マリス……」

　マリスはにっこりと微笑ほほえむと、静かに腰に手をやり、ベルト代わりの革かわ紐ひもを解ときはじめた。

　レイルズはあっけにとられ、声をかけることさえできなかった。

　茫ぼう然ぜんとしているレイルズの目の前で、マリスは革かわ鎧よろいをはずすと、真っ赤に染めた服を脱ぬぎすてた。

　銀色の月の光を浴びて、マリスの透すき通るような素す肌はだが幻げん想そう的てきに輝いた。

　マリスは靴くつとズボンをも脱ぬぎ捨てて、一糸まとわぬ姿となった。

「フェネスよ……」

　マリスは祈いのるようにつぶやくと、静かに地面に腰を下ろした。

　両りよう腕うでで膝ひざを抱かかえ、そっと両目を閉じる。

　そのときになって、ようやくレイルズは彼女の意図を悟さとった。

　マリスは変身しようとしているのだ。

　その考えが正しかったことは、すぐに証明された。

　マリスの全身に銀色の獣じゆう毛もうが生えてきたのだ。そして、レイルズが二度まばたきするうちに、マリスの変身は完成した。

　レイルズの目の前には一匹の銀ぎん狼ろうがうずくまっている。

　しばらくのあいだ、マリスは完全に銀狼に変身したまま、レイルズを見上げていた。

　レイルズは、銀狼となったマリスの姿を美しいと思った。マリスが変身していると知っているからではない。銀色の毛皮に包まれた狼おおかみの姿を美しいと思うのだ。銀狼のサージも美しいと思った。

　もし、マリスがガーシュンたちのように獣じゆう人じん化かしていたとしたら、その姿をやはり美しいと思っただろうか？　見み慣なれない姿ゆえに、獣憑きライカンスロープの伝承を知っているがゆえに、やはり不ぶ気き味みだと思ったに違いない。

　しかし──

「獣けものに変身しようと、獣人化しようと、マリスはマリスだよ」

　レイルズは銀狼に向かって声をかけた。

　銀狼はにっこりと微笑ほほえんだように思った。

　マリスは変身を解とき、人間に戻もどった。そして、レイルズの目の前で、衣服をつけはじめた。

　どうやら、神しん獣じゆうの民たみは異性の前で裸はだかになることを禁忌タブーとしていないようだ。もっとも、ハークの村人たちも同じである。若い娘たちも井戸や小川で水浴びをする。王都スパイアーの人間は、そんなことはあるまいが……

「わたしたちは、魔ま物ものではありません。人間です。あなたがたと同じ……」

「それは分かったよ。でも、オレだけが分かったって駄だ目めなんだ。ダナーンの民すベてに分かってもらわないと……」

「わたしはレイルズに魔物と思われなければ、それでかまいません」

　どうやら、マリスはダナーンの住人すべてが神獣の民を理解することはないと思っているようだ。否定することはできないが、彼女がそう考えているというのは残念だと思う。

「マリスは、オレにとって恩おん人じんだ。魔物だなんて思うもんか」

「恩人と思われても、嬉うれしくありませんよ」

「恩おん人じんには違いない。でも、仲間だとも思っている。友達だとも」

　レイルズの言葉を、マリスは笑顔で受け止めた。

「ガーシュンたちにも謝らなければ。化ばけ物もの呼ばわりしてしまって……」

「気にしてはいないでしょう」

　マリスは笑顔で受け合い、

「あの牙ブルーザの部族の戦士は、ずいぶん不ふ思し議ぎな人ですね」

　と続けた。

　それについては、レイルズも同感だった。

　ガーシュンは初対面のときから、驚おどろくほどレイルズに好意的だった。さっき、肩を叩たたいたときも、本気で怒おこった感じではなかった。

　会ってから一日とたっていないが、レイルズはガーシュンに好意を抱いているし、信頼してもいる。おまけに、戦士としても超一流だ。先せん刻こくの戦いぶりなど、見事の一語につきた。

　レイルズも腕うでに自信はあるが、彼と戦ってみて勝てるかどうかは分からない。もっとも、今はだめだ。実力を発揮できるような心理状態ではないから。

「気が合う人間もいれば、気が合わない人間もいる。民族が同じとか、違うとかは関係ない」

　レイルズは心のなかでつぶやいた。

「ダナーンに戻もどりますか？　それとも……」

　マリスが問いかけてくる。

　レイルズはゆっくりと首を横に振った。

「予定は変えない。ガーシュンたちと一いつ緒しよに、獣けものの牙きばの砦とりでに行く」

　もっとこの世界のことを知らなくてはならない、とレイルズは改めて思うのだ。そして、考えなければ、と。

　自分に何ができるか、そして、何をなすべきかを……
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「まったく、毎日、毎日、嫌いやになってくるねぇ」

　河か原わらにどっかりと腰を下ろし、バッソーは汚れた食器を川の流れのなかに、ぽんと投げ捨てた。ぱしゃりという乾かわいた音がして、その木製の皿さらは水のうえで踊おどるように揺ゆれた。

「オレたちは雑用をするために、この世界に来たんじゃないんだぜ」

「じゃあ、何のために来たのさ？」

　ビーンは投げられてきた皿を手に取って、川の水でじゃぶじゃぶと洗いはじめた。

「何のためにって、そりゃあ、神様に選ばれたからじゃねぇか」

　バッソーは答え、河原の上にごろりと横になった。

「どの神に選ばれたのさ？　この世界にいるのは、獣けものの姿をした神様だけなんだけど」

「かわいくねぇガキだな。大人には答えたくねぇこともあるんだ。そこんところが、分かんないようじゃあ……」

「まだまだ、子供っていうの？　そのとおりだから、かまわないけどさ。でも、年と齢しに逃げるのってずるいと思うな。今、すぐ大人になれっこなんてないんだから」

「へへっ、悔くやしいだろ」

　にんまりと勝利の笑みを浮かべた。

「どっちが子供なんだか分からんの」

　シャイロンがあきれた声で言って、衣類がいっぱいにつまった大きな籠かごを抱かかえて、砦とりでの方向に歩きはじめた。

「お褒ほめの言葉と受け取っておくよ」

　バッソーは、寝返りを打つようにして、長年の相あい棒ぼうであるこのドワーフの神しん官かんを振り返った。

　シャイロンの頭ごしに、砦の全景が目に入った。

　傭よう兵へい団だん「獣けものの牙きば」の砦である。テルケト川の東岸に、森を切り開いて建てられた丸太造りの巨大な建物であった。

　正面に西門があり、そこから、橋が川を渡って対岸へと延のびている。

　イスカリア地方を東西に縦断する街道なのだそうだ。

　この街道を西へ行けば、すでにベルディア軍の支配下にある草原地帯に出る。東に行けば、銀ぎん狼ろうの部族最大の集落であるシレーネがあり、さらには森林地帯を抜け、結けつ界かいの神しん獣じゆう王おうルーミスが治める「百の湖と千の沼ぬま」と呼ばれる湖こ沼しよう地帯となっているらしい。

「あれから、もう三か月になるのか……」

　バッソーは、独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

　三か月前、囚とらわれの女王を救いだそうとして王城に忍しのびこみ、バッソーとシャイロンは宰さい相しように追われる身となった。

　辺へん境きようのハークの村に逃れたが、宰相の追つい及きゆうの手はここにも回っていた。

　あげくのはてに、近この衛え騎き士し団だん長ちようの息子むすこレイルズと一いつ緒しよに、神の城じよう壁へきを越えて、〝神々の住まう地〟クリスタニアまで来てしまった。

　運命とはつくづく不ふ思し議ぎなものだ。三か月前には、今の自分の姿など想像もできなかった。

　異民族たちの砦とりでで、雑用に明け暮くれる毎日を送っていようとは……

「バッソー？」

　愛らしい声で名を呼ばれ、バッソーはあわてて飛び起きた。

「サイアじゃねぇか、脅おどろかすない」

「脅かしてなんかいないわよ」

　ハーフエルフの少女は、おかしそうに言った。

「ぼうっとしているあなたが悪いんじゃない。あたしには、足音を忍しのばせたりはできないんだから」

「悪かったな。どうせ、オレは間抜けな盗とう賊ぞくさ」

　撫ぶ然ぜんとした顔で、バッソーはあぐらをかいた。

「ううん、悪くなんてないわ。それどころか、さっきの顔、凛り々りしくて、とても素す敵てきだったわよ。別人かと思っちゃった」

「不ふ覚かくだったな。商売用の顔を見られるとはよ」

　バッソーは思いだしたように、にやけ笑いを浮かべた。

　上じよう品ひんにいえば女性を口く説どく、下げ品ひんにいえば女をたらしこむときにしか見せない顔なのだ。情報を集めるときなど、重ちよう宝ほうしている。もっとも、整いすぎた顔だちなので、なにかと目立つし、盗賊仲間にも馬ば鹿かにされるので、普ふ段だんは作り笑いを浮かべているのだ。

「お金を払えなんて言わないでね」

　サイアはくすりと笑って、バッソーの前にしゃがみこんだ。

「それより、ね、レイルズを見なかった？」

「レイルズ？　そういや、見かけねぇな。兵へい舎しやで武器の手入れをさせられてるんじゃねぇか？」

「ううん、兵舎は覗のぞいてみたの」

「なら、心当たりはねぇなあ。この世界に来てから、ずいぶん悩んでいるみたいだしなぁ。ま、若いって証しよう拠こだろうな……」

「また、年と齢しのせいにしている」

　唐とう突とつに、ビーンが声をかけてきた。

「こだわる奴やつだなぁ。子供らしくねぇぞ」

　バッソーはビーンを振り返り、ぶつぶつと文もん句くを言った。食器はすべて洗い終わったらしく、食器の入った木き桶おけを右手に下げている。

「大人でも、子供でもない僕ぼくって何？」

　ビーンはおどけたように言ってから、サイアに向き直った。

「レイルズなら、たぶん兵へい舎しやの裏庭じゃないかな。最近、剣けんの稽けい古こをはじめたみたいだから」

「剣の稽古を？」

　サイアはすこしびっくりした。

　マリスの集落が襲しゆう撃げきされたとき、サイアたちはバッソーとシャイロンとに守られて、いちはやく脱だつ出しゆつした。レイルズは集落に残り、襲撃してきたベルディア軍と戦った。

　そこで、どんなことがあったか知らない。尋たずねても、言葉を濁にごすばかりで語ろうとはしない。

　ただ分かっていることは、レイルズがはっきりと変わったということだ。

　以前より無口になったし、なんとなく頼りなげにうつる。もともと自信の塊かたまりみたいな人間だっただけにその豹ひよう変へんぶりには戸惑とまどいを覚える。

　勇ゆう者しやや英雄と呼ばれるような戦士になる──

　以前はそのことしか頭になくて、危なっかしい感じがしたものだ。だが、レイルズは口先だけの男ではない。

　剣が持てる年と齢しになるとすぐに稽古をはじめ、毎日、欠かしたことはなかった。サイアよりふたつも若いというのに、ハークの村でレイルズに勝てる大人は、ただのひとりもいないのだ。

「稽古をはじめたというのは、元気になった証しよう拠こかしらね」

　サイアは心のなかでつぶやいた。

　あの夜以来、レイルズが剣の訓くん練れんをしているのを、一度も見たことがなかった。獣けものの牙きばの戦士たちが戦いに出かけてゆくのにも、ついてゆくとは言わなかった。

　元気になったのは嬉うれしいが、不安な気持ちもあった。

　獣の牙の砦とりでに滞たい在ざいしてから、いったい何人の戦士たちが帰らぬ人となっただろう。それが戦いくさというものだ。

　レイルズには、戦いに出てほしくないと心の底では願っている。

　ダナーンとクリスタニアとを結ぶ「道」のうえで、レイルズを待っていたときの胸が張り裂さけそうな気持ちは、二度と味わいたくない。あの夜は、ついに一いつ睡すいもできなかったのだ。

　レイルズをクリスタニアヘ誘さそったのは、他ほかならぬ自分だという意識もある。

　幼い頃ころから憧あこがれてきた世界だからというだけではなく、サイアにはクリスタニアに来なければならない理由があったからだ。

　自分の養よう父ふであり、魔ま術じゆつの導どう師しであるブライアン老師。その実の息子むすこであるナーセルが、十年前に、このクリスタニアに旅立ち、そして帰ってきていない。

　口にこそ出さないが、ブライアン老ろう師しが彼のことを心配しているのが、サイアには痛いほど分かるのだ。

　分かっていることは、もうひとつある。血の繫つながりのない自分では、ナーセルの代わりにはなれないということ……

　だから、決意したのだ。クリスタニアヘ登ろうと、そしてナーセルを探しだそうと。

　レイルズには、そのことをまだ伝えていない。伝えれば、怒おこってダナーンに帰ると言いだすかもしれないから。

　もしかしたら、自分の目的のため、レイルズを利用しているのではないかとも思う。幼なじみだからと甘あまえ、彼に守ってもらおうとしている。

　レイルズの強さは知っている。だが、彼は自分よりふたつ年下なのである。本来なら、彼女のほうが守ってあげなければならないのだ。

「もっと、強くならなきゃ」

　サイアは、そっと声に出した。

「そうだよね」

　独ひとり言ごとだったのに返事があり、サイアはびっくりして顔をあげた。

　ビーンが、不ふ思し議ぎそうに顔を覗のぞきこんでいた。

「もっと、強くなってもらわないと、今のままじゃあ危なっかしくてしかたないよ」

「レイルズのこと？」

「そうだよ。違った？」

「ううん、違わないわ……」

　サイアはビーンに微ほほ笑えみかけた。

「レイルズには、強くなってもらわなきゃ。でも、あたしたちだってがんばらなければならないのよ」




　　　　２




　レイルズはマリスから譲ゆずられた銀製の剣けんを手にし、荒あらい息を吐はいていた。

　千人あまりの傭よう兵へいたちが寝ね泊とまりしている兵へい舎しやの裏庭である。太陽は川向こうの森の樹木に隠かくれ、あたりは夕ゆう闇やみに迫せまっていた。

　全身、汗あせにまみれ、下着がべっとりと肌はだに張りついている。不快に感じて当然なのだが、今はそれが気持ちよいとさえ思う。

　久しぶりに、気分が高こう揚ようしていた。

　獣けものの牙きばの砦とりでに滞たい在ざいしてから、すでに三か月が過ぎていた。

　傭兵たちには、失われた大地からやってきた大白鳥の民だと紹しよう介かいされている。言葉が使えないのは、数百年もの隔かく絶ぜつのあいだに言葉が変わったからだ、と苦しい説明をしていた。

　獣けものの牙きばの猛も者さたちは、彼の説明を完全に信じたわけではなさそうだが、とりあえずレイルズたちを、仲間として受け入れてくれた。

　ガーシュンの話によれば、獣の牙にはわけありの人間が他ほかにもいるのだそうだ。

　神しん獣じゆうアルケナに従う「影かげの部族」の魔ま術じゆつ師しイサリもそのうちのひとりだし、ターニルも自らの過去を秘密にしている。素す性じようをまったく明かさない者もいれば、集落から追つい放ほう同どう然ぜんの身となって流れてきた者もいるとのことだ。

　獣の牙が義ぎ勇ゆう兵へい団だんではなく、傭よう兵へい団だんと呼ばれている理由が、レイルズにはなんとなく分かったような気がした。

　今では、レイルズも傭兵たちと話が通じるようになっている。

　自然とそうなったのではなく、努力の結果だった。周囲の会話に耳を傾け、時間を見つけては、マリスに会話の手ほどきを受けた。

　幸いだったのは、クリスタニアの言葉も、ダナーンの言葉も、神話時代に神から授けられたものであり、語源が同じであったことだ。ダナーンの言葉は時代とともにずいぶん変わってきたが、クリスタニアの言葉は、神話時代からほとんど変わっていないらしい。そのおかげで、発音や文法などダナーンの言葉と共通するところが多く、単語を覚えただけでも片かた言ことで話ができるのだ。

　仲間のなかで、いちばん上達が早かったのは、やはりサイアだった。

　彼女が優秀な魔術師見習いなのは知っていたが、たったの一か月でクリスタニア言葉をマスターしてしまったのには、正直言って驚おどろいた。マリスの評価によれば、サイアは獣の牙の戦士よりも正確にクリスタニア言葉を使っているとのことだ。

　もっとも、言葉が通じるようになったからといって、良いことばかりではない。言葉が通じて以後、レイルズたちは忙いそがしく働かされている。周辺の村をまわって食料を分けてもらってきたり、砦とりでの中の雑用をしたりだ。ベルディア軍に集落を追われた女性や子供たちと同じ扱いだが、レイルズたちが不満を言えるはずはなかった。

　この三か月のあいだに、レイルズはいろんなことを知った。

　もっとも驚いたのは、「獣の牙」の傭兵たちの無む秩ちつ序じよぶりである。

　階級が決まってないも、同然なのだ。

　団長以外には、百人隊長という階級があるだけ。しかも、百人隊長の下に戦士たちが配属されているかというとそうではない。百人隊長は百人の戦士を束たばねる者ではなく、百人の敵を倒した戦士に与えられる尊そん称しようであるらしい。

　敵の侵しん攻こうの知らせを受けると、百人隊長は手の空あいている戦士を集めて、砦を飛びだしてゆく。そのとき、他の百人隊長に声をかけ、連れてゆくときもある。

　百人隊長がすべて出払うことも珍めずらしくはない。百人隊長がいないときに、別の襲しゆう撃げきがあったり、砦を奇き襲しゆうされたりすれば、組織的な戦いができるとはとても思えないのだが、誰だれもそんなことを危き惧ぐする者はいない。

「戦力はあるが、戦せん略りやくも戦せん術じゆつもあったものではない」

　それが、レイルズの感想だった。

　組織化すれば、獣けものの牙きばは十倍も二十倍も、強力な軍団となるはずだった。

　レイルズは、一度だけガーシュンにそのことを指摘したが、関心なさそうな反はん応のうしか返ってこなかった。

「オレたちには、オレたちなりの戦い方があるからなぁ」

　そう言っただけだ。

　納なつ得とくすることはできなかったが、レイルズが口出しできる問題ではない。

　今の彼の立場は、砦とりでの雑用係にすぎないのだ。

　この砦ではっきりと序じよ列れつがあるとすれば、戦士とそうでない者の関係においてだ。

　戦いの神しん獣じゆう王おうブルーザの従者である「牙ブルーザの部族」の掟おきてを倣ならっているらしい。牙の部族の戦士は、戦うこと以外のすべての労役から解放されているのだ。命懸いのちがけで戦うことの見返りとして、十分すぎるのか不足しているのかは分からなかったが……

　分かったことは、自分がやはり生まれついての戦士だということだ。雑用をこなしているだけでは、不満がつのってくる。

　戦いに赴おもむく傭よう兵へいたちを見ていると、砦の中でじっとしていられなくなる。彼らが命懸けで戦っているというのに、戦士である自分が砦の中で安あん穏のんとしていてよいものか、と焦しよう燥そう感かんを覚えるのだ。

　最近になって、手空きのときを狙ねらい、剣けんの稽けい古こを始めるようになった。

　昔むかしからの日課だが、二か月以上も休んでいたので、再開した日には全身の筋肉が悲ひ鳴めいをあげ、夜、寝られなくなるときもあった。

　剣が身体からだになじんできたな、と思ったのは昨日のことだ。

　今日は、剣も身体も、噓うそのように軽く感じられる。

　何百回も素す振ぶりを行い、型の練習を繰くり返した。

　そうしていると、気分が高こう揚ようしてくるのだ。

　だが、ふと我に返って、思うときもある。これが人を殺す訓くん練れんであることを。

　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルに斬きられ、「死」というものをはじめて自分自身のものとして意識したとき、レイルズの心は恐きよう怖ふに震ふるえた。勇気を失い、安全な場所に逃げこむことしか考えられなくなった。

　もし、マリスがいなかったら、今いま頃ごろは王都スパイアーにある父の屋や敷しきで、毛布にくるまったまま身動きできないでいただろう。彼女に叱しつ咤たされ、励はげまされ、レイルズは最後の勇気を振り絞しぼって死の恐怖と戦った。

　今では、それは克こく服ふくできたと思う。夜、眠れなくなるようなことはなくなったし、悪あく夢むを見て飛び起きることもなくなった。

　だが、もうひとつ別の考えに、レイルズは思い至ったのだ。

　命の尊さである。

　死と直面してはじめて、それを知るというが、レイルズもまさにその通りだった。

　自ら死を望む者などいるわけがない。誰だれもが死にたくないと思っているはずなのだ。

　戦いとは、そして、戦士とは他人の命を奪うばうことを運命づけられている。たとえ、それが自らの身を守るためであっても、だ。

　手心を言えば、

「もう、誰も傷つけたくない」

　のである。

　そのためには、戦士であることを捨てるしかない。

　しかし、レイルズひとりが戦士であることを放ほう棄きしても、戦いくさが終わるわけではないのだ。

「なぜ、自分が死ぬのが怖こわくないのだ。なぜ、他人を傷つけて平気でいられるのだ」

　レイルズは思う。

　思ってすぐに、自じ嘲ちよう的てきに笑った。

「こんなことを考えているのは、この砦とりでのなかでオレひとりだろうな」

　なによりも、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくはそんな考えとは無む縁えんの男である。

　自らの考えに答えを出すためにも、グレイルに負けるわけにはいかないのである。

　そのために、剣けんの修しゆう練れんはつもう、とレイルズは自らに言い聞かせた。

　あの男を倒さないかぎり、一生、逃げつづける人生を送らねばならないのだから。

　レイルズは剣を上段に振りかぶり、気き合あいの声とともに鋭するどく切り下ろした。あたかも、自分の目の前に剣の牙の公爵グレイルがいるように。




　兵へい舎しやの二階の窓から、ふたりの男が自分を見下ろしているとは、もちろん、レイルズは気づいていなかった。

　ひとりは、立派な髭ひげをたくわえた男だった。

　傭よう兵へい団だん「獣けものの牙きば」の団長で、名をオルゲンスという。

　もうひとりは、ガーシュン。十人いる百人隊長のひとりだ。

「十年前の六人も気のいい奴やつらだったが、今度の連中もおもしろいぞ。半人前ばかりだが、まっすぐな心をしている」

　ガーシュンは、熱心にレイルズを見ている団長に声をかけた。

「そうらしいな」

　オルゲンスは顎あごに手をやり、自じ慢まんの髭を整えた。頰ほおから顎あごまで長く伸のびた金色の髭から、目見ただけで、彼が承しよう認にん者しやディレーオンに従う「鬣たてがみの部族」の者だということが分かる。

　同じ鬣たてがみの部族の戦士カーリオに言わせれば、

「獣じゆう人じん化かする前のほうが、獅し子しに似ている」

　となる。

「彼らの正しよう体たいを、他の傭よう兵へいたちは？」

「薄うす々うすは気づいているだろうよ。だが、面と向かって文もん句くを言う奴やつはいねぇ。カーリオとオレが睨にらみをきかせているからよ。それに、五人とも真ま面じ目めに慟いているしな。あのエルフの嬢じようちゃんなんか、愛あい嬌きようがあってけっこう人気があるぜ」

　ガーシュンはサイアのことを、まだエルフだと思っている。ハーフエルフの存在を知らないのだから、当然なのだが。

「で、どうするつもりだ？」

　オルゲンスの問いに、ガーシュンは首をひねった。

「さあな、そいつは分からねぇ。だが、十年前の六人のような思いだけはさせたくねぇな。大だい蛇じやの民たみや封ふう印いんの民たみからは、守ってやるさ。あとは、あいつらしだいさ……」

　ガーシュンは夜空を見上げ、遠い過去を振り返った。

　十年前にも、失われた大地からやってきたという六人の若者たちが、「獣けものの牙きば」の砦とりでを訪れたことがあったのだ。

　そのとき、砦はもっと西にあったし、ガーシュン自身は入団したての新しん米まいだった。オルゲンスも同じ時期に入団したのだが、獣の牙の団長には伝統的に鬣の部族の者が就つく決まりがあったので、彼は次代の団長だと目されていた。

　六入の若者は、獣の牙に協力を求めてきた。大白鳥の部族の正統な族長が幽ゆう閉へいされている。救いだすために、援えん軍ぐんを出してほしい、と。

　だが、神王が降こう臨りんし、ベルディアの大だい侵しん攻こうがはじまったときで、もちろん、そんな余よ裕ゆうなどあるはずがなかった。

　失望しつつ、若者たちは砦を後にした。その後、彼らは結けつ界かいを破った者として大蛇の部族の戦士たちに追われ、外界からやってきた混こん沌とんとして封ふう印いんの部族の戦士たちに追われた。

　どんな戦いがあったのかは、噂うわさでしか知らない。追おつ手ては全ぜん滅めつし、六入の若者たちも仲間をひとり失ったそうだ。残された五人の思いは、いかばかりであったろうか？

　それからの彼らの行動は、まったく知られていない。

　ただ、数年前にラブラドル大だい地ち境きようを支配する真しん紅くの蟻ぎ帝ていことクロイセの部族に、ひとりの戦士が姿を現した。その戦士は、クロイセに従う真紅の部族を強力な軍事国家に変革し、自ら皇こう帝ていと名な乗のっている。その皇帝が大白鳥の部族の戦士であるとの噂を、最近になって聞いた。

　噂の真しん偽ぎは分からない。もし、噂が本当ならば、あの若者たちのひとり、おそらくはレードンという名の戦士だろう。

　ガーシュンとオルゲンスは、わずかなあいだではあったが、彼ら六人と行動をともにした。そして、一言でいえば、意い気き投とう合ごうしたのである。

　若かったからこそ、異民族である彼らのことを受け入れられたのだと思う。いずれは別れる運命にあっても、それまでは良き友人でいようと、誓ちかい合ったものだ。

「アデリシアとかいったっけな。あれは、いい女だった」

　深いため息とともに、ガーシュンはつぶやいた。

「誰だれがいい女だって？　あの銀ぎん髪ぱつの娘が、か」

　そのオルゲンスの言葉で気がついた。

　剣けんの鍛たん練れんを続けているレイルズのところへ、銀色の髪かみの娘が手て拭ぬぐいと飲み物を持って姿を現したのだ。

　レイルズはそのふたつを笑顔で受け取った。飲み物は一気に飲のみ干ほし、それから服を脱ぬいで、上半身裸はだかになると、流れでる汗あせを手拭てぬぐいでふいた。

「あれも、いい女だ」

　ガーシュンは、笑いながら言った。

　オルゲンスはあきれた顔で、おまえの目には誰だっていい女に映っているのじゃないか、と言い返した。

「まあ、似たようなもんだ」

　ガーシュンはにやりと笑い、それからすぐに真ま顔がおになった。

「ところで、団長よ。変な質問をさせてもらうが、オレたちはいったい何のために戦っているんだ？」

「……おまえの口から、そんな言葉が洩もれるとは思わなかったな。戦いの神しん獣じゆう王おうブルーザに従う獣人ビーストマスターから」

「オレたちだって、何も考えずに戦っているわけじゃねぇぞ」

　むっとした顔で、ガーシュンは団長を睨にらむ。

「オレたちにとっちゃあ、怠なまけることがいちばんの楽しみなんだ。戦士が怠けるには、平和にならなくちゃならねぇ。ところでよ、その平和は古い秩ちつ序じよを回復することで築けるのかい？　周期が復ふつ活かつすれば、世の中がうまくゆくのかい？」

「オレに尋たずねるな。オレたちは、意見を述べない。自らの意見を述べたら、他人の意見を公平に判断できなくなるからな。もっとも、承しよう認にんに値あたいする意見を見つけたなら、いつでもオレに言ってくれ。そのときは、全力を尽つくして協力してやるよ」

　そのときは頼む、とガーシュンは答えた。

「とりあえずは、あの男を試してみるとしよう。あの新しい漂ひよう流りゆう民みん──新しき民の迷える戦士をよ」

　オルゲンスはどうやってとは問わなかった。

　牙ブルーザの部族の戦士が試すといえば、その手段はひとつしかなかったからだ。
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　ベルディアの妖よう魔まがやってきたとの知らせが入ったのは、次の日の午後だった。

　砦とりで近くの銀ぎん狼ろうの部族の集落を、集しゆう団だんで襲ったのだ。集落の男たちは勇ゆう敢かんに立ち向かい、この妖魔の軍勢を撃げき退たいした。

　逃げる妖魔を追つい撃げきしてくれとの、依い頼らいがあったのだ。妖魔の数はおよそ三十。

「オレが出る」

　その知らせを聞いたとき、ガーシュンは大声で叫んだ。

「妖魔が三十匹だぜ、あんたが出るほどじゃない」

　誰だれかが叫んだが、ガーシュンはおおげさに首を振った。

「十人ばかり連れてゆくぞ。おまえと、おまえと……」

　怒ど鳴なりながら、ガーシュンは傭よう兵へいたちの頭をぽんぽんと叩たたいていった。

「そしてレイルズ、おまえだ……」

　頭を叩かれて、レイルズはぽかんと口を開けた。まさか、自分が呼ばれるとは思ってもいなかった。

　彼が兵へい舎しやにいたのは、傭兵たちの武ぶ具ぐの手入れをしてやるためで、この仕事では、レイルズは評判がいい。子供の頃ころからいろんな武器、鎧よろいを触さわってきたおかげだ。戦いでくたびれた傭兵たちの武器、鎧を砥と石いしと研とぎ油、錆さび落おとしで修理してやる。

「早く鎧を着ろ。武器と楯たてを持て」

　啞あ然ぜんとしているレイルズの耳元でガーシュンは繰くり返した。

「おもしろい、大白鳥の兄弟が出るぞ！」

　そんな声が遠くから聞こえてきたような気がした。

「奴やつが出るならオレも……」

　ひとりの若者が、あわてて飛びだしてきた。

「それなら、オレだって」

　もうひとりが武器をかざしながら、前に出てきた。

　誰だろうと怪け訝げんに思って、レイルズは振り返った。

　ふたりともよく知っている顔だった。名前はディルとフレド。大陸西部のフィンガル地方に勢力をもつ大おお鹿じかの神しん獣じゆうラフォンテールに従う部族の戦士で、レイルズたちと同じ時期に、この砦にやってきた。

　新顔同士でもあり、年齢も近かったので、レイルズは彼らと親しくしていた。一いつ緒しよに食事もするし、彼らの手て柄がら話ばなしを聞いてやったりした。今も、彼らの武器を手入れしてやっていたところだ。武器の傷いたみ具合を見ただけでも分かるのだが、ふたりの戦士としての腕うで前まえは、たいしたものではない。

　だが、実戦を積んでゆけば、もちろん、一流の戦士となるはずだ。それまでに、命を落とさないことを願うばかりだ。

「心配するなよ。オレたちがおまえを守ってやるよ」

　フレドが、自信満まん々まんに言った。

「ゴブリンなんか、何匹いたって恐おそれることはない」

　と、ディル。

　レイルズはガーシュンの真意を確かめるように、彼の表情をうかがった。

「ここには、遊ばしていられる男はいねぇんだよ」

　その言葉でレイルズの心は決まった。

「分かった……」

　レイルズはぎこちなくうなずいた。

　これが初うい陣じんではないが、レイルズはバッソーと戦ったときよりも緊きん張ちようしていた。

「あのときのオレは、恐れも何も知らなかった」

　レイルズは心のなかでつぶやき、ちらりとディルとフレドのふたりに目を向けた。

　今の彼は、死の恐れを知り、命の尊さも知っている。

「はたして、戦うことができるだろうか？」

　レイルズはさらに自問する。

　その答えを出すためにも、今は出撃するべきなのだ。




　獣けものの牙きばの砦とりでに来てから、マリスは一度も戦いに出たことはなかった。

　自分の集落の民を、他の集落に身を寄せるよう説せつ得とくすることで手て一いつ杯ぱいだったからだ。血けつ縁えん者しやがいる者はその集落を頼らせたし、血縁者がいない者はシレーネの大集落に行くことを勧すすめた。シレーネの族長宛あての手紙をしたため、持ち出すことができた村の財産は残らず分け与えた。

　生き残った戦士たちのほとんどは、「獣の牙」に加わることを誓ちかった。彼らは皆みな、家族や隣りん人じんを殺された恨うらみに燃えており、その復ふく讐しゆうを誓っていた。

「復讐は、支配の神しん獣じゆう王おうの司つかさどるもの。わたしたちは、クリスタニアの秩ちつ序じよの回復と平和のために戦うべきです」

　マリスは彼らにそう説いたが、納なつ得とくはされなかったろうと思う。

　ガーシュンが十人あまりの戦士を引き連れ、砦の西門に走ってゆくのを見たとき、マリスは同じ銀ぎん髪ぱつの者のターニルと並んで兵へい舎しやに向かっているところだった。

　ターニルは、十人いる百人隊長のひとりである。戦士としての力量は高く評価されているが、親しくしている傭よう兵へい仲間はひとりもいない。いつも不ふ機き嫌げんに黙だまりこんでいるから、誰だれも話しかけようとしないのだ。豪ごう放ほうなガーシュンだけが、彼に気軽に声をかける唯ゆい一いつの人間だが、話しかけられても無ぶ愛あい想そうに応じるだけである。

　そんなターニルを見て、マリスは暗くらい気持ちになった。

　無ぶ愛あい想そうなのは昔むかしからだが、今ほどひどくはなかった。マリスが笑いかければ、不ぶ器き用ような笑顔で応じてくれたし、口数こそ少なかったがターニルの言葉には若々しい強さと粗あら削けずりな優やさしさが感じられた。

　マリスはターニルに男性を感じ、それゆえ将来の伴はん侶りよとなることも承しよう知ちしたのだ。

　レイルズをのぞけば、銀ぎん髪ぱつの者であるとの理由だけで、自分のことを特別視しない唯ゆい一いつの異性だったから。

　マリスは昔のターニルを知る者として、彼が心を開いてくれるよう機会があるごとに話しかけている。だが、いつも最低限の受け答えしかかえってこない。それも、いかにも面めん倒どうそうな口く調ちようで。

　今も、そうだった。

　マリスはシレーネの大集会のときの思い出話をさかんにするのだが、気のない相あい槌づちが返ってくるばかりだった。煩わずらわわしいと思うなら、追い払えばよさそうなものだが、それさえも面倒だと考えている感じなのだ。

　マリスのほうが根こん負まけけして、何を話しかければいいのか分からなくなったとき、ガーシュンたちが出しゆつ撃げきする姿が目に入ったのだ。

「ガーシュンが出るのか……」

　ターニルはひとりごとのようにつぶやくと、しばしの思し案あんののちに駆かけだした。

　マリスはあきれたようにターニルの背中を見送った。自分の言葉には関心を示さなかったのに、出撃するガーシュンを見て反はん応のうするとは、いささか屈くつ辱じよく的てきではあった。

　兵へい舎しやに戻もどろうと、マリスがふたたび歩きだしたときだ。

　目指す建物の扉とびらを開けて、ひとりの少女が飛びだしてきた。

　ハーフエルフのサイアだった。ずいぶんあわてた様子で、周囲を見回している。

　その手には魔ま術じゆつ師しの杖つえが握にぎられていた。

　サイアのただならぬ様子に不安を覚え、マリスは彼女のもとに駆けよった。

「何かあったのですか？」

　マリスに声をかけられ、振り向いたサイアの顔は、今にも泣きだしそうであった。

「レイルズが行ったの！」

　サイアは興こう奮ふんした声で言った。

「行ったって、どこにですか？」

「戦いによ！　ガーシュンが連れていったの」

「ガーシュンが……」

　マリスは西門を振り返り、分ぶ厚あつい木製の門がまだ開けられたままでいるのを見てとった。

「レイルズを助けなきゃ。彼らがどっちに行ったのか教えて」

「落ち着いて、サイア」

　マリスは彼女の両肩に手を置いて、安心させるように微ほほ笑えんだ。

「レイルズなら大だい丈じよう夫ぶ。きっと帰ってきます。ですが、あなたが出てはいけません。戦いくさには慣なれていないのですから。ついてゆけば、レイルズの心が乱れるでしょう」

　サイアは目に涙をためたままで、じっとマリスを見つめてきた。

　大丈夫と繰くり返して、マリスはうなずきかえした。

「分かったわ……」

　サイアはうつむきかげんに、ぽつりと言った。

　マリスは彼女の肩を抱くようにして、兵舎へいしやへと誘さそった。

「わたしたちは、ここで待っていましょう。あの人を信じて……」
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　激はげしい音が、響きわたる。

　金属同士がぶつかりあう甲かん高だかい音だ。何十人もの鍛か冶じ屋やが、ひとつの仕事場に集まって鎚かなづちを振るっているような、そんなけたたましさだった。

　金属の悲ひ鳴めいに、絶ぜつ叫きようや怒ど号ごうが重なりあってゆく。身の毛もよだつような不ふ協きよう和わ音おんだ。

　これが戦なのだ、とレイルズはあらためて心に刻みつける。

　きらびやかな衣い裳しように身を包んだ吟ぎん遊ゆう詩し人じんが英雄物語のなかで謳うたう勇ゆう壮そうで華か麗れいな戦などは、この世界のどこにも存在しない。

　耳を押さえたくなるような断だん末まつ魔まの悲鳴と憎ぞう悪おに満ちた叫び声、そして血の臭におい。それこそが、戦の真の姿である。

　レイルズは目の前が真まっ暗くらになる思いで、剣けんを握にぎりしめていた。

　戦いに対する嫌けん悪お感かんがこみあげ、やめてくれ、と叫びだしたくなる。だが、叫んだとて、誰だれも戦をやめようとはしないだろう。

　レイルズは、それも知っている。

　戦いを終わらせるには、この剣を振るい、敵を全ぜん滅めつさせねばならないのだ。

　その敵は王ロードに率ひきいられたゴブリンの一団だった。その数は五十ばかり。クリスタニア大陸の征せい服ふくを目指している神王バルバスの先兵だ。

　味方は、クリスタニア各地から集まってきた神しん獣じゆうの民たみの戦士で結成されている傭よう兵へい団だん「獣けものの牙きば」の戦士たち。十人あまりの人数で、ゴブリンたちに戦をしかけた。

　部族単位、集落単位で戦うことの多い神獣の民のなかにあって、「獣の牙」は異い端たんの軍団だった。彼らはベルディアの侵しん略りやくと戦う銀ぎん狼ろうの部族など神獣の民を助けるため、遠い地方から武器だけを携たずさえやってきたのだ。そして、毎日の食事だけを報ほう酬しゆうとして、命いのち懸がけで戦っている。もっとも、その歴史は長く、すでに二百年を越えているという。ベルディアの民がクリスタニア大陸へ侵しん攻こうをはじめたときに結成されたのだ。

　彼らのうちの何人かは、顔や腕うでを獣けもののそれに変えていた。

　獣人化バーシヤル・ビーストという神しん獣じゆうの民たみの戦士たちに与えられた能力である。

　猪いのししの顔をした者もいれば、獅し子しの鬣たてがみを振り乱す者もいる。獣ばかりではない。鳥や昆虫の顔を持つ戦士たちさえいる。まるで、獣憑きライカンスロープの呪のろいにかかった者たちの集団のようだ。

　だが、彼らは狼男ワーウルフのように、狂きよう気きに犯おかされているわけではない。その戦いぶりは勇ゆう敢かんではあっても無む謀ぼうではない。普ふ段だんは理知的であり、普通の人間と変わらない。彼らの神が獣に身体からだを封ふうじ神獣となったように、彼らもまた獣の身体に姿を変えることで、その獣の能力を自らのものとしているのだ。それは魔ま法ほうにも似た力である。

　レイルズは戦場に立ちながら、ほとんど一歩も動けないでいた。

　恐きよう怖ふもある。目の前では、凄せい惨さんな戦いが繰くり広げられているのだから。だが、危き惧ぐしたとおり、敵を倒すことがどうしてもためらわれてしまう。

　相手は邪じや悪あくで醜しゆう悪あくな妖よう魔まである。至し高こう神しんファリスの教えに従うならば、妖魔を殺すことは正義だ。だが、レイルズは神の教えだからといって、そのまま受け止めるつもりはない。神は人間に生き方をしめす。だが、神の教えをそのまま実行するだけの人間になってはならないと思う。人間には理性があるのだから。教えを乞こうのはいい。だが、その教えを自らの理性によって、判断し、選せん択たくしなければならないはずだ。

　人間の命だけが尊く、妖魔の命がそうでないとは誰だれが決められるのだろう。

　そんな疑ぎ問もんを考えているのは、この戦場においてはレイルズひとりなのに違いない。異常な状況においては正常な思考をすることは、かえって異常なのだ。

　戦いは、味み方かたが優ゆう勢せいだった。敵の数は多い。だが、獣けものの牙きばの傭よう兵へいたちは、ほとんどの者が手て練だれの戦士であった。

「レイルズ！　何、突っ立ってるんだ」

　誰かがあげた警けい告こくの声で、レイルズは我に返った。

　あわてて周囲を見回すと、一匹のゴブリンがレイルズを相手と定めて迫せまりつつあった。それも、ただのゴブリンではない。他のゴブリンの倍ぐらいはあろうかというゴブリンの王ロードだった。

「なぜ、オレのところにくる！」

　心のなかで叫びつつ、レイルズは剣けんを構かまえた。

　殺したくはない。しかし、殺されるわけにはいかないのだ。

　詭き弁べんだと知りつつ、レイルズは自分をそう納なつ得とくさせる。そのときには、ゴブリンロードはあと五歩のところまでやってきていた。

　と、目の前に別の影かげが飛びこんできた。まるでレイルズを庇かばおうとするかのように、両手を広げ、ゴブリンロードの前にたちはだかる。

　ゴブリンロードは立ち止まり、威い嚇かくするように牙をむきだした。

「こいつはオレに任せな。大白鳥の兄弟」

「フレド！」

　助けにきたのは、フレドだった。そういえば、出撃するときに、彼はレイルズを守ってやると言ってくれた。しかし──

「やめるんだ。そいつはただのゴブリンじゃない！」

「見れば分かるさ。ちょっとは手ごたえがありそうだからな。おまえには荷には重いだろう」

　そして、フレドは自分を奮ふるい立たせるように、こいつで五匹目だ、とつぶやいた。

　フレドを下がらせるべきなのかどうか、レイルズは迷った。それは、彼の誇ほこりを傷つけることになるだろう。

　と、そのとき、別の方向から二匹のゴブリンが突進してきた。

　フレドも、そのゴブリンに気がついた。

「そいつらはまかせた。初うい陣じんのおまえには、ちょうどいい相手だ」

　選せん択たくの余よ地ちはない。レイルズは心を決めた。二匹のゴブリンを相手に定め、迎え撃つ態勢をとった。

　レイルズが武器を構かまえたとたん、ゴブリンは本能的に危険を悟さとったものか、申し合わせたように急停止した。そして、レイルズが強いか弱いか確かめようとするように、なめまわすような視線を向けてくる。
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　レイルズは剣けんを振り上げて、足を踏ふみ鳴らすように一歩、前に出た。

　びくっとして、ゴブリンは浮き足立つ。

「逃げるのなら逃げろ。そして、二度とオレの前に出てくるな」

　レイルズは心でつぶやくと、さらに一歩、踏みだした。だが、レイルズの願いに反し、恐きよう怖ふのあまり自じ暴ぼう自じ棄きになったものか、ゴブリンどもは小剣シヨートソードを振りかざして襲おそいかかってきた。

　どこを狙ねらっているのかも分からないし、連れん係けいもとれていない攻撃だった。レイルズはやすやすと二匹の攻撃をかわした。

　かわしざま、一匹の首を麦むぎの穂ほを刈かり取るように刎はねとばす。悲ひ鳴めいをあげる暇ひまもなく、ゴブリンは絶ぜつ命めいした。

　仲間が一いつ瞬しゆんのうちに殺されたことに、もう一匹は恐きよう慌こうをきたしたらしい。レイルズの目の前で、背中を見せて逃げだした。

　剣を一振りすれば、難なく討うちとることができただろう。

　だが、レイルズはやめておくことにした。殺すまでもない、相手はもはや戦意を失っているのだから。

　そのとき、レイルズの背後で断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようがあがった。

　レイルズははっとなって、声の方を振り向いた。

　レイルズの視界のなかにフレドの背中が飛びこんだ。その背中から、真っ赤なものが突きでていた。

　ゴブリンロードが手にしている剣の先せん端たんであった。剣は正確に、フレドの心臓を貫つらぬいている。

「フレド！」

　レイルズは声をかぎりに叫んだ。後こう悔かいの念が湧わきあがってくる。しかし、もはや手て後おくれだった。フレドを助けることは、もはや誰だれにもできない。癒いやしの能力を持つ、マリスでさえ。

　レイルズは怒いかりのために、全身が震ふるえるのを感じた。

　剣を振りあげ、ゴブリンロードに向かってゆく。

　残ざん忍にんに唇くちびるを歪ゆがめながら、ゴブリンロードはフレドの身体からだから剣を引き抜く。すでに力を失っていたフレドの身体は、地面にうつ伏ぶせに倒れこんだ。

「覚かく悟ごしろ！」

　自分がダナーンの言葉で叫んだことにも、レイルズは気がついていなかった。

　ゴブリンロードは怯ひるみもせず、剣を構かまえる。

　レイルズは何の小こ細ざい工くも使わなかった。上段に振りあげた剣を、渾こん身しんの力を込めてただ振り下ろした。

　ゴブリンロードはその攻撃を剣で受け止めようとした。

　金属と金属とがぶつかる甲かん高だかい音が響き、激はげしく火花が飛び散った。飛び散ったのは火花ばかりではない。フレドの血で赤く染まったままの剣もふたつに折れ、剣先がくるくると回転しながら宙を舞まっていた。

　マリスから預っている銀製の剣けんは、ゴブリンロードの肩から胸のあたりまでをざっくりと切り裂さいていた。

　それは、レイルズが剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくから受けたのと同じ傷だった。だが、もう少し深く届いているだろう。

　噴ふきあがる血の量と勢いから、レイルズは相手の心臓を断たち割ったのを確信した。右手には肉を裂き、骨を断った感かん触しよくが生なま々なましく残っている。

　ゴブリンの返り血にまみれながら、レイルズは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。そのあいだに、ゴブリンロードはフレドの上に折り重なるように倒れた。

「終わったぞ」

　背後から肩を叩たたかれて、レイルズはぼんやりと振り返った。

　ガーシュンだった。

「フレドが……」

　レイルズはゴブリンロードの下した敷じきになっている枝えだ角つのの部族の若者の骸むくろを示した。

　ガーシュンは不ふ機き嫌げんな顔でうなずいた。

「こいつだけじゃねぇ。他ほかにも、ふたり死んじまった。知らせで聞いたのより数が多かったからな。もうすこし連れてくるんだった。ターニルがいなけりゃ、もっと死んでいたろう」

「フレドを弔とむらってやらなければ」

「そのままにしておけ。そのうち、土に還かえる」

　神しん獣じゆうの民たみには、死者を悼いたむという習慣がないのだろうか、とレイルズは思った。それとも、戦いくさがつづき、そんな感覚は麻ま痺ひしてしまったのか。

「フレドが死んだって？」

　悲痛な声をあげながら、ディルが姿を現した。

「フレド……」

　ゴブリンの死体をひきはがし、ディルはフレドの死体を抱き起こした。

「行くぞ、新しん米まい！」

　ガーシュンに怒ど鳴なられ、ディルは弾はじかれたように立ち上がった。

「死は永えい遠えんの逃とう亡ぼう、最後の自由……」

　ディルは胸の前に手を置き、厳おごそかにつぶやいた。

　心残りはあるが、ガーシュンの言葉に従おうとレイルズは思った。

　戦には勝ったし、生き残ることもできた。しかし、何の高こう揚よう感かんも感じられなかった。むしろ、後あと味あじの悪さが強く残った。

　この手でふたつの命を奪うばったこと。そして、親したしい仲間を失ったこと。

「引き上げるぞ！」

　ガーシュンは大声で命令した。

　これが戦いだ。レイルズはもう一度、深く心に刻みつけた。戦士であるかぎり、逃れることができない宿しゆく命めいなのだ。
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　レイルズたちが砦とりでへと戻もどったときには、すでに日は暮くれていた。

　空にはまだ明るさが残っていたが、気の早い者たちはたき火を起こし、その周りに集まって、食事をはじめている。

　酒を飲む者、楽器を片手に歌を唄う者、姿勢を正し瞑めい想そうする者。

「獣けものの牙きば」の傭よう兵へいたちには、いろんな男たち、そして女たちがいる。

　それぞれ、従う神しん獣じゆうも違えば、暮らしや習慣も違うのだ。ただ、彼らはベルディアの侵しん略りやくからクリスタニアを守るという目的だけで結ばれている。

　だから、戦のとき以外は、みんな勝かつ手てにやっている。

　レイルズはそんな傭兵たちをぼんやりと見ながら、今日の戦いのことを振り返っていた。

「何を考えているの？」

　声をかけてきたのは、サイアだった。ダナーンで使われている言葉で、だ。

　あわてて、レイルズは周囲を確かめた。

　まわりにいるのは、ビーンとバッソーとシャイロン、いずれもダナーンから行動を共にしている仲間たちだけだった。

　ダナーンの言葉は、神獣の民の敵であるベルディアの言葉と同じなのだ。今の会話を獣の牙の傭兵たちに聞かれていたら、暗あん黒こくの民たみの密みつ偵ていだと誤ご解かいされたかもしれないのだ。そうなれば、おそらく命がないだろう。

「別に、何も考えてやいないさ」

　レイルズは、クリスタニア言葉で答えた。

「はい、レイルズ」

　サイアは苦笑しながら、焼けた鹿しか肉にくを刺さした鉄てつ串ぐしを手渡してくれた。

「ありがとう」

　レイルズは神獣の民の言葉で答えた。そして、何度か息を吹きかけて、肉をすこし冷さましてからかぶりついた。

　この駐ちゆう屯とん地ちでは、よく出される料理だ。いろんな物を串くしに刺して、たき火で焼いてかぶりつく。レイルズはこの料理を気に入っていた。しかし、得え体たいの知れない昆虫やキノコを材料に使われるのは閉へい口こうする。

「お邪じや魔ましていいかしら……」

　そのとき、たき火の向こうから声がかけられた。

　顔を上げると、近寄ってくる人影がふたつ見えた。

「マリス？」

　レイルズはあわてて肉を飲みこんだ。

　マリスとターニルのふたりが、何本かの酒さか壺つぼを持って立っていた。

「喜んで」

　サイアが微ほほ笑えんで、ふたりのために場所を空けた。

　マリスとターニルは、レイルズを挟はさむように腰を下ろす。

「お手て柄がらだったそうですね」

　マリスがにこりとして、レイルズに杯さかずきを手渡し、酒をついでくれた。

「手柄だって？」

　レイルズは杯を手にしたまま、怪け訝げんな顔をした。

「ガーシュンから聞きましたよ。妖魔ゴブリンの王ロードを倒したそうですね」

　そのことか、とレイルズは思った。

　倒すには、倒した。だが、後あと味あじの悪さしか残っていない。妖魔たちを倒したことも、自分を庇かばおうとしてフレドが戦死したことも。

「手柄だなんてとんでもない。むしろ、足手まといだったさ。どうしても、戦う気が起こらなくて、戦場で突っ立っていただけで……」

「あなたには関係のない戦いですからね。それも、しかたありません」

「そんな理由じゃない」

　レイルズはあわてて首を横に振った。

「オレはベルディアを敵だと思っている。奴やつらは邪じや悪あくで、そして侵しん略りやく者しやだ。戦わねばならない相手だと思う。理り屈くつじゃ分かっていても、戦いになると身体からだが動かないんだ。死にたくないと思うし、それに他人を傷つけたくないと思って……」

　レイルズの言葉に、サイアたちが驚おどろいたように顔を見合わせた。

「そんなことで悩んでいたの？」

　サイアが目を丸くしながら声をかけてきた。

「そんなことで悪かったな」

　撫ぶ然ぜんとして、レイルズは言った。

「悪くはないわ。いいえ、とっても大事なことだと思う。でも、悩みがあるのなら、あたしたちに相談してくれたって……」

「相談なんてできるもんか。オレは戦士なんだぜ。子供のときから、それしか考えていなかったんだ。それが今いま頃ごろになって、こんなことで悩むなんて馬ば鹿かみたいじゃないか。赤ん坊にだって分かりそうな理屈なのに……」

「理屈で分かるのと、実感するのとは違うわ」

　サイアの声は、優やさしかった。

「だけど、そんなことで悩んでいちゃあ、戦士なんてやってられねぇぞ。難しいことなんて、考えなきゃいいんだよ。戦いくさだと割り切ってしまえば、罪ざい悪あく感かんもないだろうさ？」

　そう言ったのは、バッソーだった。不ふ思し議ぎなものでも見るような目つきで、レイルズを見つめている。

「バッソーの言うとおりさ。だから、悩んでいるんだ。オレは、もう戦士に戻もどれないんじゃないかって……」

「無む理りをして、戻ることはないだろう。戦士だけが人間の生き方ではないのだから……」

　シャイロンだった。さすがに司祭らしく、その言葉には説せつ得とく力りよくがあった。

「それも分かってます。でも、オレは他の生き方なんて知らないし、心の内には戦士である自分も間違いなくいるんだ。剣けんの稽けい古こをしていると、気分が高こう揚ようしてくる。他人が戦っているのを見ると、じっとしていられなくなる。怒いかりで我を忘れたら、無意識のうちに戦っているし」

「そりゃ、複雑だわ」

　バッソーが大笑いをした。

「複雑なんだよ……」

　レイルズはため息をついた

「まるで、伝説の狂戦士バーサーカーだね。優しい人間が戦士になるには、感情を殺すか、怒りに身をまかせるしかないんだよ。でも、気をつけてね。本当に狂戦士バーサーカー化したら、自分も含ふくめて敵も味み方かたも皆みな殺ごろしにしてしまうんだから。激フ怒ユのー精リ霊ーが暴あばれだしたら、どんなに優すぐれた精霊使いシヤーマンでさえ、鎮しずめることができないんだ……」

　ビーンが精せい霊れい使つかいらしい、話を持ちだしてきた。

　狂戦士の伝説は聞いたことがある。だが、自分が狂戦士化するとは、思えなかった。それほど、優やさしくはない。

「とにかく、戦場に出るこったな。そのうち、慣なれっこになるか、死んでいるだろうさ」

「バッソー！」

　サイアが悲ひ鳴めいのような声をあげた。

「バッソーの言うとおりだよ、サイア。そう思って、オレも戦いに出たんだ。このままじゃあ、グレイルが目の前に現れても、戦えそうにない」

「そ、それは、困るよ。僕たちは、レイルズだけが頼りなんだから……」

　ビーンの顔は、本気で蒼あおざめていた。

　そういう問題でもあるわけか、とレイルズは気づいた。

　グレイルの復ふく讐しゆうの対象は、レイルズだけに留とどまらないかもしれないのである。

「オレは、どうすればいいんだろう……」

　レイルズは頭を抱かかえたい気持ちだった。

「ターニル、見つけたぞ」

　そのとき、突とつ然ぜん、太い男の声が聞こえてきた。

　声の方を見れば、ずんぐりとした体形の男が酒さか壺つぼと二ふた股またの長槍ロングスピアとを持って、炎ほのおの向こうに立っていた。

　牙きばの部族の戦士、ガーシュンだった。

「賭かけ試合がはじまったんだ」

　ガーシュンはわざわざたき火を飛び越えて、ターニルの前に立った。

「今、ギリアムの野や郎ろうが五人抜きをやってる。このまま、ほってはおけんだろう」

　腕うでに覚えのある者同士が一いつ騎き打ちで戦い、まわりにいる観客はどちらが勝つかを賭けるのである。「獣けものの牙きば」の傭よう兵へいたちのあいだでは、昔むかしから行われているらしい。みな、部族の名めい誉よがかかっているから真しん剣けんである。訓くん練れんとしても、もっとも実戦的だろう。

「ギリアムが？」

　そうつぶやいて、ターニルは立ち上がった。

　ギリアムという名は、レイルズも知っていた。正確に言えば、忘れることができないのだ。

　ギリアムは、蟻人族ミユルミドンの戦士なのだ。

　蟻人族は、直立した蟻ありの姿をした異い形ぎようの亜あ人じんである。彼ら蟻人族は、真しん紅くの蟻ぎ帝ていと呼ばれる神しん獣じゆうクロイセによって創造されたという。

　神獣クロイセは、人間の従者である真紅の部族とともに、この蟻人族を従えて、ラブラドル地方で閉へい鎖さ的てきに暮くらしている。獣の牙にも戦士を送りこんでいるが、蟻人族の戦士種ウオリアーはギリアムひとりだけである。

　真っ赤な外がい骨こつ格かくを軋きしませながら歩いている彼の姿は、なかなか見み慣なれるものではない。いつも無口で、ほとんど他人と話すことはない。だが、戦いくさとなれば、いつも先頭に立って槍やりを振るうのだそうだ。

「新入り、おまえも来い」

　ガーシュンに腕うでをつかまれ、レイルズは驚おどろいて彼を見上げた。

　まさか、自分が誘さそわれるとは思ってなかったのだ。

「うだうだ悩んでいるより、よほど気分がいいぞ」

「そうかもしれない……」

　レイルズは心のなかでつぶやいた。

　真剣を使う試合とはいえ、しょせん稽けい古こである。自分が死ぬこともなければ、相手を傷つけることもない。

　レイルズはズボンについた土を払いながら、ゆっくりと立ち上がった。そして、銀の剣けんを腰に吊つるす。

「待って。あたしも行く……」

　サイアは、あわてて腰をあげた。
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　賭かけ試合は、兵へい舎しやや櫓やぐらに囲まれた砦とりで中央の広場で行われていた。篝かがり火びが円形に並べられ、即そく席せきの闘技場コロセウムがすでにできあがっている。

　篝火を取り巻くように、賭け試合を見物しようとする人ひと垣がきが、もうひとつの円を描えがいていた。

　聞き慣なれた戦いの音が、聞こえてきた。武器と武器とがぶつかって起こる金属音、そして気き合あいの声。ときおり、大きな歓かん声せいがあがっては、それらの音をかきけしてゆく。

　ガーシュンは人垣を強引にかきわけながら、一番前の列へ進んでいった。

　レイルズとターニルも、ガーシュンの後ろに続いてゆく。

「ターニル！」

　銀ぎん髪ぱつの戦士に気がついて、近くの男が快かい哉さいをあげた。

「もう八人目だ。このままだと、おまえの記録が技かれちまうぞ」

　自分の記録には関心がないのか、ターニルは曖あい昧まいな返事をしただけだった。地面に腰を下ろし、腕組みをして試合の様子を見つめている。

　愛あい想そのない男だ、とレイルズはいつもながらに思った。

　レイルズは、ターニルとガーシュンの間に座った。

　それから、サイアはどうしたのかと、彼女の姿を探し求める。

　ハーフエルフの少女は、すぐに見つかった。彼女は前に出るのは遠えん慮りよして、後ろの方で立ち見をしていた。レイルズと視線があうと、右手を振って合あい図ずをした。彼女のそばには、ダナーンからの仲間たちも全員一いつ緒しよにいる。銀色の髪かみのマリスの姿もあった。

　そのとき、また歓声があがった。

「これで八入抜きだ」

　レイルズは、なんとか勝負が決まる瞬しゆん間かんを見逃さずにすんだ。

　篝火に照らされ、赤黒く染まった蟻人族ミユルミドンのギリアムが、見事な槍やりさばきで相手の剣けんを空中に弾はじき飛ばしたのだ。

　敗れた戦士は、さも悔くやしそうに、地面に拳こぶしを叩たたきつけた。

「百人隊長のナンスも敗れたぞ！」

「九人目は誰だれだ！」

　あちらこちらから、歓声が飛ぶ。

「ほう、ナンスも負かしたのか」

　ガーシュンが酒さか壺つぼを地面に置いて、ゆるりと立ち上がった。

「ガーシュンが出るぞ！」

　誰かが彼の動きを目ざとく見つけて叫んだ。

「いいや、出るのはオレじゃねえ」

　ガーシュンは大声で叫ぶと、いきなりレイルズの腕うでをつかんで、無む理り矢や理り、立ち上がらせた。そして、背中を押して、篝かがり火びのなかにだした。

「ガーシュン！」

　突とつ然ぜんの成り行きに、レイルズは面めん食らってしまった。

「口くち答ごたえするんじゃねぇよ。あいつと戦うんだ。そして、勝て」

　有う無むを言わせぬ口く調ちようだった。ガーシュンはレイルズの腕を引っ張って、篝火の真ん中にどんどん入ってゆく。

「ありゃ、誰だれだ？」

　どこかで、そんな声が起こった。

「最近、入った新入りじゃねぇか。たしか、大白鳥の部族とか……」

「ああ、失われた大地から来たガーシュンの客きやく人じんだっけ」

「正しよう気きかよ、ガーシュン。よりにもよって、八入抜きの男にあの新入りをぶつけるなんて……」

　傭よう兵へいたちのざわめきなど、気にもしないで、ガーシュンはレイルズを連れて、篝火の円の真ん中まで進みでた。

「さて、ギリアムよ。九人目はこいつが相手をする。失われた大地から来た、大白鳥の部族の勇ゆう者しや、レイルズだ」

　ガーシュンはそれだけを言うと、レイルズをその場に残して、篝火の外側へさっさと出ていってしまった。

　取り残されたレイルズは茫ぼう然ぜんとして、周囲に灯ともされた篝火をひとつずつ見回した。その外側にいる観客の顔は、暗くらくてよく見えない。

　しかし、不満の声は、あちらこちらから聞こえてきた。

　いったい、賭かけの倍ばい率りつはどのぐらいなのだろう。どうでもいいような考えが、頭をよぎった。

　蟻人族ミユルミドンのギリアムは、レイルズの前までゆっくりと歩いてきた。その一歩ごとに、きぃきぃという音がする。まるで重い甲かつ冑ちゆうが意志を持って歩いているようだ。

　レイルズは鎖かたびらチエインメイルさえ着ていない軽装である。

　賭け試合では相手の身体からだに攻撃を当ててはならない決まりだから、鎧よろいは必要ない。だが、不ふ思し議ぎなものでなんとなく頼りなく思える。

「大白鳥の兄弟よ、相手になろう」

　まるで機械仕じ掛かけのように、巨大な大おお顎あごがゆっくりと開閉して、奇き妙みような発音の言葉が洩もれた。

　レイルズはゆっくりと剣けんを抜いた。

　抜きながら、これは稽けい古こなんだと自分に言い聞かせる。稽古なら、迷うことはない。全力で戦えばいいのだ。

「お願いします」

　レイルズは剣けんを正せい眼がんに構かまえながら、息を整えた。

　ギリアムとレイルズがあと五歩まで近づいたところで、

「はじめ！」

　という合唱が周囲の観客から起こった。

　レイルズは、無意識に動いていた。

　剣を構えたまま、無む雑ぞう作さとも思える動きで相手との距離をつめてゆく。離れていては、長槍ロングスピアの距離だ。何としてでも、剣の間ま合あいに持ちこまねばならない。

　蟻人族ミユルミドンのギリアムは、いきなり仕し掛かけてきた。

　レイルズの足を狙ねらって、強烈な払いが襲おそってきた。転ころばせて、一気に勝負に出るつもりなのだろう。

　意表を突かれたが、間かん一いつ髪ぱつのところで飛びあがり、その攻撃を逃れた。

　と、すばやく槍やりを引いて、今度は胸もとを狙って突きがくる。

　それは、身体からだをひねって横にかわした。

　かわしざま槍の柄つかを狙って、剣を振り下ろしたが、ギリアムの槍はすでにもとの位置に戻もどっている。

　さすがに、八入抜きの戦士だけはある。その槍先は鋭するどく、巧たくみな戦法だ。
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　だが、追いつけない動きではない。

　父の切りこみのほうが数段、上だろう。その父ラッセルから、レイルズは五本に一本は取れるのである。

　何度となく、レイルズは間ま合あいを詰めようと試みたが、そのたびに牽けん制せいするような突きがきて、なかなか成功しない。

　ギリアムは、こちらが焦あせるのを待っているようだ。

「それならば」

　レイルズは心のなかで叫んで、まっすぐに一歩、進みでた。

　たちまち、鋭するどい突きが胸もとに伸のびてくる。

　予想した攻撃だった。

　レイルズは下から剣けんを払いあげ、ギリアムの長槍ロングスピアを大きく弾はじいた。

　篝かがり火びの外側で、どよめきが起こる。ようやく、観客たちにも、レイルズがただの新入りでないことが分かったようだ。

　槍やりの下をかいくぐって、レイルズはギリアムの真正面に飛びこんだ。そして、相手の胴どうを狙ねらって剣を真横に振るった。

　ギリアムは飛び退すさって、逃れる。

　相手に隙すきを与えまいと、レイルズはひたすら前に進みつづけ、剣を振るいつづける。

　ギリアムは焦ったようすもない。レイルズの攻撃に的確に反はん応のうして、態勢を挽ばん回かいしようと試みる。

「粘ねばるな、こいつ！」

　レイルズは、知っているかぎりの技わざを駆く使しして剣を振るった。一歩、一歩、ギリアムを追いつめてゆく。

　すでに、ギリアムは篝火のところまで下がっている。

　留とどめとばかり、レイルズは鋭く切りこんでいった。

　ギリアムは後ろに下がらなかった。篝火の外へ出れば、負けの決まりだ。槍の柄つかで、レイルズの剣を受けざるを得ない。

　レイルズの剣は、長槍を真ん中で断たち切きり、そして彼の胸のところでぴたりと止まった。

「勝負あり！」

　観客が合唱し、賞しよう賛さんの声が次々と投げかけられた。

　レイルズは深く息を吐はいて、剣を戻もどした。それから、歓かん声せいに答えるように、わずかに笑みを浮かべた。

「おまえの勝ちだ。大白鳥の兄弟」

　ギリアムがレイルズに声をかけて、篝火の外側へと去っていった。

　レイルズも、外へ出ようとした。ところが、激はげしい不満の声がして、また仮か設せつの闘技場コロセウムへと戻もどされてしまった。

「次はオレが出るぜ」

　誰だれかが名乗りをあげて、前に進みでてきた。

　どうやら、戦うしかないらしい。

　稽けい古こならば、とあらためて自分に言い聞かせ、レイルズは剣けんを構かまえなおした。




　激はげしい歓かん声せいに打ちのめされ、サイアは気を失ってしまいそうだ、と思った。

　篝かがり火びに囲まれた闘技場コロセウムには、まだレイルズの姿がある。

　すでに、五人目だ。

　レイルズは二人目の戦士を、三度、剣を合わせただけで勝った。三人目と四人目も、レイルズの一方的な勝利だった。

　父に習い、正規の剣けん技ぎを身につけているレイルズに対し、獣けものの牙きばの傭よう兵へいたちは力任せの攻撃が目立つ。レイルズは得意としているフェイントを使って、相手の隙すきを誘さそい、あとは息もつかせぬ連続攻撃で翻ほん弄ろうしてゆく。その変へん幻げん自じ在ざいの剣さばきに、集まった傭兵たちは、惜おしげのない歓声をあげる。

　サイアも、絶ぜつ叫きようするように、レイルズに声援を送る。

「さてと、オレが相手をしてやろうかい」

　五人目に名乗りをあげたのは、ガーシュンだった。

　彼の腕うでのほどは、レイルズはよく知っていた。さすがにレイルズは緊きん張ちようしたが、だからといって退ひくわけにはいかない。

「おまえの強さは本物だよ」

　ガーシュンは、賞しよう賛さんの言葉をかけてきた。

「強い戦士は大歓迎だ」

　そして、試合がはじまった。

　さすがに戦いの神しん獣じゆう王おうの従者だけあって、ガーシュンの槍やりさばきは並ではなかった。

　戦いの神獣王ブルーザが創造したという二ふた股またの槍を手に、獣が吠ほえたてるような気き合あいの声をあげながら、激はげしい突きをどんどん繰くりだしてくる。

　レイルズは、いきなり防戦一方に追いこまれた。

　ひたすら、ガーシュンの猛攻を剣で受け流したり、身体からだをひねって避さける。

　そのうちに、相手の速さに慣なれた。余よ裕ゆうが生まれ、反撃をうかがう。だが、剣の間ま合あいに詰めなければ、手も足も出ない。

　何とか前に出ようと、レイルズは試みる。

　だが、その意い図とを悟さとってか、ガーシュンの槍がさらに鋭するどさをまして突きかかってくる。風圧だけで、肌はだが切れそうな攻撃だった。

　しかし、自分でも不ふ思し議ぎなぐらい、レイルズは落ち着いていた。相手の攻撃を的確に受け流し、あるいは避さける。そして、隙すきを見つけては反撃する。

　先に、ミスを犯おかしたほうが負ける。そんな間かん一いつ髪ぱつの勝負であった。

　だが、レイルズはこの我が慢まんくらべに勝利した。

　なかなか勝負が決まらない焦あせりから、ガーシュンが槍やりを深く突きすぎたのだ。

　レイルズはすばやく横に飛んで、その突きをかわした。

　大きく空振りをしたガーシュンは、あわてて槍を引き戻もどそうとするが、その動作がわずかに遅おくれた。

　その隙を見逃さず、レイルズはガーシュンの槍を剣けんで叩たたきおろした。

　ガーシュンの神しん聖せいな槍は、そんな攻撃で析れることはなかった。だが、槍の先が地面に当たり、牙きばの部族の戦士は前のめりに体勢を崩くずしてしまった。

　すかさず、レイルズがこの牙の部族の戦士に接近する。

　勝負はこれで決まった。

　あとは、詰めてゆくだけだった。息もつかせぬ連続技を五段つづけたとき、レイルズの剣はガーシュンの眼がん前ぜんに突きだされていた。

「勝負あり」の合唱は起こらなかった。

　見物の戦士たちは驚きよう愕がくのあまり、声も出せないようで、あたりはしばらくのあいだ静まりかえっていた。

　その沈ちん黙もくが破れ、傭よう兵へいたちは騒そう然ぜんとしはじめる。新入りが百人隊長を破ったのだから、これは大事件なのだろう。

「あーあ、負けちまったか」

　意外にさばさばとした声で、ガーシュンは篝かがり火びの外へと出てゆく。そのときに、ガーシュンはひとりの男に目で合あい図ずを送った。

　もちろん、レイルズは気づきもしない。

　強敵に勝ったという高こう揚よう感かんに包まれていたからだ。自分自身を誇ほこりたい気持ちだった。




「信じられない、あのガーシュンが……」

　近くで誰だれかがつぶやいたのを、サイアは聞いた。

　いつのまにか、彼女は見物人たちの最前列まで出てきていた。試合に勝ち続けるレイルズの姿に引き込まれたのだ。

「当然よ、レイルズは強いんだから」

　サイアはこっそりとつぶやいて、周囲の観衆が驚おどろくのを不満そうに見回した。

「さすがですね」

　サイアの独ひとり言ごとに答えたのは、マリスだった。

　まさか、彼女が隣となりにいるとは思わなかったので、サイアはすこし驚おどろいた。

　うん、と嬉うれしそうにうなずく。レイルズの幼友達であることを、自慢じまんしたい気分だった。

　ふと気がつくと、ビーンやバッソーたちも前の方に出てきている。彼らも、また後ろでじっとしていられなかったのだろう。

「おっと、次の奴やつがお出ましだぜ」

　バッソーの言葉で、サイアたちは篝かがり火びで囲まれた賭かけ試合の舞台に視線を戻もどした。

「ターニル……」

　その対戦相手を見て、マリスが驚きの声をあげるのをサイアは聞いた。

　誰だれも名な乗のり出ないのを見てとって、銀色の髪かみのターニルがおもむろに篝火のなかに入っていったのだ。

　すでに、剣けんは抜ぬき身みだった。

「相手をしてやるぜ、新入り……」

　ターニルの登場で、静まっていた観客たちがふたたび盛りあがりはじめた。

　ゆっくりとした足取りで、ターニルは進みでてくる。

　その動きを見て、レイルズはこの銀ぎん髪ぱつの男が恐おそるべき手て練だれであることを知った。この男の戦いぶりを見たことはある。まるで手て負おいか、飢うえた野や獣じゆうのような戦い方だった。そのときも強いと思ったが、目の前で対してみて、はじめてターニルの真の実力がうかがえた気がした。

　技ぎ量りようではない。

　圧倒的な気力の差を感じるのだ。

　レイルズはいったん剣を持ち替かえて、手の平に滲にじんでいた汗あせをぬぐってから、もう一度、握にぎりなおした。

「この男にだけは、負けたくない」

　レイルズは、そう思った。

　この銀髪の戦士に、マリスが何かと気を遣つかっているのがおもしろくないのだ。しかも、ターニルは彼女の好意を黙もく殺さつしているのが腹立たしい。イースロとかいう集落の若わか長おさだったそうだが、集落の者が皆みな殺ごろしにされて、ただひとり生き残っている。そのことも気に入らない。

「絶対に、勝ってやる」

　百人隊長のガーシュンにも勝ったのだ。同じ百人隊長であるターニルに、負けるはずがない。

　強引な理由をつけて、レイルズは気力を奮ふるいおこした。相手の迫力に吞のまれてしまったら、その時点で負けは決まったようなものだ。

「お願いします」

　レイルズはかるく剣を伸のばした。騎き士しの儀ぎ礼れいに倣ならって、一度、剣を合わせてから試合をはじめようとしたのだ。

　が、ターニルはその剣を、いきなり弾はじいた。

　その金属音を合あい図ずに、「はじめ」の合唱が聞こえてくる。

　レイルズは態勢を崩くずされて、あわてて後ろに飛びのく。が、ターニルはずんと前に踏ふみだし、力のこもった一撃を、レイルズの頭上にめがけて放ってきた。

　レイルズは、からくも、その攻撃を剣けんで受け止めた。

　真っ白な火花が走り、激はげしい衝しよう撃げきが全身に走った。骨という骨が、悲ひ鳴めいをあげたような気がした。足下が地面にめりこんだのではないか、とさえ思う。

「正しよう気きなのか？」

　ターニルの攻撃には、寸前で止めようという気け配はいがまるでなかった。

　それは、レイルズの頭を叩たたき割ろうとした一いち撃げきだった。もし、剣で受けていなかったなら、間違いなくそうなってただろう。

　レイルズははっとなって、ターニルの顔を見た。

　その目に、殺さつ気きが漲みなぎっているように見えた。

　この男は、自分を殺そうとしているのだろうか？

　ターニルは容よう赦しやない攻撃を次々と繰くりだしてくる。速くて重い攻撃だった。長剣バスターソードを、まるで棒切れのように扱っている。

　レイルズは圧あつ倒とうされ、無ぶ様ざまに後退していった。

「どういうつもりだ！」

　レイルズは、叫んでいた。

　篝かがり火びの外で、見物している戦士たちも、この稽けい古この異常さに気づきはじめたようだ。

　声援や歓かん声せいは少なくなってゆき、どよめきがそれにとってかわった。これが稽古なのではなく、本物の戦いだということに、戦士の本能が気づいたのだろう。

「殺す気なのか」

　誰だれかの叫び声が聞こえてきた。

　その瞬しゆん間かん、レイルズは確信した。

　この男は、自分を殺そうとしているのだ。

　レイルズは後退しながら、必死になって剣を振るいつづけた。ひとつでも受け損そこなえば、ターニルの剣は自分の命を断たっているに違いない。

　そう思うと、目の前が真まっ暗くらになってくる。

　がくがくと膝ひざが震ふるえはじめる。

「や、やめろ！」

　レイルズは悲ひ鳴めいをあげていた。

　それは神しん獣じゆうの民の言葉ではなく、ダナーンの、そしてベルディアで使われている言葉だったが、レイルズの悲鳴はかすれていたので、誰もそのことに気づかなかった。

　レイルズの息づかいは荒くなり、剣を持つ手が石になったように動かなくなっていった。

　そのとき、どんどん後ずさるレイルズの背に何かがあたった。

　篝かがり火びだった。

　炎ほのおで髪かみが焼け、嫌いやな臭においがふと漂ただよってきた。

　緊きん張ちようの糸が、完全に切れた。

　足がもつれて、レイルズは悲ひ鳴めいをあげながら、後ろ向きに倒れた。

　篝火の台も横倒しになり、観客のあいだに燃える薪たきぎがばらまかれた。近くにいた者たちがあわてて、その場から逃れる。

　レイルズは、後ろ手をついて上体を起こした。

　目の前に、大木のようにターニルが立っていた。銀色の髪かみを振り乱して、上段に剣けんを構かまえている。

　レイルズは手を伸のばして、敗北を伝えようとした。

　だが、恐きよう怖ふのあまり、声さえもでない。

　ターニルは不ぶ気き味みに唇くちびるを歪ゆがめると、渾こん身しんの力をこめて、剣を振り下ろしてきた。

　殺された、とレイルズは思った。

　頭上から熱い風が吹きつけてきた。衝しよう撃げきで、レイルズの心は一いつ瞬しゆん、真っ白になった。

　しかし──

　ターニルの剣は、レイルズの髪の毛に触ふれただけで、ぴたりと止まっていた。

「し、勝負あり」

　誰だれかが震ふるえる声でつぶやくのが聞こえた。

　その声でレイルズは全身の力が抜け、その場で後ろ向きに倒れこんだ。地面で頭を打ち、その痛みで自分が生きていることが実感できた。

　仰あお向むけに倒れたまま、レイルズは荒い息をついた。

　白けきった顔で、集まった戦士たちがぞろぞろと立ち去ってゆく。賭かけ試合は、もう終わりだろう。

　もし、これが実戦だったら、レイルズの命の火は間違いなく消えていたのだ。

　呼吸が落ち着くのを待って、レイルズはふらふらと立ち上がった。全身から汗あせが噴ふきだしている。それから、足下に落ちていた剣を、思いだしたように拾いあげた。

「レイルズ……」

　そのとき、聞き慣なれた声がした。

　サイアだった。

　声の方を振り向くと、サイアばかりではなく、ビーンやバッソー、シャイロンも集まっていた。マリスも一いつ緒しよだった。

　そして、マリスの傍かたわらにはもうひとり銀ぎん髪ぱつの戦士がいた。

　ターニルだった。

　銀ぎん髪ぱつの戦士から、すでに殺さつ気きは感じられない。だが、無表情なその顔からは、息が止まるような圧あつ迫ぱく感かんを覚える。

　恐きよう怖ふと憎ぞう悪おと屈くつ辱じよくとが交こう錯さくした複雑な気持ちで、レイルズはターニルを睨にらみつけた。

　相手の真意を確かめたいと思ったが、話しかける気にもなれなかった。

「お疲れさま」

　サイアが笑みを浮かべて、レイルズに手て拭ぬぐいを渡してくれた。

「がんばったわね、見ていて誇ほこらしかったわよ」

「どこがだよ」

　レイルズは、撫ぶ然ぜんとして言った。

　ターニルが頭上に剣けんを振り下したとき、レイルズは身体からだ中の血が蒸じよう発はつして、髪かみまで真っ白になったのかと思った。

「でも、五人抜きでしょ。並の人じゃあできないわよ。百人隊長のガーシュンにも勝ったんだし……」

「負けて、悪かったな」

　そのとき、ちょうどガーシュンが姿を現したので、サイアはあわてて口をつぐんだ。

「本気を出せば、負けたりしねぇよ。試合じゃ、能力タレントは使えないからな」

　そう言って、ガーシュンは気き合あいの声とともに、口をかっと開いた。

　すると、風を切り裂さく音がして、篝かがり火びのひとつが大きな音を立てて、吹き飛んだ。

　ガーシュンが衝しよう撃げき波はを吐はいたのだ。

　戦いの神しん獣じゆう王おうブルーザから与えられた能力のひとつである。その破壊力は絶大で、一撃で相手を屠ほうむることができるという。

「だが、武器だけの戦いじゃあオレの負けだ。たいしたもんだぜ、新入り。百人隊長に推すい薦せんしてやるぜ」

　ガーシュンは豪ごう快かいに笑って、レイルズの肩をばしばし叩たたいた。

「まったく、たいしたものだ……」

　そのとき、また別の男の声がした。

　レイルズとガーシュンは同時に声の方を振り返った。

　若い戦士が、ゆっくりとした足取りで近づいてきていた。

　見覚えのある顔だった。

「ディルじゃないか……」

　レイルズは、顔をほころばせた。

「立りつ派ぱな戦いぶりだったよ、白鳥の兄弟」

「あのぐらい」

　レイルズは、自じ嘲ちよう的てきな笑いを浮かべた。

　せっかくの五人抜きも、ターニルとの戦いで価値がなくなってしまった。

「あのぐらい、だって！」

　ディルは突とつ然ぜん、怒いかりの表情を浮かべ、激はげしい言葉を叩たたきつけた。

「おまえは、間違いなく強い。それがどういうことか、分かっているのか!!」

「何を怒おこってるんだ。気に触さわったことがあるなら謝るぜ」

　レイルズは茫ぼう然ぜんとして、怒りに狂くるうディルの顔を見つめる。

「謝るのなら、オレにではなく、フレドに言うんだな」

「フレドに？」

　その名を聞いて、レイルズはようやくディルの怒りの理由を知った。

　フレドは昼間の戦いで、ゴブリンロードに殺されたのだ。

「あいつは、本気でおまえを守ろうと思ってたんだ。それに、オレも……」

　ディルの目には涙さえ浮かんでいた。

　死んだフレドとは部族も同じで、仲が良かった。彼の哀かなしみは、いかばかりであったろうか。

　年と齢しが近いこともあって、レイルズも彼らとは親しくしていた。フレドのことを思うと、心が痛む。

「フレドには、すまないと思っている……」

　レイルズは頭を下げた。

「百人隊長にさえ勝てる男を守ろうとしたなんて、オレたちが馬ば鹿かみたいだ。おまけに、フレドはそのせいで死んじまった。まるで、無む駄だ死じにじゃないか……」

　ディルはうなだれ、完全に涙声になっていた。

　レイルズは胸の詰まるような思いで、枝えだ角つのの部族の若者を見つめた。

「やはり、部族の教えを守るべきだったのかよ。逃げて、逃げて、逃げまくっていれば、殺されることはなかったんだ。ただ、他ほかの誰だれかが死ぬだけで……」

　枝角の部族が従う神しん獣じゆうラフォンテールは、永遠の逃とう亡ぼう者しやと呼ばれている。逃亡することで、自由が得られる。そして、新しい可能性を見出すことができると教えている。

　実際、ベルディアの侵しん略りやくに対しては無む抵てい抗こう主しゆ義ぎを貫つらぬき、離り散さんし逃げよ、というのが部族の方針らしい。

　ディルとフレドは弱よわ腰ごしな部族の決定に嫌いや気けがさして、獣けものの牙きばに戦士として志願してきたのだ。自らが従う神獣の教えに反しているのだから、枝角の部族のなかでは異い端たんといえる。もちろん、獣人ビーストマスターではなかった。

　今の言葉は、たぶんディルの独ひとり言ごとで、レイルズを責せめているのではないだろう。しかし、レイルズにとって、とてつもなく衝しよう撃げき的てきな言葉であった。

「逃げれば、誰かが身代わりになる……」

　レイルズはその言葉をかみしめた。

　実際、フレドはレイルズの身代わりとなって死んだようなものだ。

「戦っても、逃げても、戦いくさがあるかぎり誰だれかが死んでゆくってことか……」

　レイルズはぽつりとつぶやいた。自ら手を下したか、そうでないかの違いだけなのだ。

「百人隊長っていうのはな。百人の敵を殺せる戦士のことだ。だがな、それは百人の味み方かたを救えるってことでもあるんだ」

　レイルズのつぶやきが聞こえたのだろう。ガーシュンが、声をかけてきた。

「分かったよ……」

　レイルズは静かにつぶやいた。

「もう、オレは逃げない」

　しかし、戦いに慣なれようとは思わない。他人を傷つけることをためらい、自らが傷つくことも恐おそれていようと思う。そうであればこそ、戦を嫌けん悪おし、一日でも早く終わらせようと思うに違いないから。

　レイルズは、重苦しくのしかかっていたものが消えてなくなったような気分になった。

「百人隊長に推すい挙きよしてやってもいいが、受けるか？」

　ガーシュンが声をかけてきた。

「はい、受けます」

　レイルズは迷うことなく答えた。










　第三章　予兆
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　レイルズが百人隊長の指し名めいを受けてから、すでに一か月あまりが過ぎていた。

　この「獣けものの牙きば」は、つくづく不ふ思し議ぎな傭よう兵へい団だんだ。あの賭かけ試合の夜、ガーシュンから百人隊長に推すい挙きよしてやると言われたとき、レイルズは冗じよう談だんとまで思わなかったにしろ、本気にはしてなかった。

　なにしろ、レイルズは新しん参ざん者ものである。

　しかも、異民族の人間であることを、ガーシュンは知っているのだ。

　ところが、次の日の朝、ガーシュンは本当にレイルズを団長オルゲンスのところへ連れていった。団長も団長で、レイルズの強さは百人隊長に値あたいすると、あっさりと承しよう認にんしてしまった。

　かくして、十一人目の百人隊長が誕生したのである。

　それは同時に、先頭に立って戦う義務を課せられたということでもあった。

　百人隊長となってから、レイルズは十回以上、出しゆつ撃げきしている。このところ、砦とりでの近きん隣りんの集落を、ベルディア軍がさかんに脅おびやかしているため、小こ競ぜりり合あいが絶えないからだ。

　最初の出会いのとき、ガーシュンが危き惧ぐしていたように、ベルディア軍はこの砦とりでを干し殺そうとしているのかもしれない。

　近きん隣りんの集落を襲おそい、獣けものの牙きばに入る食料を止めようというのが狙ねらいのようなのだ。

　実際、獣の牙は食料不足で、月日が立つにつれ、その状況はどんどん悪化している。

　今日も、砦から川を渡って西へ半日ばかり行ったところにあるマケットという集落が、ベルディアの妖よう魔またちに襲しゆう撃げきされた。レイルズは十人ほどの手て勢ぜいを連れて救援に向かい、集落の戦士たちと協力して、これを撃げき退たいした。しかし、畑は荒され、家か畜ちくは殺され、集落の人々も明日から困こん窮きゆうの生活を強しいられることだろう。

　逃げる妖魔を追つい撃げきし、壊かい滅めつさせて帰ってきたときには、夜はすっかり更ふけていた。そして、ようやく遅おそい食事にありつけたのだが……

　サイアが運んできた皿の上に乗っているのは、お湯で煮にもどした乾ほし肉にくが一切れ、それに木の実がいくつかと、見たこともない野菜が申もうし訳わけていどに添そえられているだけだった。

「たった、これっぽっちかよ」

　差し出された料理を見て、レイルズは思わず呻うめき声をあげた。

「ごめんね、レイルズ」

　サイアが申し訳なさそうに言った。

「今日の割り当ては、これだけなの。魚でも残ってたら、良かったんだけど……」

「だったら、なんで残してくれなかったんだよ」

　レイルズはふてくされた。

　子供みたいに、手足をばたばたさせて、だだをこねたい気分だった。分ぶん別べつができた自分が、今は腹立たしく思える。

　レイルズは、あっというまに皿のものを平らげると、空になった皿をサイアに突き返した。

「ごめんね……」

　皿を受け取るとき、サイアはもう一度、謝った。

「謝ることじゃないだろ。悪いのはサイアじゃないんだから」

　レイルズはそう言って、無む理りに笑った。

　だが、正直言って、これでは身がもたないと思う。

　戦いくさに出れば、心身ともに激はげしく消しよう耗もうする。十分な食事と睡すい眠みんがあってこそ、体調を維い持じすることができるのだ。

　レイルズは、サイアに食料がどれくらい残っているのかを尋たずねた。

「節約すれば、十日は保つと思うけど……」

「十日か……」

　思ったより深刻だな、とレイルズは思った。

「食料の調達も戦のうちなのにな」

　冒ぼう険けん者しやになる夢を捨て、騎き士しになる決意をしたとき、レイルズは騎士のたしなみだろうと思って、用兵術について研究したことがある。何百年も前に、故郷の島であった大戦を記録した書物を読み、当時の軍制や戦せん術じゆつなどを学んだのだ。

　その書物によれば、大きな戦いくさになればなるほど、補ほ給きゆうが重要であることが分かる。

　英雄戦争、それに続く邪じや神しん戦争と呼ばれた大戦のおりには、邪じや悪あくな暗あん黒こくの島の軍勢は妖よう魔まの兵団を使って、聖せい王おう国こくの後こう方ほう攪かく乱らんと補給線の分ぶん断だんを巧たくみに行い、大きな戦せん果かを得ている。

　一方、この大戦を終結させた砂さ漠ばくの英雄王は、騎士団を機能的に編成し、補給についても綿めん密みつに計画を立てている。

　しかし、「獣けものの牙きば」は補給に関して、まったく無む頓とん着ちやくだ。

　食料は近きん隣りんの集落に頼っているし、武器、防ぼう具ぐの補おぎないは傭兵ようへいたちの責任となっている。

　武器や防具は使えば痛むし、壊こわれもする。だが、予備の武器は、砦とりでにはまったく用意されていないのだ。

　最近、レイルズは倒した敵の武器、防具をはいで持ち帰ることにしている。

　まるで山さん賊ぞくや野や盗とうのような気分になるが、背に腹は代えられない。それに武器、防具に関しては、ベルディア軍のほうがはるかに優れている。

　ベルディアの正規兵は、連射式の弩弓クロスボウや、刃を波型に加工し切れ味を増した剣けんなどを装そう備びしているのだ。

　そのとき、部屋の扉とびらが音を立てて開いた。

　レイルズたちがいる部屋は、二十人くらいが入れる大部屋である。レイルズたち五人の他には、百人隊長のガーシュンと、牙の部族の戦士たちがちょうど十人いる。

　マリスは、ハーケーンの集落の生き残りのうち、他に身を寄せる場所がなかったり、もしくは進んで獣の牙に留とどまった者たちと別の部屋で暮くらしている。

　誰だれが入ってきたのかと見れば、バッソーとビーンのふたりだった。

　シャイロンは、すでに部屋の片隅で床ゆかに転ころがって、寝ね息いきをたてている。

　ガーシュンたちも、部屋の奥で毛布もかぶらずに眠りこけている。彼らの鼾いびきが豪ごう快かいに聞こえてくる。おかげで、声を落として話そうという気遣きづかいをしなくてすむ。

「いったい、どこへ行ってたんだ？」

　レイルズは、怪け訝げんに思って、ふたりに尋たずねた。こんな夜遅おそくに、雑用でも押しつけられたのだろうか？

「ちょっと、な」

「ちょっと、ね」

　ビーンはバッソーの返事を真似て、へへへと笑った。

　ふたりは、両手いっぱいに食料を抱かかえていた。

「どうしたの？」

　サイアが目を丸くして、ふたりの持ってきた食料を見つめる。

「稼かせいできたんだよ」

　バッソーは得意げに片目をつぶってみせた。

「稼いだって、まさか……」

「盗ぬすんだりはしてねぇよ」

　バッソーはぶすっとした声で、サイアに答えた。

「ちょっと銀貨と杯さかずきを使って、な」

「使って、ね」

　またもビーンが口真似をして、今度は腹を抱かかえて笑う。

「もしかして、ばくちで儲もうけたのか？」

　レイルズが問いかけると、バッソーとビーンは声をそろえて、

「そういうこと」

　と答えた。そして、互たがいに顔を見合わせて笑う。

「やめてよ、不ぶ気き味みだから……」

　サイアがそう言って、眉まゆをひそめた。

「いかさまは、やってないだろうな」

　レイルズは、念を押すように言った。

「決まっているだろ。まったく、信用ねぇんだからよ」

　バッソーは、ぶつぶつと文もん句くを言う。

　決まってるとは言ったが、やったのかやってないのかは答えていない。そのことに、いちまつの不安を覚えたが、レイルズは深く追つい及きゆうしないことにした。

「みんな、ひもじい思いをしてるんだ。食料を巻きあげるのは、非ひ道どうだと思うぞ」

「そう思うんなら、なんとかしてくれや。腹が減るのは、戦士だけじゃねぇんだからよ。オレたちなんか、戦士たちの半分の割り当てもねぇんだぜ。戦いくさがないときには、オレたちのほうが忙いそがしいのによ」

「ちょうど、今、サイアとその話をしていたんだ。思ったより、ひどい状況らしいな」

「ひどいなんてもんじゃねぇ」

　バッソーは顔をしかめながら言った。

「そうか、これは本気で手を打たないとな。神しん獣じゆうの民たみには神獣の民なりの戦い方があるからと、黙だまってたんだが……」

「なんとかしてくれるのかい？　百人隊長さんよ」

　バッソーがにやにや笑いを顔に浮かべて、手にした果物を一個、レイルズに投げてよこした。

　レイルズは左手で受け止めると、そのまま口に運んで、まるかじりした。

　まだ、熟しきっていないらしく、すっぱい味が口のなかに広がる。

「オレたちは新しん参ざん者もので、おまけに他よ所そ者ものだ。あれこれ、口を出すわけにはいかないさ。だが、食料の問題だけは何とかしないとな。このままじゃあ、砦とりで全体の士し気きが下がってしまう」

　戦士たちの士気が低いと、半数にも満たない敵に敗北をきっすることがある。戦いくさの勝敗を決するのは、意外に精神的な要因が大きいのである。

「とにかく、団長にかけあってくる」

　団長オルゲンスの部屋は、同じ兵へい舎しやの二階にある。

「今すぐかよ？」

　くるりと背を向けたレイルズに、バッソーが驚おどろきの声をかけてきた。

「決まってるだろ。猶ゆう予よは十日しかないんだぜ」

「何かいい考えでもあるのかよ？」

「いい考えかどうか分からないが、提案はいくつかできると思う。それに、もしかしたら、団長には策さくがあるかもしれないだろ。聞けば、安心するじゃないか」

　そう言い残し、レイルズは部屋を出ると、階段の方へ去っていった。

「なんとも、忙いそがしい奴やつだなぁ」

　茫ぼう然ぜんとレイルズを見送って、バッソーがつぶやいた。

「レイルズらしいよ、昔むかしのね」

　得意そうに、ビーンは言った。

「いいえ、違うわ」

　サイアはビーンに微ほほ笑えみながら、しかし、ゆっくりとかぶりを振った。

「昔のレイルズとは違うわ。どこかはいえないけれど、彼は変わったのよ。間違いなくね」

　サイアは目を細めながら、開かれたままの部屋の扉とびらを見つめた。階段を勢いよく駆かけ登る音が、戸口をとおして聞こえてくる。

　その足音に耳を傾けながら、サイアは思った。

　レイルズの力になるためには、自分自身も変わらなければならないのではないか、と……
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　レイルズは団長座の扉をかるくノックし、返事も待たずに部屋のなかに入った。

　廊ろう下かを歩いているときから朗ろう々ろうとした団長オルゲンスの声が聞こえてきたので、彼が起きているのは間違いない。

「マリス……」

　そして、驚きの声を洩もらした。部屋のなかには、銀ぎん髪ぱつのマリスがいたからだ。

　彼女は、裾すその短い服を頭からすっぽりとかぶり、腰のところを麻あさ紐ひもで緩ゆるく縛しばっていた。驚くほどしなやかな手足が服の袖そでや裾から伸のびており、薄うす暗ぐらいランプの光のなかでも、その肌はだの白さをレイルズはまばゆく感じるほどだった。

　振り返ったマリスも、驚おどろきの目をしていた。闇やみのなかでは緑みどり色いろに輝く瞳ひとみが、明かりの関係か、今は赤っぽく見えた。

「レイルズ……。いったい、どうしてここへ？」

「それは、こっちの台詞せりふだよ」

　レイルズは戸と惑まどいながら、部屋の奥へと入っていった。そして、団長に向かって直立不動の姿勢をとる。

「夜分、失礼します……」

「変わった挨あい拶さつだな」

　団長の言葉に、レイルズははっとなった。

　獣けものの牙きばには、上下関係はない。礼れい儀ぎもない。

　騎き士しになろうとした根こん性じようがまだ抜けていないのか、レイルズは敬語を使ったり、慇いん懃ぎんな態度を取って相手を当とう惑わくさせてしまうことがある。

「背中を丸めて歩いてるのに、気づいたんで……」

「若いのに、それはいかんな。で、わたしに何か用なのかね？」

　気き勢せいを削そがれてしまったが、レイルズはとにかくこの部屋にやってきた用件を語った。

「……食料が不足していることは、もちろん、承しよう知ちしている。食事の割り当てを滅らす、べきだと意見する者がいたので、調査のうえ承しよう認にんしたからな」

「知っているのなら、なぜ手を打とうとしないのです！」

　レイルズは語ご調ちようを強めて、団長の方へ詰め寄った。その結果、先客のマリスと肩を並べるところまできた。

　レイルズを横目で見て、マリスはかすかに微ほほ笑えみを浮かべた。

「何か、おかしかったかい？」

「おかしいだなんて……。ただ、あなたがわたしと同じことを言うものだから」

「同じことを？」

　レイルズはちょっと驚いた。

「内容はほとんど同じだ。しかし、銀ぎん狼ろうの娘はわたしが無む策さくだと非難はしておらんぞ」

「鬣たてがみの部族の人間に、意見を求めてもむだですよ。彼らは自らの意見を持たないことで、他人の意見をできるかぎり公平に聞こうと思っていますから……」

　マリスの言葉で、レイルズは承しよう認にん者しやディレーオンに従う鬣の部族の教えを思いだした。

　意見を言うことなかれ、他人の意見を聞き、選せん択たくすべし──

　その教えは、納なつ得とくできる。自分の意見を出してしまうと、他人の意見を受け入れるのが難しくなる。どうしても、自分の意見が他人よりも優すぐれていると思ってしまうからだ。

「分かってくれたら、君の意見を聞こうじゃないか？　この事態を打開するためには、どんな策がある」

「マリスはいったいどんな意見を？」

　バッソーたちにも言ったように、レイルズにはいくつか策があった。だが、マリスがどんな提案をしたのか興味があった。

「シレーネの集落に使いをだして、食料を送ってもらうことを提案しました」

「送ってくれるのか？」

「わたしが頼めば、大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　マリスは自身たっぷりに言った。

「それは、心強いな」

　彼女は辺へん境きようの集落の若わか長おさにすぎないが、神しん獣じゆうフェネスに選ばれた銀ぎん髪ぱつの者である。おそらく、長老の覚おぼえもめでたいのだろう。将来は、銀狼の部族の族長になる運命だと、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルも言っていた。

　シレーネは、銀狼の部族最大の集落で、人口は三万を超えている。

　集落の周辺は、銀狼フェネスに祝福された豊かな森で、三万の人口を養ってなお、食料にも余よ裕ゆうがあるはずだった。

　だが、ベルディア軍との決戦に備えて、食料を貯ためこんでいるとの噂うわさもあり、獣けものの牙に送ってくれるかどうか不安でもあった。

　マリスの一言で、それは解消された。

「レイルズ、おまえの意見は？」

「いくつかあります」

　オルゲンスに意見を求められ、レイルズは自分が用意してきた考えを話しはじめた。

「ひとつは、敵から食料を奪うばってくることです。オレたちが攻めてくるとは、まさか敵も思っていないでしょうから、成功する可能性はあると思います。ふたつめは従来どおり、近きん隣りんの集落に頼る方法。この場合には、傭よう兵へいたちを周辺の集落に巡じゆん回かいさせて、人々に安心してもらい、我々の信頼を回復しなければならないでしょう。もうひとつは、オレたちの国──つまり、失われた大地ダナーンに行って、食料を買いつけてくることです。この場合の問題は、何を食料と交換するかですね」

「大だい胆たんな意見もあれば、堅けん実じつな意見もあるな」

　オルゲンスは、おおきくうなずいた。

「ひとつ意見を出すのも大変なのに、三つも意見を出すというのは立りつ派ぱなことだ」

「オレには、まだこの世界の状況が見えてません。どの方法がもっとも実現可能で、効果的なのかは分かりません。マリスの提案が、いちばん堅実なように思いますが……」

「マリスの提案は、おそらく効果的だ。銀ぎん髪ぱつの者に使者となってもらえれば、間違いなく食料は送ってもらえるだろう。同時に、おまえの言うとおり、周辺の集落に対する警けい戒かいは厳重にしたいものだな」

　ありがとうございます、とレイルズは丁てい重ちように礼を述べた。

「襲しゆう撃げきしてくる妖よう魔まの数は、三十からせいぜいが五十というところです。二十人ほどの部隊を五つほど組織して、定期的に集落を巡じゆん回かいさせればいいんじゃないでしょうか。それぞれの集落には一晩ぐらい滞たい在ざいし、敵の襲撃があれば、集落の戦士たちと協力して戦う。今は妖魔たちの襲撃に対し、後ご手て、後手にまわってますが、すこしは効果的に対処できるでしょう」

「……ふむ」

　オルゲンスは腕を組み、しばらくのあいだ沈ちん黙もくした。

　レイルズは自分が言い過ぎたのではないか、と不安になった。今の提案は、どう考えても神しん獣じゆうの民らしくない。

　もちろん、この団長が自分たちの素す性じようを知っていることを、レイルズは知らない。

「おまえの意見は、いちいちもっともだな」

　しかし、オルゲンスは力強く答えてくれた。そして、レイルズの提案を全面的に受け入れてくれたのだ。

「明日からでもはじめてくれ。他の百人隊長には、わたしから頼んでみよう」

「ありがとうございます」

　レイルズは嬉うれしそうに団長に一礼して、部屋を辞じした。

　マリスも、その後に続く。

「さっきは、本当にびっくりしましたよ」

　廊ろう下かに出ると、すぐにマリスが声をかけてきた。

「こっちだってさ」

　レイルズは答えて、団長室を振り返った。

「とにかく、食料の問題が何とかなりそうなんで、ほっとしたよ。このままじゃあ、この砦とりでの運命も長くはない」

「敵の狙ねらいは、やはりこの砦なのでしょうか？」

「たぶん、いや、きっとそうだろう。オレがベルディアの人間なら、小さな集落なんかほっておいて、とにかくこの砦を抜く。それから、一気にシレーネの集落を攻め落とす。そしたら、組織的な抵てい抗こうはなくなるからな。小さな集落はそれから、しらみつぶしにしたって問題ない」

「……理にかなった戦い方ですね」

　マリスが厳きびしい表情で言った。

「それが、戦いくさってもんさ」

　レイルズは言った。

「この砦の戦士たちは、猛も者さぞろいだ。なのに、守勢にまわっているのが、オレには信じられない。ベルディア軍のほうが兵力はあるんだろうけど、決定的な差はないと信じているからな」

「どうすれば、勝てますか？」

「どうすればって、そりゃあ……」

　言いかけて、レイルズは口をつぐんだ。

　マリスの表情が真しん剣けんそのものだったからだ。冗じよう談だんで返そうと思ったのだが、とても、できなかった。

「オレにも分からないよ。戦いくさの状況が、すべて見えているわけじゃないんだから」

「そうですか……。いえ、そうでしょうね」

　マリスは肩を落として、つぶやいた。

　その細い肩に、レイルズはぽんと手をかける。

「もしかしたら、間違っているかもしれないけど……」

　それでもいいか、とレイルズは尋たずねた。

「ええ、聞かせてください」

「神しん獣じゆうの民たみのすべての部族をまとめるような英雄が現れることだと思う。神王と対決できるだけの指導者がね」

「神王と対決するって？　でも、相手は神なんですよ」

「この場合、強い弱いは問題じゃない。たとえば、子供でもいいんだ。大事なのは、ばらばらな人々の心をひとつにすることなんだから」

「神獣の民をひとつに……。そんなことができるんでしょうか？」

「それは、分からない。でも、オレたちの故郷の島では、英雄のもとに結けつ束そくした。古代の迷めい宮きゆうから魔ま神じんたちが解放されたときには、六人の英雄たちが魔神王を倒し、島の危機を救った。暗あん黒こくの民たみの祖先たちと戦ったときには、砂さ漠ばくの国に英雄王が立ち、自由騎き士しと呼ばれた勇ゆう者しやが現れ、先頭に立って戦った。彼らの力がなかったなら、故郷の島は暗黒の民たちに支配されていただろう。もっとも、もしそうなっていれば、暗黒の民がベルディアに上陸することはなかったんだけどね」

　階段を降りながら、レイルズは苦笑してみせた。

「神獣の民が団結して、ベルディア軍と戦う。それが実現できたら、たしかに勝利を得られる気がします。でも……」

　マリスは寂さびしそうに微ほほ笑えんだ。

「神獣の民で、そのことを考えている者は、おそらく、ひとりもいないでしょう」

「それは、問題だな」

　神獣の民は、各部族ごとに自立し、独立している。それが、弊へい害がいとなっているのだろう。

「戦を終わらせる話は、もう少し先へ延のばしておこう。それより、今はこの砦とりでの食料のことだよ。この砦を陥かん落らくさせないように全力を尽つくさなければ……」

　そうですね、とマリスは明るい声で言った。

　階段を降りきって、レイルズたちは一階の廊ろう下かへと出た。

　一階には大部屋が十ばかりあり、それぞれに十人から二十人ほどの戦士や、雑用係の非戦闘員が寝ね泊とまりしている。獣けものの牙きばの砦には同じ規模の兵へい舎しやが八棟とうあり、あわせて千五百人ほどの人間が暮くらしている。

　ベルディア軍の正確な数は知らないが、イースロの集落跡あとに建てられた砦には、一万人ほどの軍勢が駐ちゆう屯とんしているという。

　ガーシュンの話によれば、そのうちの多くが妖よう魔まであり、または神王配はい下かの猛もう虎この部族の戦士たちだという。暗あん黒こくの民たみの支配者階級にあたる暗黒騎き士し団だんたちは、今度の大戦ではなぜか目立った動きがないらしい。

「神王が復ふつ活かつしたとき、ベルディアでは内ない乱らんがあったらしい」

　そんな噂うわさも流れていたという。もっとも、それは十年前の話で、今では政情も落ち着いていることだろう。

　この話を聞かされたとき、レイルズはダナーンの現状と一致するものを感じ、神王に対する反対勢力がいるのでは、と期待したものだ。その勢力と連絡を取り、敵を内側から切り崩くずすことができれば、戦せん況きようを好転させられるのではないかと。

「わたしは明日の早朝、砦を発たちます。十日のうちには戻もどってきますので、期待していてください」

　分かった、とレイルズは答えた。

　マリスと離れるのは心寂さびしいが、そんなことを気にしていられるときではない。レイルズも、他の百人隊長を説せつ得とくし、周辺集落の巡じゆん回かいをする部隊を組織しなければならないのだ。自分の発案なのだから、レイルズも巡回に出るつもりだった。

　レイルズはマリスと別れを告つげると、サイアたちが待つ部屋へと戻もどった。
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　翌朝、夜が明ける前に、マリスはシレーネの集落を目指して出発していった。

　レイルズは東門のところまで彼女を見送り、しばしの別れを惜おしんだ。

　護ご衛えいとして、彼女の集落の戦士たちが数人、付つき添そった。マリスはどうやらターニルも連れていきたかったらしい。

　しかし、銀ぎん髪ぱつの百人隊長は、マリスの申し出を断だん固ことして断った。

　マリスとターニルがどういう関係なのか、レイルズには今ひとつ理解できない。しかし、ただの顔見知りということはないようだ。

　日が昇のぼりきってしばらくすると、十一人いる百人隊長が団長オルゲンスの部屋に集められた。

　団長は、レイルズから提案があり、それを承しよう認にんしたことを宣言し、周辺の集落を巡回するようにと命じた。

　不満の声もいくつかあがったが、強きよう固こに反対する者はいなかった。

　鬣たてがみの部族の者が承認したのである。その決定には、敬意を払うのが神しん獣じゆうの民たみというものだ。なにより、食料が不足していることは、全員が身に染みている。何か手を打たねばならないとは、彼らにも分かっているはずだ。

　それから、百人隊長たちは、誰だれが巡じゆん回かいするかや、どの集落をどの順番で巡回するかを決めていった。巡回する部隊の指揮には、レイルズの他に鬣の部族の百人隊長カーリオと孤こ高こうの部族の百人隊長ナンスが名な乗のりをあげた。

　残るふたりはガーシュンが指名した。

　そのふたりは、あまり乗り気ではない様子だったが、最古参の百人隊長の指名でもあり、断ることはなかった。

　ガーシュンやターニルが残ってくれるのは、レイルズにとってもありがたかった。

　理由はどうあれ、戦力を分散させることになるのだ。手て薄うすなところを突かれて、砦とりでが落ちるようなことは、なんとしても避さけなければならない。

「わたしたちが巡回することで、周辺の集落の者は安心感を覚える。そして、我々を信頼してくれる。巡回先の集落では、きっと豪ごう勢せいにもてなされることだろう。余分の食料があれば、もらって帰ることも忘れないように」

　締しめくくるような団長の言葉で、その場は解散となった。

　団長の部屋を辞じして、自分の部屋へと向かいながら、レイルズはこれからが大変だと思った。

　誰だれを連れてゆくか決めなければならない。同室の牙きばの部族の戦士たちとは親しいが、彼らは戦いくさがあるかどうかも分からない巡回などには、参加してくれないだろう。

　戦い以外のことでは怠なまけるのが、彼らの部族の信しん条じようである。ガーシュンが巡回に出ようとしなかったのも、同じ理由からに違いない。

　そうなると、新しん参ざん者ものだけに気き心ごころの知れた者は少ない。

　枝えだ角つのの部族の若者ディルは、あの賭かけ試合の晩以来、レイルズが戦に出るごとについてきてくれている。そして、暇ひまがあればレイルズに剣けんを習い、ゆっくりとではあるが一人前の戦士になりつつある。

　誘さそえば、彼はついてきてくれるだろう。

　他には、まったく心当たりはない。適当に声をかけて、連れてゆくしかない。

　そう決心したとき、自分の部屋の前にやってきた。

　ガーシュンは部屋に戻もどる気はないらしく、いつのまにか姿が消えている。

　扉とびらを開けると、サイアたちが出迎えてくれた。

「どうだった？」

　サイアが心配そうに尋たずねてきた。

「オレが提案したとおりに決まったよ。これからすぐに巡回に出る。戻るのは、五日後ぐらいかな」

「五日も……」

　サイアはうなだれながら、つぶやいた。

「あっという間さ」

　レイルズはサイアの頭に手をおいて、流れるような金色の髪かみをかるく撫なでた。

　サイアは顔をあげると、じっとレイルズを見つめた。清らかな泉の水の色をした目に、真しん剣けんな表情が湛たたえられていた。

　子供扱いして機き嫌げんを損そこねたのかな、とレイルズが思ったとき、

「あたしも行くわ」

　と、サイアが言った。

「行くって、オレたちは戦いくさに行くんだぜ」

　突とつ然ぜん、何を言いだすのだろう、とレイルズは当とう惑わくした。

「分かっているわ、そんなこと」

　怒おこったような泣きだしそうな声で、サイアは言った。感情が高ぶったときの声だ。

「あたしだって、今、何をするべきなのかずっと考えていたわ。それで、決めたの。あたしは、レイルズの力になりたい。そのために自分を変えなきゃ、強くならなきゃって」

「気持ちは嬉うれしいよ。でも……」

「あたしじゃ、足手まといというの？」

「そこまでは言ってないだろ」

　彼女の剣けん幕まくの激はげしさに、レイルズはたじたじとなった。

「でも、危険すぎる。正直に言えば、サイアとビーンには、今すぐダナーンに帰ってほしいぐらいなんだ。この砦とりでに留とどまっていたら、いつ戦に巻き込まれて、命を落とすかしれないんだから……」

「そんなこと、分かっているわ」

「怖こわくないのか？」

「怖いわよ、決まっているじゃない」

　その言葉を裏付けるように、サイアはぶるっと身を震ふるわせた。

「この前まで、オレは死ぬのが怖くて震えていた。今だってそうだ。戦場では、いつもオレは震えている。震えながら、戦っている。戦いが終わったあと、吐はくことだってある。それに、サイアには、他人を傷つけるような真似はしてほしくない」

「あたしが女だから？」

「それもある」

　レイルズは正直に答えた。

　女性は新たな生命を産み、育はぐくむ者である。それは神しん聖せいな役割だ。血に汚れた手で、無む垢くな赤子を抱いてほしくないと思う。

「あたしだって、他人を傷つけたくはない。でも、あなたを傷つけようとする者は、誰だれであれ許さないわ。あたしには、魔ま法ほうがあるんだもの。戦いのために魔法を使うのは、忌つつしむべきことだとされているけど、古来より魔法は戦いのための道具だったのよ。そうでなければ、火球フアイアボールの呪じゆ文もんなんて生みだされていない。あの呪文は、破は壊かい以外の目的には使えないのだから……」

　その言葉も、疑うたがいのない真実だ。

　魔術師ソーサラーたちは、自らを賢けん者じやと称したりしているが、破壊の魔法を幾種類も知っている。また、戦いくさのときには軍ぐん師しとしての役割も果はたすのだ。

　たしか、宰さい相しようマリードのもとにも優秀な魔術師が軍師としてついていたはずだ。

　サイアの気持ちは、嬉うれしいことは嬉しい。これほどまでに、自分のことを案じてくれたのかと思う。最近は、自分のことで手て一いつ杯ぱいで、とても彼女のことまで気にかけていられなかった。

「オレたちは、この世界に冒ぼう険けんをしに来たんだったよな。よく考えたら、とんだ冒険になったものだ」

　レイルズは苦にが笑わらいを浮かべた。

「ごまかさないでよ！」

「ごまかすつもりなんかないさ。ただ、ふとそう思っただけだよ……」

「お願い、レイルズ。あたしも連れていって。呪文書がなくても、魔法はかけられるようになったから」

　どうしたものか、とレイルズは迷った。

「ねえ、レイルズ……」

　声をかけてきたのは、ビーンだった。この精せい霊れい使つかいの少年は声変わりもまだだし、おまけに舌したったらずな喋しやべり方をするので、ときどき女の子と間違えられる。

　ビーンもまた思いつめたような顔をしていた。

「どうした？」

「サイアの言葉で、僕ぼくも決心したよ。この砦とりでで、レイルズを待っていたって仕方ないもの。話で聞くかぎり、ベルディア軍のやり方って許せないからね。支配の神しん獣じゆう王おうの教えってさ、ようするに、弱肉強食なんでしょ。僕みたいな弱虫は、そんな掟おきてが支配する世界じゃ生きていけそうにもないしね」

「だから、戦うというのか？」

「戦うかどうかは分からないけど、とにかくレイルズにはついて行かせてよ。いざとなれば、姿隠かくしの呪文で消えてしまうからさ。それに逃げ足だって、早いしね」

　ビーンの言葉で、レイルズの心はなかば決まった。

　このまま砦にいても、危険はさほど変わるまい。ならば、身近なところにいてもらったほうが、いざというとき守ることができる。

　レイルズは、バッソーとシャイロンのふたりに意見を求めた。

「戦うのは気が進まねぇけどよ。砦とりでに置いてかれるのも心細いしなぁ」

「罪もない人々が不幸に泣かぬために、わしら幸運神チヤ・ザの神しん官かん戦士がおるのだ」

　どうやら、ふたりも行動を共にしてくれるらしい。

　彼らは熟練の冒ぼう険けん者しやである。力になってくれることは、間違いない。

「よし、決めた」

　そう言って、レイルズはサイアに笑顔を向けた。

「みんなで行こう。任務はあくまで巡じゆん回かいだから、戦いになる可能性も低いだろう。それに、魔ま法ほうの援えん護ごがあるのは、ありがたいしね」

「ありがとう、レイルズ」

　サイアは顔をくしゃくしゃにして、レイルズの胸に飛びこんできた。

「礼を言われることじゃない。でも、本当に気をつけてくれよ。乱らん戦せんになりそうだったら、すぐに逃げるんだ。離れたところから、魔法で援護してくれたらいいんだから」

　その言葉には答えず、サイアはレイルズの背中に手をまわし思いきり抱きしめてきた。彼女の淡あわい胸の膨ふくらみが、感じられる。

　レイルズはかるく抱ほう擁ようを返してから、彼女の背中を叩たたいて離れるように合あい図ずした。

　名残なごり惜おしそうな感じで、サイアはレイルズと距離を置く。
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「行くんなら、準備を急いでくれよ。日が暮くれるまでには、最初の集落に行きたいから」

「まったく、おまえは忙いそがしい奴やつだねぇ……」

　バッソーが、あきれたように言った。

「忙しいんだよ。あと十五人ほど集めなければならないんだから」

　レイルズはバッソーに答えると、その言葉どおり、すぐに部屋から飛びだした。

　他の百人隊長よりも早く行動しなければ、強い戦士を集めることができないだろう。

　なにしろ、サイアたちが同行することが決まったのだ。

　頼もしい助すけっ人とは、喉のどから手が出るほどに欲しかった。
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　滝たきの音が、激はげしい。

　風に乗って、水しぶきが飛ばされてきているようだ。灰色がかった金きん髪ぱつが湿しめりを帯び、重くなった感じがする。

　目の前には、雄大にそそり立つ断だん崖がいがあった。

　神の城じよう壁へきと呼ばれている絶ぜつ壁ぺきである。この崖がけのために、ダナーンの民は二百年もの長きに渡って、神々の住まう地と謳うたわれたクリスタニア大陸へ、一歩も足を踏み入れることはできなかったのだ。

「十年前と同じだな……」

　男はつぶやき、神の城壁を切り裂さいている巨大な亀き裂れつに目を向けた。

　同時に、心は遠い過去へと転じていた。

　この辺へん境きようの村ハークの領主として、王都から派は遣けんされたときのことだ。宰さい相しようからは、この村に巣すくう王党派の一いつ掃そうと、ひとりの男の命を奪うばうことを使し命めいとして与えられていた。

　その男の名前は、ハーヴェン。ハークの村のもとの領主であり、庶しよ子しながらも先王の血を受け継ついだ、れっきとした王族である。

　その男は、争うことを好まず、自ら命を断たった。

　ただ、ハーヴェンの血を受け継ぐひとりの若者が、五人の仲間たちとともに、今、目にしているのと同じ亀裂を通って、神々の住まう地へと登っていった。

　神々に選ばれた者として、六人の若者たちは吟ぎん遊ゆう詩し人じんたちの謳うたう伝説に名前をとどめている。

　もちろん、彼らが登ってゆくのを見送った、男の記き憶おくのなかにも……

　男は、血ち煙けむりの騎き士しと呼ばれている。

　近この衛え騎士団長ラッセル・ウィンザール。

　もっとも、上級騎士となり、家名を与えられてからまだ十年しかたっていない。

　栗くり毛げ色の駿しゆん馬めに跨またがり、鎧よろいは着けず、長剣バスターソードのみを腰に差している。風にたなびくマントは、表も裏も真しん紅くに染められている。血煙の騎士と呼ばれるようになってから、好んで身につけるようになった色だ。

　ラッセルは短く刈かった髪かみを、後ろに流していた。そのため、広めの額がことさら強調されて見えた。瘦やせた頰ほおから顎あごにかけて、無ぶ精しよう髭ひげを伸のばしている。

「この亀き裂れつが走ってから、すでに四か月。それにもかかわらず、閉じようとする気け配はいがないというのか？」

　正面に目を向けたまま、ラッセルは独ひとり言ごとのように問うた。吟ぎん遊ゆう詩し人じんもかくやというような澄すんだ声が、精せい悍かんな顔には不似合いに感じられる。

「もはや、このままということはありますまいか」

　ラッセルの後ろに控えていた男が、そう答えてきた。

　その男も、また騎き士しの装よそおいだった。名をノルヴァという。四か月前に、王城に忍しのびこんだ賊ぞくの追つい討とうの命を受けて、この村にやってきた。

　賊はいったん捕らえることができた。だが、突とつ然ぜん、大だい地じ震しんにみまわれ、牢ろう屋やが崩くずれ、賊はふたたび逃とう亡ぼうした。

　やっきになって行ゆく方えを調べたあげく、この巨大な亀裂を発見したのである。

　ノルヴァは、この事実を王都にいる宰相に報告し、指示を仰いだ。

　賊たちは、おそらく、この亀裂を登って神の城じよう壁へきの向こうへと逃れたのに違いない。

　王都からは、新たに数名の近衛このえ騎士が派は遣けんされてきた。

　だが、人数が集まったとて、下級の騎士では判断のくだしようもない。なにしろ、この神の城壁の向こうにあるのは、神々の聖せい地ちなのだ。

　いろいろ迷ったあげく、ノルヴァは近衛騎士団長ラッセルの来らい訪ほうを願った。騎士団長に宛あてた嘆たん願がん書しよには、ひそかに彼の息子むすこに関する噂うわさを添そえておいた。

　血ち煙けむりの騎士の息子が、ふたりの仲間と共に神々の住まう地へと登っていったという噂である。その真しん偽ぎのほどは、分からない。しかし、王都へ向かうと言って旅立ってから、彼の姿を見た者は誰だれもいないのである。

　騎士団長の夫人にも尋たずねてみたが、彼女の口からも、噂を肯こう定ていするような答えが返ってきた。

　嘆願書を出してからも一か月以上、待たされた。

　北のほうで、小規模な反はん乱らんが起こったためだ。ラッセルは近衛騎士団の精せい鋭えいを率ひきいて鎮ちん圧あつに乗り出したが、反乱軍の抵てい抗こうは激はげしく、彼の帰き還かんは予想以上に遅おくれたのだ。

　ラッセルがこの村に到着したのは、昨日の夜、遅おそくのこと。

　そして、朝一番から、この神の城壁に刻まれた亀裂のところへ案内させたのだ。

「いかがいたしましょうか？」

　ノルヴァは、重ねて問うた。

「行くしかあるまいよ」

　ラッセルはそう答え、馬ば首しゆを巡めぐらせた。

「おまえは、賊ぞくの追つい討とうの命を受けていたのだろう。賊が神々の住まう地へ逃げたとあれば、かの地へ追いかけるのが任務」

　思いもかけない、言葉だった。

　驚きよう愕がくの思いで、ノルヴァは血ち煙けむりの騎き士しの横顔を見つめた。顎あごの先がわずかに反そり返っているのが、この位置からだと分かる。

「御ご子し息そくを探してこいということですか？」

「うがった見方は、せぬほうがよいぞ。わたしの息子は、自らの意志でかの地に登ったのであろう。されば、自らの意志で降りてくるよ」

　そう言って、ラッセルは横目でノルヴァに視線を向けた。

　目が糸のように細められていた。

「か、かしこまりました……」

　その視線の鋭するどさに気圧され、ノルヴァは馬上で畏かしこまった。

「分かったら、即そつ刻こく、準備をせよ」

「もしや、ひとりで行けと？」

「不安なのか？」

　ハークの村の方へと馬を歩ませながら、ラッセルは冷たい声で言った。

「いえ、決してそのようなことは……」

［ならば、ひとりで行け。不安ならば、二、三人つけてやろうかと思ったが」

「も、もうしわけありません。本心を言いますれば、いささか……」

　ノルヴァは騎士団長に完全に飲まれてしまい、しどろもどろになっていた。

「それで、誰だれをつけていただけますので……」

「適てき任にん者しやを連れてきている」

　ラッセルの顔に笑みのようなものが一いつ瞬しゆん、浮かんだように見えた。

「適任者ですか……」

「かつて賊ぞくの仲間だった冒ぼう険けん者しやたちだ。皆みな、なかなかに腕うではたつ。宰さい相しよう閣かつ下かに対する忠義のほどは分からないがな」

　ノルヴァは、愕がく然ぜんとなった。

　なにゆえ、そんな男たちが適任者なのか。彼には、まるで理解できかねた。

　もしかして、ラッセルは自分を処しよ分ぶんしたいのではないかという気がした。内ない密みつに息子むすこのことを知らせたため、かえって疑ぎ念ねんを抱いだかせたのかもしれない。

「顔が蒼あおいぞ。不服があることを相手に悟さとられるようでは、近この衛えの騎士は務まらんな……」

「お、恐おそれ入いります」

　血煙の騎士が恐れられているのは、その剣けんの腕うでだけではないことを、ノルヴァは今いま頃ごろになって思いだした。眼がん光こう鋭するどいその目は、人の心までを見通すとの噂うわさがあるのだ。

「安心するがいい。わたしの見たところ、あの冒ぼう険けん者しやどもは利のために動く。苦しい逃とう亡ぼう生活よりも、宰さい相しよう閣かつ下かの忠実な従僕しもべとして栄えい華がを極めることを望んでいるようだ。威い厳げんを失うな。クリスタニアに上がってからは、臨りん機き応おう変へんに対たい処しよをせよ。宰相閣下が何を望まれているか、そのことだけを考えるのだな。さすれば、自分が何をすべきか、おのずから見えてこよう」

　ノルヴアはうなずいた。

　だが、端はたから見れば、うなだれたようにしか見えなかったであろう。

　滝たきの音を背にしながら、ふたりの騎き士しは森の小道へと馬を踏ふみ入れた。

　ノルヴァは後ろを振り返り、巨大な断だん崖がいをもう一度、見つめた。

　聳そびえたつ絶ぜつ壁ぺき、その向こうには神々の聖せい地ちがあるとされてきた。そこへ赴おもむくことを、自分は命じられたのである。

　己おのれの運命を呪のろいたい気分だった。

　なにゆえ、自分のような俗ぞく物ぶつが、神に選ばれなければならないのだろう。




　かつて、イースロと呼ばれた集落があった場所は、三年前からベルディア軍の駐ちゆう屯とん地ちとなっていた。

　広い範囲にわたって森が切り開かれ、その中央には堅けん牢ろうな砦とりでが設けられた。

　砦の周囲には街まちが興おこされ、昼も夜も混こん沌とんとした活気に包まれている。

　街まちを歩く人々の姿も、多様を極めている。

　ベルディアの地に先住していた三つの神しん獣じゆうの民たみ、支配の神しん獣じゆう王おうバルバスに従う猛もう虎この部族、緑りよく翼よくの鵡おうむタルキィーの従者たち沈ちん黙もくの部族、そして斑まだらの大おお山やま猫ねこメルキシュを奉ほうじる悟さとりの部族。それから、十年前に神獣の民の連合を裏切り、ベルディア軍に加勢するようになった双そう尾びの狐きつねスマーシュに従う双そう面めんの部族に属する者。

　ベルディア軍に反はん抗こうした神獣の民たちは、奴ど隷れいとされ手と足に枷かせをはめられている。

　これに、漂ひよう流りゆう民みんである暗あん黒こくの民たみの人間や妖よう魔またちが加わる。服装も文化もまったく異なる人々が行き交う姿は、ベルディアの領外では絶対に見られない光景だ。

　この街は、昼も夜も賑にぎわいが絶えることはない。

　そんな街の様子を、砦とりでの最上階から見下ろしながら、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくことグレイルは、獣けものの牙きばの砦に忍しのびこませている密みつ偵ていからの報告を聞いていた。

　報告しているのは密偵自身ではなく、連絡つなぎの者である。

　なんでも、獣の牙の砦がかつてない動きをしているらしい。周辺の集落を巡じゆん回かいし、妖魔たちの侵しん入にゆうに備えているというのだ。

「奴やつらも、まんざら無む策さくではないということか」

　その報告を聞いたとき、グレイルはむしろ愉ゆ快かいそうに言ったものだった。

「なんでも、新しい百人隊長が、提案したのだそうです。失われた大地からやってきた大白鳥の部族の戦士だということですが……」

「失われた大地から来た戦士だと？」

　聞き捨てならぬ言葉であった。振り返ったグレイルの顔が、彼自身、気づかぬうちに憎にくしみのために醜みにくく歪ゆがんでいた。

「どんな男なのだ。その百人隊長は！　金きん髪ぱつの若者か？」

「ど、どんな男といわれましても……」

　連絡つなぎ役やくの男は、思わず後ろによろめいた。

　グレイルの言葉に、突き飛ばされたような感じだった。

「知っているのか！　それとも、知らないのか!!」

「申もうし訳わけありません。すぐに報告するように、密みつ偵ていのカデラに伝えます」

　掠かすれた声で答えて、男は逃げだすように部屋を後にした。

　入れ替かわりに、真っ黒な甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎き士しふうの男が、部屋に入ってきた。

「ずいぶん、荒れていますな」

　グレイルは、その黒こく衣いの騎士を睨にらみつけた。

　だが、騎士は怯ひるんだ様子はない。それどころか、微笑さえ浮かべ、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくの視線を受け止める。

　金髪を長く伸のばした白面の男で、鼻の下に髭ひげを蓄たくわえてなければ、女性と見間違えられそうな美び貌ぼうの男である。年の頃ころは二十代の後半。重厚な甲かつ冑ちゆうを着ていることを意識させないほどに、軽快な足取りである。

　鍛きたえぬかれた戦士でなければ、とてもそんな動きはできまい。

「あなたの右目を奪うばった男でも、見つかったのですかな？」

　黒こく衣いの騎士はそう言って、白はく濁だくしたグレイルの右目をじっと見つめた。

「ディラント卿きよう、オレを侮ぶ辱じよくする気か？」

「まさか、気を悪くなされたのなら、御ご容よう赦しやください」

　騎士は真ま顔がおに戻もどると、ゆっくりとグレイルの前に進みでた。

「神王陛へい下かから、命令が下ったようですな」

「そのことか……」

　グレイルは鼻を鳴らし、見み下くだすような目でディラントという名の騎士を見つめた。

「獣けものの牙きばの砦とりでを抜き、シレーネの集落を攻める」

　その言葉に、ディラントはわざとらしく驚おどろいてみせた。

「けっこうなことですな。それで、神王陛下は我らに力をお貸しいただけますので？」

「もちろんだ。偉大なる四つの従僕しもべを遣つかわしてくださるとのことだ」

「ならば、勝利は揺ゆるぎませんな」

　ディラントは、笑顔を浮かべて、まだ始まってもおらぬ戦いくさの戦勝祝いを述べた。

　それを見たグレイルの顔が、またも憎にくしみに歪ゆがむ。

「この戦い、オレが陣じん頭とう指し揮きをとる。ついては、ディラント卿きようの暗あん黒こく騎き士し団だんにも、出しゆつ馬ば願いたいのだがな」

「……まあ、よいでしょう。直じき々じきの御ご依い頼らいとあれば、断るわけにもまいりますまい。三百騎きほどを引き連れて、後ご詰づめをいたします。公こう爵しやくには存分に戦われますよう」

　表面的な慇いん懃ぎんさとは裏うら腹はらに、その声は冷ひややかでグレイルを敬うやまうような感じもなかった。

　ディラントは深く一礼すると、鉄てつ靴かの音も甲かん高だかく廊ろう下かへと下がった。

　その音に混じって、高らかな笑い声が聞こえてくる。

　黒こく衣いの騎士が去っていった扉とびらに向かって、グレイルは燃えるような視線を投げつづけていた。

「いつまでも不ふ遜そんな態度を取り続けていられると思うなよ」

　グレイルは吐はき捨てるように言った。

　廊下を歩きながら、ディラントもまた、剣つるぎの牙きばの公爵が言ったのと同じような台詞せりふを、つぶやいていた。

「いかがでした？　ディラント卿」

　廊下の角を曲がったところで、ひとりの男が彼を恭うやうやしく出迎えた。黒くろ塗ぬりの甲かつ冑ちゆうを着た初老の男である。

「御苦労だなベッグ、館やかたで待っていればよいだろうに……」
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「そうはまいりません。あの卑ひ劣れつな男のこと、いかなる罠わなを仕し掛かけていることやら」

「罠でも仕掛けてもらえれば、むしろ好こう都つ合ごうというものだ。あの男を始し末まつする口こう実じつができるからな」

「ですが、あの男は神王陛へい下かのお気に入りですぞ」

「偉大なる神王、バルバス陛下か……」

　ディラントはつぶやき、小さく笑みを浮かべた。

　三百年の眠りから目め覚ざめた、支配を司つかさどる神。

「神王陛下は、またも奇き跡せきを起こされるらしい。獣けものの牙きばの砦とりでを抜き、一気にシレーネを攻め落とすとグレイルめが、息まいていたよ」

「それは、可能でしょうな」

「おそらくな。よくがんばったが、銀ぎん狼ろうの部族もこれまでだろう。ところで、話は変わるのだが……」

　ディラントは初老の騎き士しを招き寄せると、その耳元で何事か囁ささやいた。

「ほほう、そのようなことが」

　話を聞くうちに、初老の男は楽しそうな表情になった。

「廊ろう下かを歩いているときに、聞こえてきたのだ。信頼できる奴やつをひとり……、頼たのんだぞ」

「かしこまりました」

　ふたりの騎士は肩を並べると、砦とりでの廊ろう下かを歩いた。

　鉄てつ靴かの音をけたたましく鳴らしながら。
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　シレーネの集落は、イスカリア地方のほぼ中央部に位置している。

　集落の中央には、イスカリア地方を東西に縦断する街道が走っており、忘ぼう却きやくの地フォレースルからラブラドル大だい地ち境きよう地帯へと至る、南への街道の出発点ともなっている。

　クリスタニアにおいては、最近になるまで街道は発達していなかった。

　イスカリアを縦断するこの街道でさえ、二台の荷車がすれちがうのがやっとで、石いし畳だたみやレンガなどで舗ほ装そうもされていない。むきだしの土道は、雨になるとぬかるみ、通行することさえままならない。荷車の車輪の幅も統一されてないので、車輪を轍わだちに乗せて、走らせることもできない。

　かつて、神しん獣じゆうの民は、自らの部族の支配地から出ることはなかった。人の行き来はほとんどなく、隣となりの集落とさえほとんど交流はなかったという。

　しかし、三百年前に暗あん黒こくの民たみが裏切りの大地に上陸し、クリスタニア本土への侵しん略りやくがはじまってから状況が変わりはじめた。

　ベルディア半島と領土を接していたのは、フィンガル地方北部に勢力をもつ、大おお鹿じかの神獣ディレーオンに従う枝えだ角つのの部族と、イスカリア西部の草原地帯を支配する狐きつねの神獣スマーシュに属する双そう面めんの部族である。

　そのふたつの部族は、いずれも武力において劣おとっていた。それゆえ、他の部族に援えん軍ぐんを求めざるをえなかった。かくして、組織されたのが、傭よう兵へい団だん「獣けものの牙きば」である。

　神獣の民の各部族は、戦士たちを送り、食料や武器などの援助も行った。というより、双面の部族が隊商キヤラバンを組んで、クリスタニア各地をまわり、他の部族から戦士を募つのり、援助物資を乞こうたのである。

　双面の部族の隊商たちは、各部族の特産品を他の部族のそれと交換しながら旅を続け、最終的には獣の牙の砦とりでに運びこんだ。

　これがクリスタニアにおける交こう易えきの始まりとなった。

　街道が整備されるようになったのは、それ以降のことである。そして、神獣の民は、生まれ育った故郷を離れて、見知らぬ土地を旅するようになった。

　双面の部族の隊商たちは、十年前に神獣スマーシュの神しん託たくにより、ベルディア軍へと寝ね返がってのち、姿を現さなくなった。

　しかし、交流と交易は残った。

　ここシレーネの集落にも、銀ぎん狼ろうの民たみに混じって、他の部族の人間の姿が、ぱらぱらと見受けられるようになっている。

「この集落も、変わったわ……」

　西の門から入り、大通りを族長の館やかたへと向かって歩きながら、マリスは誰だれにも聞こえないように、小さな声でつぶやいた。

　彼女を取り巻くように、五人の戦士たちが黙もく々もくと歩いている。彼らは皆みな、ハーケーンの集落出身の戦士たちで、傭よう兵へい団だん「獣けものの牙きば」の砦とりでからの道中、マリスの護ご衛えい役やくを務めてくれた。

　普通なら、獣の牙の砦からシレーネの集落までゆうに五日はかかるところを、マリスたちは三日足らずで駆かけ抜けてきた。もちろん、能力タレントを使ったからだ。狼おおかみの脚きやく力りよくを自らの足に与え、街道をひた走りに走ったのだ。

　マリスがこの銀ぎん狼ろうの部族、最大の集落を訪れるのは三年ぶりのことだ。そのたった三年のうちに、集落の雰ふん囲い気きは驚おどろくほど変わっている。

　シレーネの集落も、他の銀狼の部族の集落と同様、できるかぎり森を損そこなうことなく造られている。丸太を組みあげ、屋根に藁わらを葺ふいた家々は、木立のあいだに建つよう細長い形をしていた。周囲の木々から伸のびた大枝が藁葺き屋根の上に覆おおいかぶさるように茂しげり、木こ洩もれ日びが屋根の上に魚の鱗うろこにも似た模様を描えがきだしている。

　森の木立はほぼ等とう間かん隔かくに生えているので、建物の並びも整然としたものになる。道路も格こう子し状じように走っている。ただ、集落の真ん中を流れている小川が勝かつ手て気ままに蛇だ行こうし、集落の風景に変化を与えている。

　マリスたちが歩いている大通りの両側には、宿屋や酒さか場ば、食べ物量が並んでおり、派は手でな色のフェルト布を敷しき、そこにさまざまな品物を並べて売っている行ぎよう商しよう人にんたちの姿も目立つ。双そう面めんの部族の隊商キヤラバンが来なくなってからは、交こう易えきの魅み力りよくに取りつかれた者たちが、生まれ育った集落から飛びだして、行商を営むようになっている。

　最近では、銀や真銀ミスリル、金、白金プラチナ、さらには貴石、宝石などが通貨として用いられるようになってきた。毛皮の枚数や穀物の量で、物の値ね打うちが定められていたのは、もう昔の話だ。

　周期が乱れる前には、存在しなかった新しい仕組みである。だが、古いにしえの民の王国スループやベルディア、それから失われた大地に王国を築いている新しき民は、遥はるかな昔から通貨を介かいして、物を交換していたという。

「周期の定めは、変化を否定しているというのに……」

　マリスは、そっとつぶやいた。

　変化は、混こん沌とんに属する力である。

　周期が律りつする世界では、同じ歴史が永遠に繰くり返される。変化という概がい念ねんとは、無む縁えんであるのだ。それゆえ、世界は完全であり、永続でありつづける。

　シレーネの族長やハーケーンの長老からは、そのように教えられてきた。

　だが、神しん獣じゆうの民たみは外からの圧力により、望むと望まざるとにかかわらず、変化を強いられている。そして、シレーネの集落を歩いていると、人々はその変化を受け入れているのではないかという気になってくる。

「銀ぎん髪ぱつの……」

　そのとき、ふと、そんな囁ささやきが耳に飛びこんできた。

　声の方をうかがえば、ひとりの老人が道端でマリスに向かって畏かしこまっていた。

　マリスは老人に向かって微ほほ笑えみながら、複雑な気持ちになった。

〝銀髪の者〟であるがゆえに、マリスは同族の者から、いつも特別な目を向けられてきた。尊敬、崇すう拝はい、畏い怖ふ、羨せん望ぼうなど……

　生まれたときから、ずっとそうだった。そして、いまだに慣なれることはできない。

　髪かみが銀色であるだけで、なぜ他の子供と違うのか、幼い頃ころのマリスは疑問に思っていた。

　同じ年頃の子供とは遊ばせてももらえなかった。戦士たちはマリスに武器の扱いを叩たたきこみ、老人たちは部族の伝説や慣習を教え、長老は集落を治めるための心得を伝でん授じゆした。

　すべてを知ったのは、十歳にしてハーケーンの若わか長おさとなり、このシレーネの集落に住む族長に会ってからのことだ。

　銀髪の者はフェネスに選ばれし者、次代の部族の長となる資格を有する者──

　十万を越える銀ぎん狼ろうの民たみのなかでも銀髪の者は、現在の族長ロッフと東方の大集落メイレンの長老タリオ、そしてイースロの若長だったターニルとハーケーンの若長だったマリスのたった四人しかいないのだ。

　自分が銀髪の者であることは、マリスにとって喜びではなかった。苦痛というほどでもないが、大きな重圧を感じてきた。

　しかも、今、銀ぎん狼ろうの部族はクリスタニア創そう世せい以来の危機的状況にある。銀髪の者であるというだけで、マリスにはこの危機を打開せねばならない責任があるのである。

　五百人たらずの人口のハーケーンの集落さえ救えなかったのだ。そんな自分が、はたして十万人もの人々を救えるものだろうか？

　そんな疑問を抱いたとき、長老の館やかたの前にたどりついた。

　長老の館は大通りから横道に析れたその行き止まりにあり、ここばかりは、広範囲に森が切り聞かれていた。

　館の周囲には、人間の背せ丈たけほどの高さの石いし垣がきが円形に積みあげられ、正面の門には、丸太組みの頑がん丈じような扉とびらが備えられている。今は、内側に開け放たれているが、夜になればぴたりと閉ざされる。そして、戦いくさとなれば、そのときにも……

　門前には屈くつ強きようの戦士がふたり、長槍ロングスピアを持って立っていた。鎧よろいこそ着ていないが、上半身が隠かくれるほどの大きな円形の楯たてを持っている。

　マリスは彼らの方に歩みよると、かるく会え釈しやくをした。

「あんたは、たしかハーケーンの……」

　守しゆ衛えいの戦士のうちのひとりが、マリスに気づき、そう声をかけてきた。

　マリスはうなずき、

「若わか長おさのマリスです。族長にお願いがあってまいりました」

　と答えた。

　その守衛の顔に見覚えはなかったが、三年前にこの館やかたへと来たとき、会っているのだろう。

「どうぞ、お通りあれ。ちょうど、メイレンの長老も見えておられる。おふたりとも、さぞお喜びになることでしょう」

「メイレンのタリオ様が？」

　マリスはいぶかしそうに、眉まゆを寄せた。彼もまた、銀ぎん髪ぱつの者なのだ。

「暗あん黒こくの民たみがやってくるようですからな。いかに迎むかえ撃うつかの相談でもしているのでしょう」

　守衛は答えながら、マリスに手を差し伸のべて、門のなかへと誘さそった。

　マリスは砦とりでからの護ご衛えいを務めてくれた五人の戦士たちに、目で合あい図ずをすると、門をくぐり、館の中庭へと入った。正面の奥には、丸太のうえから藁わらを混ぜた粘ねん土どで塗ぬりかためた長老の居館があり、左には馬小屋が、右には兵へい舎しやが建っている。

　マリスと五人の戦士は、三つの建物に取り囲まれた中庭を進んだ。

　長老の居館の玄関前にも守衛の戦士がひとり立っていたが、マリスの姿を──というより、その銀髪を見ると、無言で頭を下げて、道を開けてくれた。

　マリスは護衛役の戦士たちには中庭で待つように言って、自らは扉とびらを開けて館へと入った。

　扉を入ったところは大部屋になっており、種々の請せい願がんや争い事の調ちよう停ていを求める者の姿が三十人ばかり見受けられた。

　族長の館にやってくるのは、集落の長老や若長、戦士団の頭かしら、祭さい儀ぎの司つかさといった、部族の実力者たちだけである。

　彼らの手に余る問題の解決が、ここには持ち込まれるのだ。

　マリスは人々のなかに、メイレンの族長タリオの銀髪を探したが、この大部屋には彼の姿はなかった。ちょうど、族長ロッフと話をしているところなのだろう。

　部屋に入ってきたマリスを見て、大部屋で待機していた人々のあいだに、ちょっとした動どう揺ようがおこっていた。

「銀髪の者……」

「たしか、ハーケーンの……」

　そんなつぶやきが、聞こえてくる。

　マリスは人々に挨あい拶さつを送り、空いていた丸木の椅い子すに腰を下ろした。

　すぐ近くのテーブルには、食べ物の入った皿が並べられ、陶とう器きの壺つぼには飲み物も用意されていた。マリスはこの三日間というもの、ほとんど飲まず食わずで駆かけ通してきたので、それを見て、激はげしい空腹感を覚えた。

「銀ぎん髪ぱつの者だって、お腹は空すくわ……」

　マリスは心のなかでそうつぶやき、乱らん暴ぼうな手付きで食べ物を手に取った。

　近くにいた若い戦せん士し頭がしらが、緊きん張ちようした面持ちで、マリスに飲み物をついだ木製のジョッキを差しだしてくる。

「ありがとう」

　マリスは笑顔で礼を述べて、男の手からジョッキを受け取った。

　注がれていたのは真しん紅くの葡ぶ萄どう酒しゆだったので、マリスはかるく一口、喉のどに流しこんだ。全身が火ほ照てってくる感覚があり、マリスは気分がほぐれてくるのを意識した。それから、木の実から作られた薄焼きのパンを、手でちぎって口に運ぶ。

　戸外で持っている五人も空腹であることを思いだし、マリスは空いていた皿に木の実のパンを十枚ばかり重ねて、葡萄酒が入っている壺と一いつ緒しよに手に持った。

　扉とびらを開けて表へ出て、建物の隅すみで輪になって座っている戦士たちを見つけだすと、彼らのところへ笑顔を浮かべて歩いた。

「ありがたい」

　ひとりの戦士が歓かん声せいをあげて、マリスのところへやってきた。そして、皿と壺を嬉うれしそうな顔で受け取る。

「しばらく、待つことになりそうです。皆さんは、大通りの途中で見つけた酒さか場ばにでも、行っておいてください。長老との話が終われば、わたしも行きますから」

　マリスは腰に吊つるした小こ袋ぶくろから宝石を一個と金の小こ粒つぶをいくつか取りだすと、その戦士に手渡した。

「よろしいのですか？」

「もちろん」

　マリスは微ほほ笑えみながらうなずいた。

　そして、五人に挨あい拶さつを送って、ふたたび族長の館やかたのなかへと入った。

「おおっ、まさしくハーケーンの若わか長おさではないか」

　屋内に入るといきなり、陽気な声がした。そして、ひとりの男が近づいてくる。

「タリオ様！」

　メイレンの集落の族長タリオは、たっぷりと太った初老の男だった。鼻の下に髭ひげをたくわえているが、それがとても薄く、長く伸のびた産毛うぶげのようにしかみえない。

　タリオはマリスのそばにくると、丸太のような腕うででマリスを抱きしめた。

　上背もかなりあるので、マリスの顔は分厚い胸に埋うまってしまい、息ができなくなった。

「ハーケーンが襲しゆう撃げきされたと噂うわさで聞いていたから、心配しておったぞ。よく、無事だった」

　腕のなかからマリスを解放すると、タリオはそう言って、マリスの顔を両手で挟はさんだ。

　子供のような扱いだが、マリスにはそれが嬉しかった。この陽気な老人には、マリスは肉親のような親しみを感じている。

「集落を守ることができずに、申もうし訳わけありません……」

　ハーケーンのことを思いだし、マリスは深くうなだれた。

　マリスの両親は無事に逃げおおせたが、長老は村と運命を共にしていた。戦せん士し頭がしらのザイツも、マリスたちを逃がすために、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくグレイルによって命を奪うばわれたと聞いている。ザイツは、銀ぎん狼ろうの部族の戦士のなかでも、屈くつ指しの腕前をもった勇ゆう者しやだったのだが……。

「ハーケーンのような小さな集落では、とうてい守りきれんよ。だが、このシレーネは違うぞ。もちろん、わしのメイレンもな」

　タリオはマリスの肩に手を回すと、大部屋の奥へと誘さそった。

「族長が、お待ちかねだ」

　それから、タリオは大部屋で待機していた者たちに向かって、今日の請せい願がんは終わりであることを告つげた。

「ただし、長老と戦せん士し頭がしらは、オレと一いつ緒しよに来てくれ。族長が相談したいことがあるらしい」

　自分が特別扱いされたことに、人々が不満を抱くまいか、とマリスは心配したが、彼らはむしろ納なつ得とくした顔で帰ってゆく。

「彼らの願いは、自分たちの集落を守ってほしいということだ。最近、シレーネの周辺にも、暗あん黒こくの民たみの妖よう魔またちが出しゆつ没ぼつするようになったのでな」

　マリスの不安を察したのだろう。タリオが、そう説明してくれた。

「この辺あたりにも……」

　マリスは、驚おどろいた。

　ベルディア軍は妖魔たちを使って、こちらを攪かく乱らんしている。その魔まの手てが「獣けものの牙きば」の砦とりでばかりではなく、シレーネにも及びはじめたというのだ。

　奥の扉とびらを出ると、まっすぐに廊ろう下かが延のびていた。

　縦割りされた丸太を並べて平らにされた床ゆかは、汚れのためか、塗ぬり込こめられた樹じ脂ゆしのせいか、黒っぽい色をしていた。窓はなく、油を入れた小こ皿ざらに麻あさ紐ひもを置いただけの簡素なランプが、四か所設けられた壁かべの切り込みに置かれ、灯あかりが点つけられていた。

　煤すすけた空気が、目と鼻を刺し激げきする。

　廊下の突き当たりも扉となっており、その向こうが族長の部屋となっている。公務を行うための部屋で、彼と彼の家族が暮くらす私室は二階にある。

　マリスはタリオに従い、薄うす暗ぐらい廊下をおずおずと進んでいった。

　マリスの後には、十人ばかりの長老、戦士頭が続いている。彼らは皆みな、緊きん張ちようした面持ちであり、事態の深刻さがうかがえた。

「一度や二度、妖魔に襲おそわれたぐらいで、これほどまでに動どう揺ようするとは……」

　マリスはそう心のなかでつぶやきかけて、すぐに思いなおして、自らの考えを打ち消した。

　彼らの集落が襲おそわれたのは、クリスタニア創そう世せい以来、はじめてのことなのだ。
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　族長の部屋の扉とびらは開いたままで、廊ろう下かを歩いているあいだにも、中の様子がうかがえた。

　広いが殺風景な室内で、豪ごう華かな造りの椅い子すと机が部屋の奥に置かれているぐらいで、調ちよう度ど品ひんの類たぐいはほとんどない。床ゆかには黒くろ熊くまの毛皮が敷しかれ、部屋の壁かべには華はなやかな柄がらの毛織物が、かけられている。

　部屋の天てん井じようからは、使いふるした車輪が横向けに鎖くさりで吊つるされ、そこにランプが六つ固定されていた。そのうちの三つに灯あかりが点つけられ、高窓から入ってくる陽光と混じりあって、室内を明るく照らしている。

「皆みなの者、入るがよい」

　族長ロッフは、椅子には座らず、部屋のなかほどであぐらをかいて座っていた。すでに六十歳を越えるが、まだまだ生気は失われていない。瘦やせた身体からだをまっすぐに伸ばし、瞑めい想そうするように、目を閉じている。

　銀ぎん髪ぱつの者ではあるが、族長の髪かみはすでに雪のように真っ白になっていた。

「失礼する」

　タリオを先頭に、全員が室内に入ってゆく。

「マリスよ、こちらへ来るがよい」

　部屋に入ったとたんだった。長老が目を開き、タリオのあとに続くマリスに視線を向けた。

「お久しぶりでございます」

　マリスは緊きん張ちようした面持ちで、長老のそばに歩みよる。

「ハーケーンの集落が失われてから四か月、おまえはいったい何をしておったのか？」

　詰きつ問もんするような口く調ちようだった。

「獣けものの牙きばの砦とりでに身を寄せておりました。族長様へはその旨むね、知らせてくれるよう、集落の者に言い付けておいたのですが、連絡は届きませんでしたでしょうか？」

「そのような知らせは、受けておらん」

「それは、申もうし訳わけありませんでした」

　謝るようなことではないと思うのだが、とりあえず、マリスは頭を下げておいた。

「とにかく、無事であってなによりだった。ここに集まった皆の者にも、伝えておこう。我々、銀ぎん狼ろうの民たみはたとえ集落が違えども、皆、家族も同然だ。もし、皆の集落が不幸にして失われたとしても、決して絶望することはない。人がいるかぎり、集落はふたたび再建できる。だが、失われた命は次の周期まで取り戻もどすことはできぬ。命を大事にせよ。ひとたび負けたとしても、最後に勝てばよい」

　族長の言葉は、まるでターニルに向けられているようだ、とマリスは思った。

　自分が無事であることの知らせもいってないのだ。当然、ターニルが生きていることは知らされてはいまい。

　その事実は傭よう兵へい団だん「獣けものの牙きば」が、銀ぎん狼ろうの部族にとって関心事でないことの表れのように、マリスには思えた。

「族長様、本日はお願いがあってまいったのです」

　これから、どんな話し合いになるのか予想もできなかったので、マリスはまず自分の使し命めいを果はたそうと思った。

「いかなる願いか？」

　族長は静かに問うた。

「お願いというのは、獣の牙のことです」

「おまえが身を寄せていたという傭兵団か……」

　マリスが獣の牙に属していたことを、快く思っていない口く調ちようだった。

「獣の牙の砦は、今、重大な危機に陥おちいっています。それは、ベルディア軍のためではありません。食料が不足しているためです」

「食料が不足している？」

「はい、このままではあと、七日のうちに食しよく料りよう庫こは空になるでしょう。砦を支し援えんしていた近きん隣りんの集落が妖よう魔またちに襲しゆう撃げきされ、食料が思うように収められていないのです」

「……なるほどな」

　長老は静かにうなずいた。

「シレーネの周辺にも、稀まれにだが姿を見せるようになった。森を抜けてくるのだから、手の打ちようがない。奴やつらの狙ねらいは、食料にあるようだ。家か畜ちくを奪うばい、穀こく物もつ庫に火を放とうとする」

「すべての橋に兵へい舎しやを建て、戦士を駐ちゆう屯とんさせればどうでしょうか？　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの妖魔どもとはいえ、川を泳いでくるとは思えません」

　マリスは、反射的に口をついてでた自分の言葉に驚おどろいた。レイルズなら言いそうだと思ったのだが、まさか、自分にそんな発想ができるとは思いもしなかったのだ。

　周囲の者の反はん応のうが気になった。戦士の頭かしらのうちの何人かは、妙みよう案あんだというように深くうなずいていた。しかし──

「そんな任務のために、戦士たちを割さくわけにはいかん」

　長老のひとりが、そんな反論をした。

「あなたの集落の人口は何人で、戦士たちはいったい何人いるのですか？」

　マリスは厳きびしい顔で振り返って、その老人に問いかけた。

「わたしのティシャルは小さな集落だ。人口は三百ほどか。訓くん練れんされた戦士たちは、二十人にも満たない。集落が襲おそわれれば、百人ぐらいは武器を取ろうが……」

「それだけの数がいれば、たとえ五十匹の妖魔が攻め寄せてきたとしても、十分、防ぎきれます。そして、ベルディアの妖よう魔またちの一集団は、だいたい三十ほどなのです」

　獣けものの牙きばの傭よう兵へいたちなら、十人の手て勢ぜいで三倍の数の妖魔を迎むかえ撃うつ。それぐらいの数なら、ひとりの戦死者も出さずにすむだろう。

「戦士たちの務めは、自分が生まれ育った集落を守ることだ」

　その長老の顔には血がのぼり、声は震ふるえていた。臆おく病びよう者もの呼ばわりされた、と思ったのかもしれない。

「ティシャルの長おさよ、おまえの言うとおりだ」

　ロッフ族長の厳おごそかな声がした。

「戦士たちには、それ以外の役割を与えようとは思わぬ……」

　それ見たことかと、ティシャルの長老はマリスを睨にらみつける。

　そんな視線は気にもならなかったが、長老の言葉には失望を感じた。ただ、守っているだけでは、敵に勝つことは絶対にできないのである。

　だが、族長の言葉に反論する気はなかった。戦士たちに与えられた役割は、長老の言ったとおりである。それは、神しん獣じゆう王おうフェネスによって定められた、決まりである。

「獣の牙の戦士たちはいかなる代だい償しようもなく、ベルディア兵と戦っています。せめて、満足ゆく食料を与えてあげてください」

　マリスは、ため息まじりに言った。
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「このシレーネにも、食料が余っているわけではないぞ」

「五十ある食料庫のひとつを空からにする気になれば、あの砦とりでは一年、保ちます。空になった食料庫は、一年後にはいっぱいになっているでしょう」

　いくら余よ裕ゆうがないとはいえ、三万もの人口を数えるシレーネである。千人ほどの傭兵を養えないはずがない。マリスはいらだちを覚えながら、重ねて食料を送るよう族長に願った。

「まあ、よかろう。食料庫をまるごとひとつ空にするつもりはないが、百日分の食料は援えん助じよしよう。おそらく、それ以上は必要あるまいから」

「それは、どういう意味なのですか？」

　マリスは表情をかたくした。

「あの砦があと百日、保つことはないという意味だ。西の集落から知らせが来ている。イースロのベルディア砦に、動きがあったらしい。おそらく、奴やつらは本格的に侵しん攻こうしてくるつもりだろう」

　マリスは、はっと息を飲んだ。

　くるべきものがきた、という、べきだろう。ベルディア軍が総力で攻めかければ、千人ほどの砦などひとたまりもないだろう。

「それなら、食料だけではなく、戦士たちも送らなければ。あの砦が抜かれたら、川から向こうは、完全にベルディアに支配されることに……」

「分かっておる」

　厳きびしい口く調ちようで、族長はマリスの言葉を遮さえぎった。

「西の集落を見捨てるつもりはない。集落を捨ててシレーネに集まるよう、長老たちにはすでに使いをだした。侵しん略りやく者しやどもとは、このシレーネで決着をつける。そのときに、戦士はひとりでも多いにこしたことはないからな」

「では、獣けものの牙きばの砦はどうなるのですか。あの砦にはクリスタニア各地から集まった神しん獣じゆうの民たみの戦士がたてこもっています」

「もちろん、知っておる。食料を送るときに、彼らにも警告しよう。それぞれの部族に帰るか、あくまで砦にこもって戦うか、その選せん択たくは彼らが行うだろう」

　マリスは啞あ然ぜんとして、族長の瘦やせた顔を見つめた。目の前にはらりと落ちてきた銀色の髪かみを、機械的な動作で後ろにかきあげながら。

「……分かりました」

　長い沈ちん黙もくのあと、マリスは胸にためた息を吐はきだすように言った。

「食料を送っていただけることだけでも、ありがたく思います」

　マリスは緩かん慢まんな動作で立ち上がると、族長に深くお辞じ儀ぎをした。

「どこへ行く？」

　呼び止めたのは、タリオだった。

「わたしは長老でも、戦士の頭かしらでもありませんから、ここにいるのは場違いでしょう」

「集落は失われたが、おまえはハーケーンの長おさも同然だ。この場にいる資格はある」

　タリオは族長の顔色をうかがいながら、マリスを引き止めようとした。

「おまえには、この集落に残ってもらいたいのだ。部族の戦士たちは、おまえの姿を見れば、勇ゆう敢かんに戦おう」

　銀ぎん髪ぱつの者であり、女性であるからか、とマリスは思った。戦いくさの勇気を司つかさどる精せい霊れいバルキリーの代わりとなることを、タリオは期待しているのだろうか。

「わたしは今、獣けものの牙きばに身を寄せています。戦士としてではなく、ただの下働きにすぎませんが。それでも、砦とりでが無事であるかぎり、砦には戻もどらねばなりません」

「馬ば鹿かなことを言うな。おまえは、神しん獣じゆう王おうフェネスに選ばれた者なのだぞ。寄せ集め傭よう兵へい団だんなどにいるべきではない。銀ぎん狼ろうの部族の者にとっての決戦の場は、ここ聖せい地ちシレーネだ。それぐらい、おまえにも分かるだろう」

「銀狼の部族にとっての決戦は、たしかにこの集落でしょう。ですが、神獣の民にとっては、違います。寄せ集めではあっても、獣の牙はただの傭兵団ではありません。部族の枠わくを越えて、神獣の民全体のために戦う勇ゆう者しやたちの集まりです。わたしは、彼らを誇ほこりに思っています」

　そう言い捨てると、マリスは返事を待たず族長の部屋から飛びだした。

　これ以上、族長やメイレンの長おさと顔を合わしていたくはなかったのだ。

　彼らが部族のことを最優先に考えるのは分かる。長老たちが、己おのれの集落を大事にする気持ちが分かるのと同様に。だが、もっと大局で物事を見なければ、侵しん略りやく者しやとの戦いには勝利できないように思えた。

　おそらく、神獣の民は変革を求められているのだろう。さもなければ、古い慣習に従って、滅ほろぶかだ。

　そう思ったとき、マリスはぞっとするものを感じた。

　このクリスタニアにおいて、古い慣習とは「周期」以外にありえないことに気づいたからだ。

「周期を捨てなければ、この戦いくさには勝てない……」

　その結論は、銀髪の者である彼女には、受け入れがたいものだった。しかし、それ以外の答えがどうしても見出せない。

「周期に殉じゆんじるべきなのか、周期を捨ててでも勝利を求めるべきなのか……」

　マリスは胸のなかで、そう問いかけた。そして、気がついた。

　問いかけるべき相手が、自分ではないことに。




　　　　３




　表へ出たときには、すでに日ひ差ざしが傾いていて、砦を出てから三日目が暮くれようとしていた。

　明日は荷に車ぐるまを調達したり、食料を積み込んだりと忙いそがしくなるだろう。荷車を引く、人手も集めなければならない。

　マリスが制止も聞かずに飛びだしたことで、族長ロッフは気分を害しているに違いない。だが、そんなことで約やく束そくを反ほ故ごにするような族長ではない。

　他人の上に立つ者は、自らの言葉に責任をもたねばならない。ハーケーンの長老から、いつも聞かされてきた言葉だ。

　守しゆ衛えいたちに挨あい拶さつを送って、マリスは族長の館やかたを後にした。

　人通りで賑にぎわう大通りへ出て、マリスは思いつめた顔で歩いていた。仲間の戦士たちは、酒さか場ばでマリスが来るのを待っているはずだ。

　だが、マリスの足は酒場とは反対の方向に向いていた。

　木々と家の軒のきとが交こう互ごに並ぶ大通りをしばらく進んだところで、小川にかかった橋の手前で左に折れる。そのまま、川沿いの小道を上流に向かった。

　やがて、集落の中心からはずれ、閑かん静せいな一いつ画かくへと出た。目の前には小高い丘があり、小川は、左へと迂う回かいする。

　だが、小道はそのまま、まっすぐに進んでいた。

　マリスは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたが、そのまま道を進んでゆく。すぐ近くの木の枝では、小鳥が忙いそがしそうにさえずっている。小川のせせらぎが、一歩ごとに遠くなってゆく。

　嗅かぎなれたはずの森の香かおりが、ふと意識された。集落のなかでは、人の暮くらしの臭においが強くて、森の香りが消されていたためだろう。

　そのとき、視界の片かた隅すみで、銀色の影かげが動くのが見えた。

　マリスははっとして、影の方に視線を向ける。

　銀狼シルバーウルフだった。神しん獣じゆう王おうフェネスの眷けん族ぞくが、警けい戒かいするようにマリスを見つめていた。

　自分の身代わりとなって命を落とした銀ぎん狼ろうサージのことが思いだされ、マリスは胸の痛みを覚えた。

「ここから先は神獣王の聖せい地ちなるぞ……」

　狼の意志が、マリスの心に滑すべりこんできた。

　獣人ビーストマスターは、眷族と意志の疎そ通つうができるのだ。

「知っています」

「なにゆえに、通ろうとする」

「神獣王の意志を知るために」

「神獣王は不在なり。あらためて、出直すがいい」

　やはり、神獣王は聖地にいないのか、とマリスは哀かなしく思った。銀狼の部族にとって、今は試し練れんのときである。それなのに、神獣王は聖地を離れ、いずこへ行ったのか分からない。族長や長老たちの不安や苛いら立だちは、つまるところ、神獣王の不在を原因としているのだろう。

　マリスにしても、それは同様だ。悪あく夢むにうなされて目覚めると、隣となりで寝ていたはずの母親がいなくなっているのに気がついた子供のような気持ちである。

「それでも、まいります。聖地せいちにて瞑めい想そうし、神しん獣じゆう王おうに呼びかけます。わたしの声は聞こえるはずです」

　銀狼シルバーウルフはゆっくりとマリスのそばに近寄ってきた。その目から、すでに警けい戒かいの色は消えていた。

　銀色の体毛が、森の木こ陰かげのもとで薄うすい輝きを帯びていた。そのために輪りん郭かくがぼやけて、実体が希き薄はくな感じがする。

　眷けん族ぞくは、ただの動物ではない。神によって聖せい別べつされた神聖な獣けものなのである。

　銀狼は、ふと気がつくと一匹だけではなかった。そこかしこの木陰に、一匹、また一匹とうずくまっている。

　彼らこそは、周期の神獣王フェネスの聖地を守る兵なのだ。

　マリスは最初の銀狼についてくるように頼むと、ふたたび歩きはじめた。

　目指しているのは、小高い丘おかの頂上に生えた巨大な一本の樹木である。その樹木は金色の木の葉を茂しげらせていた。

　古代樹と呼ばれる神聖な樹木であり、神獣王フェネスが精せい霊れい界かいに赴おもむき、始源の樹木たる世界樹の若木を持ち帰り、自らの手で植樹したのだ。

　イスカリアの森は、この古代樹を中心として広がっていったのである。

　古代樹の下に、フェネスの御ご座ざたる神殿が建てられている。常ならば、神獣王はこの神殿のなかで、瞑想に耽ふけっている。そして、周期の支配をクリスタニアに及ぼしているのだ。

「神獣王は、いつから聖地を空けられたの？」

　マリスは自分の隣となりをすたすたと歩く銀狼に声をかけた。

「月の満みち欠かけが三十回は繰くり返されたろう」

　銀狼の意志が聞こえた。

　神獣王フェネスは二年半近くも、神殿を空けているわけだ。マリスの知るかぎりでは、このようなことは初めてだった。

「どこへ行かれたのか御ご存ぞん知じ？」

　マリスは尋たずねたが、銀狼から答えは返ってこなかった。おそらく、彼らも知らないのだろう。

　道はやがて登り坂となり、木立を縫ぬうように曲がりはじめた。

　坂道を登りきった頃ころには、すでに陽ひは樹木の大海に沈んでいた。

　マリスの目の前には荘そう厳ごんな造りの神殿があり、その向こうに古代樹の巨木が聳そびえ立っている。

　ひとつ深呼吸をして、精神を整え、マリスは神殿の入口ヘと進んでいった。その脇わきには、祭さい儀ぎの司つかさが住む質素な家がある。いつも神獣王のそばにあり、フェネスの意志を伝えるのが役割だ。他の集落にも祭儀の司はいるが、彼らはフェネスの神しん像ぞうを守り、収しゆう穫かく祭さいなどの祭典を取りしきるのみである。

　祭さい儀ぎは、未み婚こんの女性にかぎられている。たいていは、二十五歳ぐらいまで祭儀を務め、そのあと想おもい人と結婚するが、なかには一生を独身ですごし神しん獣じゆ王うおうに仕えつづける者もいる。

　マリスは司つかさには挨あい拶さつもせず、そのまま神殿の入り口をくぐった。

　神殿の入り口には扉とびらはなく、階段をあがれば、そのまま奥へと入ってゆくことができた。

　建物のなかはがらんどうで、しんと静まりかえっていた。どこが光源なのか分からないが、淡あわく白い光で満たされている。

　マリスは儀ぎ礼れいに従って、両りよう腕うでを胸の前で交こう差ささせると、顔を伏ふせがちに奥へと進んだ。

　神殿の奥は、舞台のように一段、高くなっていた。神獣王フェネスが御ご座ざする聖せいなる場所である。

　マリスは、しばらくのあいだ主人のいない神獣王の御座を見つめた。

　それから、御座の下まで進むと、ゆっくりと膝ひざを落とした。

　銀狼シルバーウルフはマリスの隣となりにやってくると、その場で伏ふせる。

「神獣王フェネスよ……」

　マリスは瞑めい目もくし、静かに祈いのりはじめた。

　雑念を振り払い、精神を高こう揚ようさせる。そして、神獣王の名を繰くり返し唱となえた。

「周期の神獣王、森の支配者、月を司つかさどるもの、闇やみのなかの光の神……」

　自分では気づいていなかったが、隣で伏せる銀狼のように、マリスの身体からだは淡い銀色の輝きに包まれていた。

　どれはどの時間、祈いのりつづけたであろう。

（我が従僕しもべよ……）

　圧倒的な意志が、マリスの心を突とつ如じよとして震しん撼かんさせた。

「神獣王フェネス！」

　マリスはその場で平へい伏ふくした。

「呼びかけに応じていただき、ありがたく思います」

（何が問いたい？）

「いろいろと……」

　マリスは心を落ち着け、自らの考えをまとめた。

　周期は乱れ、クリスタニアには大きな変化が訪れている。

　神王に率ひきいられたベルディア軍の侵しん攻こうは、激はげしさを加え、銀ぎん狼ろうの部族は聖せい地ちシレーネで最後の決戦を挑いどもうとしている。この戦いくさに敗れれば、銀狼の部族はもはやベルディアに抵てい抗こうしえぬだろう。

　そして、失われた大地へと通じる「道」が開かれ、新しき民がクリスタニアヘと上陸してきた。その新しき民の戦士レイルズは、ベルディアの暗あん黒こくの民たみとは異なり、神獣の民との友好を求めてきた。もちろん、彼の意志は新しき民の総意ではない。だが、彼の言葉が示す可能性を、マリスは肯こう定てい的てきに考えている。

「お教えください、神しん獣じゆう王おうフェネス。もしも、わたしが銀ぎん狼ろうの部族を導く運命にあるのなら。わたしは、どうすればよいのでしょうか？　今、何をなすべきなのでしょうか？」

（我が従僕しもべよ……）

　神獣王の心の声は力強く、圧倒的な威い厳げんに満ちていた。だが、マリスはその心にゆらぎのようなものを感じた。

（結けつ界かいは失われ、周期もまた失われようとしている。クリスタニアの世せ界かい律りつは、いまや存在せず、神王バルバスの支配の掟おきてがこの大陸を征せい服ふくしようとしている）

「だからこそ、お教えください。いかにすれば、周期を守ることができましょう。バルバスの支配を阻そ止しすることができましょう」

　マリスは声に出して、言った。そして、神獣王の答えを待った。

（汝なんじの問いに、答えることはできぬ……）

　たっぷりと時間があって、それから神獣王の意志が返ってきた。

「なぜです？　なにゆえ、答えてはくださらない。わたしたちは、あなた様を信じ、従う部族なのです。どうか、どうか、わたしたちを導いてください。わたしたちは、皆みな、神獣王の御言葉を待っているのです。どうか!!」

　マリスは立ち上がり、フェネスの御ご座ざに向かって叫んだ。
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　だが、そこに周期の神獣王の姿はない。

（汝の問いに答えるは、汝自身なり。その答が、我にとっての答となろう……）

　神しん獣じゆう王おうの意志が、離れてゆく感覚があった。

「フェネス様ー!!」

　マリスは虚こ空くうに向かって叫び、フェネスを呼び止めようとした。

　しかし、神獣王はマリスの願いを聞き届けてはくれなかった。

　周期の神獣王フェネスは、去った。その意志が離れる間ま際ぎわに、神獣王はマリスにこう言い残していた。

（会合の時が近づいている。始まりの地に来るがよい……）

「始まりの地……」

　マリスは、茫ぼう然ぜんとして神獣王が残した言葉を繰くり返した。

　その名は、聞いたことがあった。

　神獣たちが、神の肉体から解げ脱だつした聖せいなる場所。イスカリア西南部にある高こう峰ほう、アルスナセルの頂いただきだった。

　その地に行くには、ベルディアの支配する地域を抜け、精せい霊れいと幻げん獣じゆうとが守る大空の回かい廊ろう「風かぜの峰みね」を通らねばならない。

　もし、行くとなれば、危険な旅となるに違いない。そんな危険を冒おかして、いったい何が得られるのだろう。神獣王は、答を見つけだすのはマリス自身であると言ったではないか？　それに、もうひとつの言葉、会合の時とはなんだろう。

「やはり、ここにおったか……」

　そのとき、背はい後ごから声が聞こえてきた。

　マリスは、ゆっくりと振り返った。

　族長ロッフとタリオ長老が、ひとりの女性を伴ともなって神殿の入り口のところに立っていた。

　女性は祭さい儀ぎの司つかさだった。三十前後で黒くろ髪かみを、腰のところまで伸のばしていた。何年も、髪を切ったことはないのだろう。

「ロッフ族長、タリオ様……」

　マリスはその場にひざまずき、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをした。

「先程は、御ご無ぶ礼れいいたしました」

「そのことはよい。それよりも、神獣王は何かお答えになられたか？」

　族長がそう問いかけてきた。

　マリスは、神獣王との会話をつぶさに語った。

「族長様にはお分かりになりますでしょうか？」

「その答なら、わたしも受けた。答を見出すのは、自分であると……」

「お見つけになられましたでしょうか？」

「見つかってはおらぬよ。いや、わしには見つけられないような気がしておる。わしはあまりに長く生きすぎたゆえに……」

　族長は寂さびしげに言うと、マリスのすぐ前までやってきた。

「おまえは、我が部族の次の代を担になうべき者だ。それを忘れてくれるな」

「獣けものの牙きばの砦とりでに戻もどるということは、命を無む駄だに捨てるも同然なのだぞ」

　族長の後ろに控えているメイレンのタリオが、同調するように言った。

「たとえそうであっても、わたしは砦に戻ります」

「いったい何のためだ？」

　タリオは、苛いら立だったように足を踏ふみ鳴らした。

「はっきりとした理由はありません。ただ、ひとつだけ……」

「ひとつだけ、なんだ？」

「はい、神しん獣じゆう王おうの御言葉どおり、答を見つけださねばならないのが自分だとしたら、その手がかりがあるのはあの砦だという気がするのです」

　マリスは答えて、遠い目をした。

　獣の牙の砦にいるひとりの戦士の顔が思い浮かぶ。部族を越えて、いや民族さえも越えて、侵しん略りやく者しやと戦おうとする若い勇ゆう者しや。自らが傷つくことを恐おそれ、人を傷つけることを嫌けん悪おしながらも、逃げることなく戦いつづけようとする。

「よいだろう……」

　族長ロッフは、いつものように威い厳げんに満ちた声で言った。

　タリオは、まだ不満がありそうだったが、族長の言葉に反論はしなかった。

「命を無駄にするつもりはありません」

　マリスは、タリオに微ほほ笑えみかけた。

「わたしは生きのびて、かならず帰ってきます。部族のために、いえ、このクリスタニアのために、自分が何をなすべきか、答を見出して……」

　ふたりの銀ぎん髪ぱつの老人は、ゆっくりとうなずいた。

「期待するとしよう。おまえの聡そう明めいさと、若さにな」
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「来る、な……」

　影かげの部族の魔ま術じゆつ師しイサリが、突とつ然ぜん、そうつぶやいた。

　ラロッズという名の集落に到着し、荷物をおろしてくつろぎはじめたときである。

　レイルズたちが、砦の周辺の集落に巡じゆん回かいに出るようになってから、すでに七日がすぎていた。最初の五日間は砦の南の地域をまわり、一度、砦に立ち戻もどってから、今度は南東方面の巡回に出発した。

　巡回をはじめてから十あまりの集落を巡めぐっている。立ち寄っただけの集落もあるし、一夜を明かした集落もある。

　どこへ行っても、レイルズたちはそれなりの歓かん迎げいを受けた。

　口にこそ出さぬが、銀ぎん狼ろうの民たみは不安を覚えていたのだろう。人口千人にも満たない小さな集落では、ベルディアの主力に攻められれば、ひとたまりもない。たった数十人の妖魔ゴブリンたちの襲しゆう撃げきでさえ、手を焼くほどなのだ。

「来るって、いったい何が？」

　レイルズはきょとんとした顔で、黒ずくめの服装の魔ま術じゆつ師しを見つめた。

　イサリは百人隊長ではない。しかし、魔術師としての実力は、サイアに言わせれば、間違いなく導どう師し級きゆうだという。

「敵に決まっているだろう。たいした数じゃなさそうだが」

　イサリは甲かん高だかい声で笑うと、魔術師の杖つえを取り上げた。

　それで思いだした。

　運命の告こく知ち者しやの別名で呼ばれるように、凶きよう兆ちようの大おお鴉がらすアルケナに従う獣人ビーストマスターには、未来予知の能力タレントが備わっているのだ。

　敵が襲おそってくる未来の光景ビジヨンが、見えたに違いない。

「いつ来る……」

　レイルズがそうイサリに問いかけたときだ。

「敵だー！　暗あん黒こくの民たみの妖魔たちが、集落へ向かってくるぞー!!」

　という叫び声が聞こえてきた。

　声の方を振り返ると、猟りよう師しふうの若者が森の方から駆かけこんでいた。

「そいつは、あの男に聞いてくれ」

　イサリは自じ嘲ちようぎみに笑った。

「運がいいというべきなのか、悪いというべきなのか」

　レイルズは心のなかでそうつぶやき、苦笑を浮かべた。

　巡じゆん回かいに出ているのは、こういうときのためだ。だが、敵と遭そう遇ぐうすることを期待していたわけではない。なにしろ、今度の巡回には、戦いくさの経験のないサイアやビーンを連れてきているのだ。

　レイルズはふたりの方を、ちらりと振り返った。

「出しゆつ撃げきするの？」

　レイルズの視線を受け止めたサイアが尋たずねてきた。その顔は、痛いた々いたしいまでに蒼あおざめている。

「決まってるだろ」

　まともに答えるのがつらくて、レイルズはぶっきらぼうに言った。

「分かったわ……」

　サイアは自らを納なつ得とくさせるように、深くうなずいた。

　彼女の隣となりで落ち着きをなくしていたビーンも、それを見て、あきらめたように首を縦に振る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。自分の身ぐらいは自分で守れるよ……」

　ビーンは、震ふるえる声で言った。

「信用している」

　レイルズが励はげましの声をかけると、ビーンは心しん底そこ、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「まかせてよ。余よ裕ゆうがあったら、サイアだって守るから」

「期待してるわ……」

　サイアも、わずかに緊きん張ちようの糸を弛ゆるめて、ぎこちない笑みを口くち許もとに浮かべた。

　レイルズは、バッソーとシャイロンのふたりを振り向いた。

「オレは、適てき当とうにやらしてもらうぜ」

　そう言いながらも、バッソーは任せておけ、というように右手の親指を立てた。

　サイアとビーンの面めん倒どうぐらいは見てやるという意味なのだろう。

　シャイロンは無言でうなずいただけだが、彼が全力を尽つくしてくれることに、レイルズはわずかな疑うたがいも抱いていなかった。

　それから、レイルズはラロッズの族長のところへ走り、知らせを届けた猟りよう師しからくわしい情報を聞いた。

「百とは言わないが、その半分ぐらいはいた」

　その猟師は、そう答えた。

　姿を見たのはゴブリンだけで、人間はひとりもいないらしい。

　ゴブリンたちが陽の光を避さけて、野や営えいをしているところを彼は見つけたのだ。距離は、この集落から西へ四し半はん日にちばかり離れた泉のそばだ。

「奴やつらの狙ねらいは分からない。この集落を襲おそうつもりなのか、それともどこか別の集落が目標なのか……」

　猟師はそう言って、報告を終えた。

「奴やつらの狙ねらいなんかどうだっていいさ」

　レイルズは自信たっぷりに答え、長老に今すぐ出しゆつ撃げきする旨むねを伝えた。

「行ってくださるか」

　ラロッズの長老は、安あん堵どの表情を浮かべながら言った。

　長老とはいっても、まだ四十代なかばの壮そう年ねんの男だった。銀ぎん狼ろうの部族の男にしては珍めずしく、たっぷりと太っていて、丸みをおびた顔は膨ふくよかな印象を受ける。

「この集落の戦士たちも、お貸ししよう」

「ありがたい申し出ですが……」

　レイルズは、しかし、その申し出をきっぱりと断った。

「オレたちがいないときには、あなた方だけで戦わなければなりません。だから、ここはオレたちだけで戦わせてもらいますよ」

「そう言ってもらえるのは、正直言って助かる」

　長老は、深ふか々ぶかとレイルズに頭を下げた。

　いつまた襲しゆう撃げきを受けるか、分からないのである。それでなくても、数の少ない戦士団から、犠ぎ牲せいを出したくないというのが彼の本ほん音ねなのだろう。

　その気持ちは分かるし、だからこそレイルズは長老の申し出を断ったのだ。

　だが、道案内は敵を発見した若い猟りよう師しに頼むしかない。

「もちろんです」

　レイルズの申し出を若者は、快く引き受けてくれた。

　彼はもとから弓を背せ負おい、腰に小剣シヨートソードを吊つるした猟師の格好だったから、そのままでも戦うことができる。

　そして、どうやら若者は、ただの道案内だけではなく、ゴブリンたちと戦うつもりであるらしかった。

　銀ぎん狼ろうの民たみの若者を伴ともなってサイアたちのところへ戻もどると、すでに獣けものの牙きばの戦士たちは出撃の準備を終えていた。

「敵の数は、五十あまり。だが、すべてゴブリンどもだ」

　レイルズは、戦士たちに向かって高らかに叫んだ。

　味方の倍以上を相手にするわけだが、獣けものの牙きばの戦士たちから、動どう揺ようは感じられなかった。

　ゴブリンたちは、しょせん下か等とうな妖よう魔まどもだ。一対一で後おくれを取るような戦士は、獣の牙にはひとりもいない。

「出しゆつ撃げきする！」

　レイルズが号令すると、戦士たちは武器を掲かかげて雄お叫たけびをあげた。




　森の小道をレイルズたちは小走りで進んだ。

　道案内の若者の話では、ゴブリンたちは彼に発見されたことに気づいていないらしい。

　自分の気け配はいを悟さとられているようでは、猟師など務まるはずがないから、レイルズは彼の言葉をそのまま信じた。

　ならば、不ふ意いを突いて一気に片をつけてしまいたい。

　レイルズはゴブリンたちが野や営えいしている場所の近くまでくると、二十人の戦士たちを二隊に分け、一隊は敵の背はい後ごに回らせた。

　それから、森の木立に身を隠かくしながら、慎しん重ちようにゴブリンたちに近づいていった。

　奇き襲しゆうは、完全には成功しなかった。

　鎧よろいや武器の鳴る音で、敵に気づかれたからだ。

　前方で、鳥が騒さわぎたつような叫び声が飛び交うのが、レイルズの耳に届いた。

「気づかれたか！」

　レイルズは迷わず、行動に移った。

　敵の態勢が整う前に戦せん闘とうに持ちこまねば、数の少ない味方は苦戦を強しいられることになる。

「突っ込むぞ！」

　レイルズは仲間たちに向かって声をかぎりに号令し、同時に全力で駆かけだした。

　その声は森にこだまし、敵の背はい後ごに回ろうとした別べつ動どう隊たいにも届いたようだ。

　獣けものの咆ほうこ哮うにも似た叫び声が、左の方からあがった。

　挟はさみ撃うちはできなかったようだが、側面を突くことはできそうだ。別動隊の指揮は、影かげの部族の魔ま術じゆつ師しイサリに任せてある。間違いなく、妖よう魔まどもを切り崩くずしてくれるだろう。

　レイルズは、彼のすぐ後ろを走っているサイアとビーンを振り返った。

「乱らん戦せんには、絶対に巻きこまれるなよ。周囲に気をつけて、安全な場所に身を置くんだ。そのうえで、魔ま法ほうで援えん護ごしてくれ」

「わ、分かったわ」

　サイアはかすれた声で答えた。普ふ段だんは化け粧しようをしていると見間違うほどきれいな唇くちびるの色が、病人のように白くなっていた。

「ふたりのことを頼たのむ」

　レイルズはバッソーとシャイロンに目で合あい図ずをして、腰の剣けんを引き抜いた。

　正面を向けば、あわてふためくゴブリンたちの姿が視界に入った。

　その様さまを見て、レイルズは、

「勝ったな……」

　と、一いつ瞬しゆんで判断した。

　味方は勢いに乗り、敵は混こん乱らんしている。ゴブリンどもはたしかに数は多いが、完全に浮き足だち逃げ場を求めて、うろたえるばかりだ。

　と、そのとき──

　敵が密みつ集しゆうする場所に、轟ごう音おんとともに爆ばく発はつが起こった。

　膨ふくれあがる灼しやく熱ねつの炎ほのおに巻きこまれ、十匹近くのゴブリンたちがばたばたと倒れていった。

「火球フアイアボールの呪じゆ文もんか！」

　サイアが魔ま法ほうを唱となえたのかと思い、レイルズは彼女の方を振り返ったが、すぐにそうではないことが分かった。驚おどろいたというより、怯おびえたような表情を浮かべ、火球の呪文が炸さく裂れつしたあとの惨さん状じようを茫ぼう然ぜんと見つめている。

　呪文をかけた当人は、すぐに姿を現した。ばさばさと羽音がしたかと思うと、真っ黒な翼つばさを背中に生やしたイサリが上空に舞まいあがったのだ。

　彼は魔術師であると同時に、大おお鴉がらすの神しん獣じゆうアルケナの獣人ビーストマスターでもあるのだ。

「さすがだな」

　レイルズは、感心してつぶやいた。

　彼の魔ま法ほうの一いち撃げきは、混こん乱らんしたゴブリンたちにとどめをさしたようなものだった。

　そこを、瀕ひん死しの獲え物ものに襲おそいかかる猛もう獣じゆうさながらに、獣けものの牙きばの戦士たちが武器を振りかざして飛びこんでゆく。

　血みどろの白はく兵へい戦せんが、はじまった。

　そのとたん、レイルズは胃のあたりに突きあげられるような不ふ快かい感かんを覚えた。

　戦いがはじまると、いつもこうなる。だが、頭のほうは不ふ思し議ぎに冴さえるのだ。

　レイルズの考えは、どうすれば戦いに勝てるかではなく、どうすれば犠ぎ牲せいを少なくするかに向いていた。

　その結論は、すぐに出た。

　自分自身が、戦わないことだ。戦場を広く見渡して、苦く戦せんしている者がいれば助けに入る。

　レイルズが自分に課した役割は、これだった。

　考えがまとまるとすぐ、レイルズはその通りに行動をはじめた。

　剣けんと楯たてとを構かまえ、戦場を縦横に駆かける。そして、自らは敵を求めることなく、仲間の戦いぶりだけに注意を払った。

　味方には、ひとりの犠牲者も出ないことを願いながら。
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　火球フアイアボールの呪じゆ文もんが炸さく裂れつしたとき、サイアは心臓が止まったかと思ったほど驚おどろいた。

　師し匠しようであるブライアン老ろう師しが唱となえるのを一度だけ見たことがあるが、あのときは厳げん重じゆうに魔法防ぼう御ぎよの施ほどこされた実験室のなかであり、膨ふくれあがった炎ほのおは部屋の壁かべに触ふれると噓うそのように消えていった。

　しかし、今は……

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきと高温の炎のために、何匹ものゴブリンが地面に薙なぎ倒たおされ、白煙のくすぶるなかで苦しみ悶もだえている。

「魔ま術じゆつは力なのだ。剣けんや弓と何なん等ら、変わることがない。そのことを忘れては、過あやまちを犯おかすことになる」

　ブライアン老師が言った言葉がまざまざと思いだされた。

　サイアのような未み熟じゆくな魔術師が操あやつる呪じゆ文もんでさえ、この戦場で戦士たちが振るっているどの武器よりも恐おそろしい破は壊かい力りよくを持っているのである。

「ぼんやりしていると、殺されるぜ」

　バッソーに声をかけられ、サイアは我われに返った。

　彼は小剣シヨートソードを抜いて、油ゆ断だんなく身み構がまえていた。それでも、その顔には、いつもの笑いが浮かんでいる。

　サイアは心を落ち着けて、ゆっくりと戦場を見渡した。

　凄せい惨さんな光景が展開されている。目を背そむけたくなる衝しよう動どうを押さえ、サイアは自分なりに戦せん況きようを分析しようと思った。

　イサリは火球フアイアボールの呪文を、敵がいちばん密みつ集しゆうしているところに使った。非情だが、もっとも効果的な呪文の使い方だった。

　今は、それを見習わなければならない。

　サイアはまず、何の呪文を使うか考えた。

　眠りの雲スリープクラウドという、相手を眠らせる呪文を知っている。魔ま力りよくによって、空気を変質させる呪文である。この呪文の系統には、瞬しゆん時じにして相手を麻ま痺ひさせたり、命さえも奪うばってしまう恐るべき上級呪文がある。

　だが、広い範囲でかかるため、味み方かたを巻きこまないように気をつけねばならない。

　光の矢というもっと直接的な攻こう撃げき呪文もある。魔力をそのまま相手にぶつけ、その衝撃で傷を負わせるのだ。

　他ほかにも、剣けんに魔力を与える呪文や、目に見えない魔法の楯たてや鎧よろいの呪文で他人を守ることもできるのである。

「やっぱり、眠りの雲だわ……」

　サイアはそう決めた。効果的に使えば、何人もの敵を無力化できる。相手が眠っているなら、たとえ子供でも命を奪うことができるのである。

　レイルズに言われたとおり、乱戦に巻きこまれないように注意を払いながら、サイアは戦場を移動した。

　ゴブリンたちは最初の混こん乱らんから立ち直りつつあり、仲間たちに声をかけ、集まろうとしているものもいる。

　そうしてできた集団のひとつに、サイアは目をつけた。

　ひときわ体格の大きなゴブリンを中心に、五、六匹のゴブリンたちが集まっていた。

「万ばん物ぶつの根こん源げん、万ばん能のうの力……」

　サイアは心を落ち着けて、上位古代語ハイ・エンシエントを唱となえはじめる。

　魔ま力りよくの源とは、すなわち物と力の根源である。世界は魔力を素材として創つくられ、魔力によって営まれている。それゆえ、魔ま術じゆつには無限の可能性がある。

　人間は魔術の秘密を知って以降、この技術にして学問を大いに発展させてきた。だが、それはなんと歪ゆがんだ発展であったろう。つまるところ、魔術は、無力な人間が他の種族との争いに勝つための手段として用いられた。戦場において、究きゆう極きよくの武器となり、鎧よろいとなり、楯たてとなることを期待されて。

　魔術の歴史は、人間の歴史であり、それは同時に戦いくさの歴史でもあった。

「あたしも、今、戦のために魔ま法ほうを使おうとしている」

　サイアは深い哀かなしみとともに、そう思った。

　だが、迷いはなかった。

　レイルズは人知れず苦く悩のうしたあげく、神しん獣じゆうの民たみのために戦うことを決めた。彼がそう決めた理由は、はっきりとは分からない。

「あたしが戦うのは、レイルズのため。他ほかの理由なんて、いらないわ」

　サイアは自分自身の心に強く言い聞かせた。

「……眠りを誘う、安らかなる大気よ」

　呪じゆ文もんは完成した。ブライアン老ろう師しから無む断だんで盗ぬすんできた魔術師の杖つえを振るい、その先をぴたりとゴブリンたちの集団に向けた。

　その瞬しゆん間かん、目に見えない剣けんで薙なぎ倒たおされたように、ゴブリンたちはばたばたと地面に倒れていった。

　それに、気づいたひとりの戦士が駆かけ寄ってきて、地面に落ちた木の実でも拾うように、ゴブリンの急所に剣を突き立てとどめをさす。

　悲ひ鳴めいをあげることさえなく、ゴブリンたちは次々と息絶たえた。

「ああ……」

　サイアは目に涙をためながら、その光景を最後まで見つめつづけた。罪ざい悪あく感かんで胸がいっぱいになる。

「あんまり気にするな」

　バッソーが声をかけてきた。必ひつ死しだったので気づかなかったが、自分が魔法を唱えているあいだ、バッソーは守ってくれていたのかもしれない。すぐ近くで、ゴブリンが二匹、小剣シヨートソードで突かれて息絶えているのが見えた。

「あのゴブリンたちを殺したのは、おまえじゃない。おまえには、剣けんでゴブリンを突くことはできねぇよ。オレみたいにな……」

「ありがとう、バッソー。でもね、あのゴブリンたちは、あたしが殺したのよ。そう思わなければいけないの。罪つみの意識をごまかしてしまったら、いつまでも同じ罪を犯おかすと思うから……」

　バッソーは答えなかった。一いつ瞬しゆん、真ま顔がおを見せてため息をついたあと、いつもの表情に戻もどって、戦場をぐるりと眺めまわした。

「あの小こ僧ぞうも、がんばってるじゃねぇか」

　バッソーが指差す先を、サイアは目で追いかけた。

　そこには、大斧グレートアツクスを振るうシャイロンとその後ろで必ひつ死しの形ぎよう相そうで精せい霊れい魔ま法ほうを唱となえているビーンの姿があった。

　ビーンが使っているのは、縛いましめの呪じゆ文もんだった。森の精霊に命じ、樹木の枝を別の生き物のように操あやつる。それをゴブリンの身体からだに絡からみつかせて、相手の動きを封ふうじるのだ。

　ビーンによって絡めとられたゴブリンは、じたばたともがくことしかできない。

「シャイロンに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだと思うが、手が空あいているんだし、助けに行こうや」

　サイアは、うんとうなずいた。

　じっとりと汗をかいた手で魔ま術じゆつ師しの杖つえを握にぎりなおし、長身のバッソーの背中に隠かくれるように、サイアは走った。

　戦いの音は、次し第だいに小さくなってきている。

　戦いは、もうすぐ終わるだろう。味み方かたは勝利したし、生き残ることもできた。今は、そのことに安あん堵どを覚えるだけだ。

　戦いくさがどういうものかは、よく分かった。慣なれることができそうにないことも。

　でも、とサイアは決意をしていた。

　レイルズが戦いつづけるかぎり、自分も彼と一いつ緒しよに戦おう、と。

　そして、彼と一緒に考えるのだ。どうすれば、この忌いまわしい戦を終わらせることができるかを……
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　盛大な篝かがり火びが夜の闇やみを赤く焦こがしていた。

　炎ほのおを中心に、獣けものの牙きばの戦士たちと銀ぎん狼ろうの部族の男女が踊おどり狂くるっている。

　ゴブリンたちを退たい治じして、ラロッズの集落に帰き還かんしたのは夕ゆう刻こくのこと。長老は戦勝祝いと、獣の牙の戦士の労をねぎらって、ささやかな宴うたげを催もよおししてくれたのだ。

　その宴が、今も続いているのだ。

　戦いは、まず完かん勝しようといえた。死者がひとりに負傷者が五人。二対五という不利な戦力差を考えれば、上出来であろう。

　ドワーフのシャイロンも、負傷者のひとりだった。もっとも、彼は戦いが終わったあと、ひそかに癒いやしの呪じゆ文もんを使い、自分で怪け我がを治していた。

　その他の戦傷者はラロッズの集落に戻もどってから、祭さい儀ぎと呼ばれる女性が能力タレントを使って癒してくれた。祭儀というのは、六大神の教団でいえば、神しん官かんや司祭に相当するようだ。神しん獣じゆう王おうフェネスの神しん像ぞうを祭った礼れい拝はい所じよの主人であり、神事を司つかさどることが役割とされている。

　そして、神獣王から優すぐれた能力を与えられていた。

　この集落の祭儀は若く、まだ未み熟じゆくではあったが、それでも、シャイロンを除いた四人の傷を完かん治ちさせてくれた。

　銀ぎん狼ろうの部族の獣人ビーストマスターは、傷口をなめて治すのだ。これが、狼おおかみの神獣フェネスから与えられた魔ま法ほう的てきな力なのである。レイルズが受けた傷も、銀ぎん髪ぱつのマリスはこうして治してくれたのだろう。そのことを思うと羞しゆう恥ちのために顔が赤くなる。

　女性に対しての劣れつ等とう感かんはないし、決して不ふ慣なれでもないが、なにしろレイルズはまだ若く、本当の意味で女性は知らない。友情と愛情との違いも、まだよく分からない。

　好意を抱いだいている女性は何人かいるが、そのなかから誰だれかひとりを選べと言われたら、真しん剣けんに困るだろう。そして、マリスは間違いなく、好意を抱いている女性のひとりなのだ。

　神獣の民には、銀狼の部族以外にも、治ち癒ゆ能力をもつ部族はいる。

　たとえば、牙きばの部族の獣人は、泥でい土どに回復効果を与える能力を使う。その泥どろを傷口に塗ぬって治すのだ。

　礎いしずえの神獣王ウルスに従う封ふう印いんの部族も、傷を封じ、浄じよう化かする能力を持っているし、聞いたところでは、レイルズたち大白鳥の部族も手で触ふれただけで他人の傷を癒せるのだそうだ。

　自分自身を癒すだけなら、結けつ界かいの神獣王ルーミスに従う大だい蛇じやの部族や承しよう認にん者しやディレーオンの従者たち鬣たてがみの部族の獣人も行えるという。

　神獣も神には違いないので、司祭たちが使う神しん聖せい魔ま法ほうと同じく、癒しの能力が多く与えられているのだろう。

　神獣の民の勇ゆう者しやたちは魔法戦士であり、神官戦士なのだ。そのことを肝きもに銘めいじておかないと、取り返しのつかない過あやまちを犯おかすことになるだろう。実際、そのせいでレイルズは命を落としかけだのだから。

　宴うたげは、今やたけなわといった感じだった。

　レイルズは、酒をすごさぬように気をつけながら、酔よった戦士たちが集落の住人に迷めい惑わくをかけぬようそれとなく注意を払っていた。酒に酔えば、とかく理性のたががはずれがちになる。しかも、ここにいるのは荒あらくれ者の傭よう兵へいである。喧けん嘩かをしたり、女性にからんだり、物を壊こわしてまわったりと手に負えなくなっては困る。

　実際、砦とりででは悪酔いした戦士が騒そう動どうを巻き起こすことがよくある。

　二か月ほど前には、酒に酔よった勢いで、ふたりの戦士が真しん剣けん勝負をはじめ、ともに重傷を負うという信じられない事件があった。

　これが、ダナーンの騎き士し団だんなら双そう方ほうとも厳げん罰ばつものだが、獣けものの牙きばには規律はない。二日間、食事を抜かれたあと、仲直りを誓ちかわされて、それでおしまいだった。

　レイルズは酒の壺つぼを片手に持ち、歌い踊おどる戦士たちのあいだを目的もなく歩いていた。

　サイアとビーンは初めての戦いで緊きん張ちようしたのと、魔ま法ほうを唱となえて消しよう耗もうしたために、礼れい拝はい所じよを借りて早はや々ばやと休んでいる。

　宴うたげはまだまだ続くのだろうが、酔い潰つぶれて眠っている戦士の姿もちらほらと見える。

　集落の住人たちも、子供たちを家のなかに帰し、今は自分たちも楽しんでいる。打ち続く戦いくさの緊張感のなかで、彼らも息を抜きたかったのだろう。

「どうした、大白鳥の兄弟。まるで酔っていないじゃないか？」

　そのとき、近くの木こ陰かげから声がかけられた。

　影かげの部族の魔ま術じゆつ師しイサリだった。彼は酒の入った壺と料理をいっぱいに盛った皿を目の前において、木の幹に背中を預けている。

　今日の戦いで、いちばんの功こう労ろう者しやが彼であることは誰だれもが認めている。凶きよう兆ちようの大おお鴉がらすアルケナに従うこの影の部族の獣人ビーストマスターは、火球フアイアボールの呪じゆ文もんをゴブリンの密みつ集しゆうに叩たたきこみ、多くの敵を打ち倒した。それから、能力タレントを使って背中に真っ黒な翼つばさをはやすと敵の反撃が届かない上空へと舞まいあがり、光の矢と呼ばれる呪文を放ち、一匹また一匹と敵を打ち倒していた。

　彼がレイルズの部隊に加わってくれたのは、二日前のことだ。

　最初、巡じゆん回かいに出かけるときにも、駄だ目めで元もと々もとのつもりで、レイルズは彼に仲間に加わってくれと懇こん願がんした。だが、その結果は実にあっさりと断られてしまった。

　ところが、いったん砦とりでへと戻もどり、ふたたび出発しようとしたとき、彼はひょっこりとレイルズの前へ現れ、同行を志願してきたのだ。

　もちろん、レイルズには断る理由などない。喜んで彼の申し出を受けて、仲間に加えた。比較的、若い戦士たちの多いレイルズの部隊にとっては、もっとも信しん頼らいできる戦力だった。

　この影の部族の魔術師が加わってくれたおかげで、レイルズには余よ裕ゆうができた。

　自身は積極的には戦わず、むしろ戦せん況きようを冷静に見つめ、戦いを指し揮きし、危ないところに加勢することに努めた。そのおかげで、犠ぎ牲せいは少なくてすんだ。

「酒には慣なれてなくてね。あまり強くないんだ。酔って醜しゆう態たいをさらすわけにはいかないだろう？」

「酔って暴あばれたって、誰も気にはしないだろうさ」

　イサリは、だいぶ酒が入っているらしい。

　地声からして、掠かすれた感じなのが、今はまるで風か邪ぜをこじらしたみたいに聞こえてくる。呂ろ律れつもかなり怪あやしい。

「珍めずらしいな、あんたがそれほど酔ようなんて」

　レイルズはイサリの隣となりに腰を下ろし、まだ、たっぷりと中味のある酒さか壺つぼを差しだした。

　イサリはそれを手に取ると、ごくりと飲んだ。

　返されてきた酒壺にレイルズも口をつけて、喉のどを熱くする液体を胃袋に流しこんだ。

「得え体たいの知れない奴やつだと思っていただろう？　普ふ段だんは、たしかにそう振ふる舞まっているしな」

「何を考えているのか分からないぐらいには、思っていたよ」

　レイルズは正直に答えて、ふたたび酒壺を差しだした。

　今度は、イサリは遠えん慮りよした。そして、

「今日の戦いぶりはなかなかのものだったな」

　と、いきなり話題を変えてきた。

「あんたが来てくれたおかげだよ」

　お世せ辞じではなく、本心からそう思っていた。

「それに、オレは今日、ゴブリンを二匹しか倒していない」

「だが、少なくとも三人の命を救ったな。空から見下ろしていたから、オレにはよく見えた。剣けんが巧たくみなだけかと思ったが、なかなかどうして頭もいい」

「おだてるのはやめてくれ。オレは調子者なんだから」

　レイルズは苦笑を浮かべて、食べ物に手を伸のばした。

　皿に盛られた木の実を取ると、まとめて口のなかに放りこんだ。木の実は、酒に合うように辛からく味付けされていた。

「外から来た者だけあって、オレたちにはない知恵を持っているようだな。戦いくさというのは、戦士たちが勝手かつて気ままに戦うものだと思っていたが……」

「オレたちの国には、用兵術ってものがあってね」

　レイルズは答えて、また酒を一口、飲んだ。甘い果実酒が、口のなかに残る木の実の辛さを喉のほうへと洗い流してゆく。

「ダナーンに上陸してからはともかく、オレたちの先祖が故郷の島にいたころは、戦の連続だったらしい。だから、用兵術みたいなものが発達する。貴族になるつもりで、少し齧かじったんだ。本当のことを言えば、剣が巧うまいだけのただの戦士になりたかったんだけどな」

「戦だけではあるまいな。外なる者のおまえには、いろいろと見えているはずだ。この戦の行ゆく方えや我等、神しん獣じゆうの民たみの後進性が。周期を頼り、進歩することを拒こばんだ代だい償しようを、今、我等は払わされているのだ」

　レイルズはイサリの横顔をまじまじと見つめた。

「だが、わたしたち、影かげの部族にも見えているものがある……」

「未来が見えるんだっけな」

「そのとおり」

　イサリはレイルズの手から酒さか壺つぼを強引に奪うばい取ると、ぐびぐびとあおった。

「一気に飲むのは、身体からだに毒どくだぜ……」

「分かっているとも。わたしたちには未来が見えるのだから。もっともこれだけ酔よえば、明日、頭痛に悩まされることぐらい誰だれにでも分かるがな」

「運命の告こく知ち者しやだったよな。あんたが従っている神しん獣じゆうは？」

「運命の告知者、凶きよう兆ちようの大おお鴉がらす……」

　イサリは答え、本物の鴉からすが鳴くような笑い声をあげた。

「未来が見えるということは、ときとして残ざん酷こくなことだ。まして、その未来が回かい避ひできない場合はな？」

　この魔ま術じゆつ師しの言うとおり、彼らは未来を予知する能力タレントがある。だが、その能力は、確実に慟くわけではない。夢のなかに現れる場合もあるし、幻げん視しのように見えることもある。

　能動的に予知の能力を使っても、成功する場合は稀まれだという。

　なにより、予知した未来は確定的ではない。それは未来の可能性のひとつにしかすぎず、別の結果になることが多いという。

「オレは自分が殺される光景を十回以上、見ているよ……」

　イサリは、ぽつりと言った。

　レイルズは、薄うす気き味みの悪さを覚えた。酔いが一いつ遍ぺんに醒さめるような気分だった。

「それでも生きているってことは、うまく運命を回かい避ひできたんだろ。能力のおかげじゃないか」

　喉のどがつっかえたような不快感を拭ぬぐおうと、レイルズはまたも酒を飲んだ。

「なんとかな……。だから、今度もそうするつもりだ」

「また、見たのか？」

　レイルズは驚おどろいて、イサリを見つめた。彼ほどの者が命を落とすということは尋じん常じようではない。それは、行動を共にしているレイルズたちにも危険があるということだ。

「どうやら、気がついたようだな」

　イサリは感心したように言った。

「そうとも、危険が迫せまっているのは、オレだけじゃない。おまえたちもそうだ」

「どんな未来を予知したんだ？」

　レイルズはイサリの正面にまわり、彼の目を真正面から見つめた。

「炎ほのおだ……」

　レイルズの視線から逃れるように、イサリはぷいと横を向いた。

「砦とりでが炎えん上じようし、オレはその炎ほのおに包まれて死ぬことになる」

「砦とりでが燃えるだって！」

　レイルズは驚おどろき、イサリの肩をつかんだ。

「そうだ、獣けものの牙きばの砦が燃え落ちる。その炎により、多くの戦士たちが命を落とすことになるだろう」

「それはいつのことだ？」

「分からん……」

　イサリはゆっくりと首を横に振った。

「遠いことではあるまい。神しん獣じゆうならぬ、わたしごときに見える未来だ。明日、明後日ではなくても、一年も二年も後ということはあるまい」

「本当なのか」

　レイルズは血の気が退ひく思いがした。

「本当とは言わん。だが、噓うそとも言えん。もし、そうなら、どれはどよいか……」

「どうすればいい。どうすれば、その運命から逃れられる？」

　レイルズはイサリの肩を激はげしく揺ゆすった。

「簡単だ……」

　イサリはレイルズの手を払いのけて、ゆっくりと立ち上がった。

「教えてくれ、頼む！」

「逃げるのさ。このまま、砦には帰らぬことだ。そうすれば、砦と一いつ緒しよに焼け死ぬことはない」

「しかし、砦には大勢の仲間たちがいるんだ」

「そう思うのなら、教えてやるがいい。砦を放ほう棄きして逃げろとな」

「そんなこと！」

　レイルズは叫んで、反射的に立ち上がっていた。

　できるはずがなかった。戦わずして、逃げるわけにはゆかない。そうすれば、イサリの予知した未来は変わることになるが、負けたことに変わりはない。

「できないだろう……」

　イサリは嘲ちよう笑しようするように唇くちびるを歪ゆがめた。

「わたしの予知が、はずれることを祈いのっているよ」

「あんたが、オレと一いつ緒しよに来てくれたのは……」

「そうさ、砦の破は滅めつを予知したからさ。本当なら、誰だれにも教えず姿を消すつもりだったんだがな。ふらふら歩いているおまえを見て、気が変わったんだ。酔よっているせいかもしれない。だが、かまうまい。オレは生きつづけて、戦いくさの行方ゆくえを見つめつづける。それが、オレに与えられた影かげの部族の使し命めいだからな」

「イサリ、あんた……」

「どうだ、大白鳥の兄弟。いや、新しき民の勇ゆう者しやよ。未来を知ることは、残ざん酷こくなものだろう。もしも、運命を変えられるものなら変えてみせてくれ。わたしは、予知した未来がはずれることを歓かん迎げいするぞ」

　イサリはそう言うと、ゆっくりと後ろに下がった。月明かりと篝かがり火びの炎ほのおが届かぬ木の影かげに。

　レイルズには、彼が去ろうとしているのが分かった。呼び止めるべきなのだろうが、それはできなかった。

　イサリは影の中に入ったとたん、まるで溶とけるように姿が消えた。

　能力タレントを使ったのに違いない。

「あんたも、孤こ独どくだったんだな」

　レイルズは心のなかでイサリに呼びかけた。

「きっと、あんたには見えたのだろう。仲間たちに忍しのびよる死の影が……」

　だが、それを教えたとしても、運命は変えられぬ。その男は救われるかもしれない。しかし、代わりの男が死ぬことになるだけかもしれない。いや、ひとりを救ったがために、もっと多くの犠ぎ牲せいが出るかもしれぬのである。

　イサリは、おそらく悩んでいたに違いない。自分が予知した未来を、仲間たちに告つげるべきかどうか。

　警けい告こくしていたとしても、いったい誰だれが嬉うれしく思うだろうか。警告されたがために、戦士たちの士し気きが落ちて、よりひどい敗はい北ぼくをきっするかもしれぬのである。

　レイルズは彼の迷いを託されたのだと知った。

　あの魔ま術じゆつ師しの代わりに、予言者としての役割を与えられたのである。

「いったい誰に教えることができる……」

　レイルズはその場で、思わず呻うめいた。

　まるで自分が舞台のうえで芝居を演じていて、観客たちが見ているような錯さつ覚かくに襲おそわれた。いったい、運命はどんな台本を用意しているのだろう。

　そのときだった。

　篝かがり火びのほうで、人々のざわめく声が聞こえてきた。

　喧けん嘩かでも起こったのだろうか、とレイルズはふらつきながらも、篝火のところへ戻もどった。人々が集まっている。バッソーとシャイロンの姿もあった。

「どうしたんだ？」

　レイルズはバッソーに話しかけた。

「シレーネとかいう集落から使いがやってきたんだとよ」

　盗とう賊ぞくは、それ以上のことは分からないというように、かるく首を横に振ってみせた。

「長老の顔色を見ておったが、ただならぬ様子だったの」

　シャイロンが教えてくれた。

「聞いてみよう」

「おっ、その身み軽がるさ、魅み力りよく的てきだねぇ」

　バッソーがいつものにやにや笑いを浮かべて、レイルズを茶ちや化かしたが、レイルズはとても応じる気分にはなれなかった。

　予定どおり砦とりでに帰れば、命を落とすことになるのは自分ばかりではないのである。彼らふたりも、幼なじみのサイアとビーンにも死の危険があるのだ。

「悩ませてくれるぜ」

　酒を飲まずにいられなかったイサリの気持ちが痛いほど分かった。

　レイルズは、シレーネからの使者だという男とひそひそ話をしているラロッズの長老のところへ歩いていった。

　使者は腰こし布ぬの一枚を身につけただけで、ほとんど裸はだかに近い格かつ好こうだった。

「長老……」

「おお、お若い百人隊長さんか」

　声をかけてみて、長老の動どう揺ようは一目見て分かった。長老とはいえ、まだまだ頑がん健けんな働き盛りの身体からだをしているが、今はひどく小さく見える。

　彼の顔を照らしだす薪たきぎの炎ほのおが揺ゆれているのが、まるで彼の心をそのまま映しだしているようだった。

「何か、悪い知らせでも？」

　長老は顔を伏ふせて、どうしたものかと迷っている様子だった。

　レイルズが、辛しん抱ぼう強く待っていると、やがて決心がついたらしく、ゆっくりと顔をあげた。

「この集落を放ほう棄きせよ、と族長から知らせがありました。イースロのベルディア砦で、動きがあったそうです。いよいよ、総攻撃にくるのでしょう」

「ベルディア軍が総攻撃を……」

　レイルズは愕がく然ぜんとして、大きく目を見張った。指の先が震ふるえだすのを感じ、あわてて拳こぶしをかたく握にぎりしめる。

　イサリが予知したという未来が、はやくも現実となりはじめていた。

　他の集落にも知らせなければならないからと、シレーネからやってきたという使者は、その場で銀ぎん狼ろうの姿に変身した。聖獣変身ビーストフオームという能力タレントである。獣人ビーストマスターのなかでも、高位の者にしか使えない高度な術じゆつだと聞いている。

「それで、どうするつもりです？」

　使者を見送ったあと、レイルズはふたたび長老に尋たずねた。

「どうもこうも、従うしかないでしょう。わずか二百人ほどの集落では、支えられるわけがありませんからな」

「それなら、獣けものの牙きばの砦とりでに結集して……」

　レイルズはそう言いたかったが、口にはしなかった。

　獣の牙の砦に、近きん隣りんの集落の戦士を集めれば、戦力はかるく五倍にはなる。だが、それだけの数を支えられるゆとりは、今の獣の牙にはない。

「せっかく危機を救ってもらったというのに、集落を捨てねばならないとは残念でなりません」

　長老はいかにも悔くやしそうな表情を見せながら、レイルズには丁てい寧ねいに詫わびの言葉を述べた。

「この集落にはどうせ、たいした財産もありません。それでも、全部、持ってゆくことはできませんから、残った物は砦の人々でお分けください」

　そして、長老は明日にも準備をはじめて、数日のうちには集落を捨てて移動をはじめることを住民たちに宣言した。

　嗚お咽えつにも似た声があちらこちらからあがり、なかにはその場で崩くずれおれ慟どう哭こくする者もいた。

「客きやく人じんたちの前だぞ、皆みな、静まるのだ」

　長老は努つとめて明るく言った。

「今は宴うたげだ。蔵くらに残る食料も、どうせすべては運べん。それならば、必要なだけを残して、あとは今こ宵よいのうちに飲みつくし、食べつくしてしまえ。苦しいときにこそ、歌い踊おどるのだ。苦く難なんはあろうが、今から心配してもはじまらぬぞ。この集落で過ごした日々の思い出となるように、存分に騒さわぐのだ。そして、獣の牙の勇ゆう者しやたちに祝福を！」

　レイルズは感かん銘めいを受けて、長老の話を聞いていた。

　その言葉には説せつ得とく力りよくがあり、住民たちは衝しよう撃げきから立ち直り、覚かく悟ごを決めたようだ。

「なんて、勇ゆう敢かんな部族なんだ」

　レイルズはそのことにも心打たれた。

「なんだか、大変なことになっちまったなぁ」

　バッソーがへらへらと笑いながら、レイルズのそばにやってきた。

「彼らに、幸運神チヤ・ザの恵みがあらんことを」

　シャイロンが祈いのりの言葉を唱となえる。

「どうする、隊長？　このまま巡回を続けようにも、集落は無む人じんになるらしいぜ」

　バッソーに問われて、レイルズはどきりとした。

「どうしたい、顔色が悪いぜ」

「砦に帰るしかなかろう。もちろん、今こ宵よいは夜を徹てつして騒さわぐがの……」

「言うんじゃない！」

　レイルズは思わず、叫んでいた。

　まわりの者たちが、何事かとレイルズに注目する。

「何か気に触さわるようなことでも言ったかの？」

　シャイロンが申もうし訳わけなさそうに言う。

「いや、そんなんじゃないんだ……」

　レイルズは、唇くちびるを強くかみしめた。

　シャイロンの言うとおりだった。答えはひとつしかない。

　砦に帰る。たとえ、その砦とりでが灰かい塵じんに帰する運命が待ち受けていようと。

　レイルズは笑顔を作って、獣けものの牙きばの戦士たちに、宴うたげに戻もどるように言った。

「おかしいぜ、おまえらしくもねぇ」

　バッソーが心配そうに、レイルズの顔を覗のぞきこむ。

「なんでもない。しばらく、ひとりにしてくれ……」

　レイルズはそう言い残して、イサリが座りこんでいた木こ陰かげへと戻った。

「なんとしてでも、砦を死し守しゆしなければ……」

　レイルズは誰だれにも聞こえないように、口のなかでうめいた。

　敵の兵力は、どれぐらいだろう。

　どんな手段で攻めてくるのか。

　効果的に守るためには、どんな方法がある。

　様々な考えが、頭のなかでぐるぐるとまわる。

　しかし、どんな手を使っても、イサリが予知した未来は避さけられないかもしれないのだ。

「どうすればいいんだ？　どうすれば……」

　レイルズは、激はげしく自問した。

　だが、その答えは深い霧きりのなかに包まれているようで、真実にたどりつく道さえ、まったく見えなかった。

　それでも、レイルズは歩きつづけなければならないのである。立ち止まっていても、その霧が晴れることは決してないのだから……。
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新しき民（用語）………神獣の民が、現在のダナーンの住人を指して呼ぶ名前。クリスタニアの神獣ではなく、ファリスを主神とする天上の神々を信仰し、エルフ、ドワーフといった妖精族とも共存している。彼らは二百年前、一羽の大白鳥に導かれてクリスタニアに漂着した。

アルケナ（神獣）………凶兆の大おお鴉がらすアルケナ。時間と運命を司り「運命の告知者」と呼ばれる。ベルディアと獣の牙の戦いについては中立の立場をとっている。

暗黒の民（用語）………三百年前、ベルディアに漂着した暗黒神の信者たち。神獣王バルバスによってクリスタニアに受け入れられた。

イスカリア（地名）……北クリスタニア大陸の北部地方。北でダナーン、西でベルディアと境界を接している。中央は銀狼フェネスの治める森林、東部は大蛇ルーミスの支配する湖沼地帯、西部は双尾の狐スマーシュの支配する草原、南西部は大鷲フォルティノの治める山岳地帯である。ベルディアと神獣の民の主戦場として激しい戦いが続いている。

古いにしえの民（用語）………フォレースル地方に暮す古代神を信仰する人々。考え方の違いから神獣の民とはほとんど交流がない。

ウルス（神獣）…………眠れる灰色熊ウルス。熊の神獣にして礎いしずえの神獣王。クリスタニアに侵入した混沌を浄化する役目を負っている。

枝えだ角つのの部族（部族）……逃亡による自由を説く神獣ラフォンテールに仕える部族。ベルディアの侵略に対しては、ひたすら散解して逃亡する無抵抗主義をとっている。

大白鳥の部族（部族）　大白鳥の神獣フーズィーに仕える部族。ダナーンがクリスタニアの結界を離れた数百年のうちに姿を消した。

影の部族（部族）………時間と運命を司る神獣アルケナに仕える部族。

神の城壁（用語）………クリスタニアを海から隔てる断崖。外界から侵入する混沌を防ぐために、ルーミスが作り出した結界である。いつも魔法の霧に包まれている。

牙の部族（部族）………戦の神獣王ブルーザに仕える部族。戦士は戦い以外の労働をいっさい免除され、平和が続く限りは怠情な生活を送るのが本分とされている。

銀狼の部族（部族）……周期を司る神獣王フェネスに仕える部族。イスカリアの豊かな森に暮す、クリスタニアで最も有力な部族の一つ。

クリスタニア（用語）　神獣と呼ばれる獣の肉体に魂を封印した神々によって支配される大陸。地峡を挟んで北と南に分かれている。神獣たちが完成と永続性を望んだため、結界によって外界から隔てられ、周期という閉ざされた歴史が無限に繰り返す世界となった。

クロイセ（神獣）………真紅の蟻ぎ帝ていクロイセ。蟻の神獣で社会や集団を司っている。

獣の牙（用語）…………ベルディアの侵略に対して神獣の民が結成した傭兵団。団長がおかれる以外、階級らしいものはないが、皆が認める勇者に対しては百人隊長という称号が与えられる。

眷けん族ぞく（用語）……………神獣によって聖別され特殊な力を授けられた獣。

故郷の島（用語）………北の海に浮かぶ島。新しき民と暗黒の民の故郷である。

孤高の部族（部族）……鷲の神獣フォルティノに仕える部族。羽毛のマントを身につけている。

古代語魔法（用語）……［上位古代語］による呪文を詠唱することによって魔力を発動させる魔法。この魔法の使い手は魔術師と呼ばれる。

悟りの部族（部族）……知識を司る神獣メルキシュに仕える部族。ベルディアの地に暮していたが、猛虎の部族と暗黒の民に征服された。

邪神戦争（用語）………三百年前に故郷の島でおきた戦争。いくつかの王国が連合して、暗黒神の信者と妖魔たちを滅ぼした。このとき船で島を脱出した暗黒神信者の生き残りがベルディアに漂着したのが暗黒の民である。

周期（用語）……………神獣王フェネスの定めたクリスタニアの運命律。局期が無限に繰り返されることで、クリスタニアは時の流れによる風化や変動から守られてきた。神獣の民は周期が巡るたびに生まれ変わって、定められた同じ人生を生きる。

従者（用語）……………神獣に仕える部族や眷族を、その神獣の従者と呼ぶ。

神王（用語）……………支配の神獣王バルバスが獣の肉体を捨て、暗黒の民の英雄の肉体に降臨した姿。より神に近い存在である人間の肉体を得ることで、神であった頃の力を取り戻そうとしたのだと云われている。誕生直後から謎の眠りについていたが、十年前復活を果たし、ベルディア軍の先頭に立ってクリスタニアの侵略を進めている。

真紅の部族（部族）……真紅の蟻帝クロイセに仕える部族。閉鎖的な暮しのために他の地方とは交流が少ない。数年前に大白鳥の民を名乗る戦士が現れ、強力な軍事国家への変革を行ったといわれているが定かでない。

神獣（用語）……………竜王ドラゴンロードに追われた中立神がその目を逃れるために獣の肉体に魂を封じ込めた存在。完全な世界の創造を求めて、クリスタニアを結界で閉ざし、周期の支配を及ぼした。

神獣王（用語）…………神獣の中でも特に偉大な力を持つ存在。五柱の神獣王は、周期の神獣王フェネス、支配の神獣王バルバス、結界の神獣王ルーミス、戦の神獣王ブルーザ、礎の神獣王ウルス。

神獣の民（用語）………神獣の導きに従い周期を受け入れて生きる人々。多くの部族に分れ、それぞれの神獣に仕えている。彼らは肉体を持たない神の存在を信じない。

神聖魔法（用語）………神官や司祭が、天上の神の力を借りて起こす奇跡。

スマーシュ（神獣）……双尾の狐スマーシュ。商業と虚偽を司る神獣。物事には表と裏の二つの面があると説いている。

精霊魔法（用語）………自然の四大元素や人間の精神に宿る精霊から力を引きだす魔法。精霊を召喚する能力を持つ者を精霊使いと呼ぶ。

双面の部族（部族）……狐の神獣スマーシュに仕える部族。神獣の民が結成した対ベルディア同盟に参加して戦っていたが、十年前に突如として裏切りベルディア側についた。

大蛇の部族（部族）……結界の神獣王ルーミスに仕える部族。ベルディアに敵対しているが、獣の牙には参加せず独自の行動をとっている。結界を破る者はすべて敵と見なして排除しようとする。

鬣たてがみの部族（部族）………権威を司る神獣ディレーオンに従う部族。神獣と同様に「承認者」として他人の意見や決定を承認する役目を持つ。獣の牙の団長は、伝統的に鬣の部族から選ばれる。

ダナーン（地名）………クリスタニアの北部に突き出した半島。かつてはクリスタニアの結界に属していたが、この地方を支配していた神獣フーズィーが大地を海まで下降させ、ダナーンを大陸から切り離した。二百年前、大白鳥に導かれて新しき民がこの地に漂着し、ダナーン王国を築く。

タルキィー（神獣）……緑翼の鵡おうむタルキィー。言葉を司るオウムの神獣。滅びの魔力を持つ言葉を知ると云われ、「禁断を知るもの」と呼ばれる。

タレント（用語）………神獣が、自らに仕える部族の中から特に選んだ人間や亜人に与える特殊な能力。

中立神（用語）…………神話の時代、神々は光と闇の陣営に分れて争い、世界の創造は中断された。そのとき、中立の立場を守り世界の創造を続けようとした者たちが中立神である。

沈黙の部族（部族）……言葉を司る神獣タルキィーに仕える部族。暗黒の民と猛虎の部族に征服されている。沈黙の民は言葉のもつ重要性をよく知っているため、軽々しく言葉を使うことを禁忌とする。

ディレーオン（神獣）…黄金の獅子ディレーオン。ライオンの神獣で富と権威を司っている。他人の決定を承認する役目を持つことから「承認者」と呼ばれる。

竜王ドラゴンロード（用語）…………創世神話に登場する古代種族の一つで最強の幻獣。神々さえも滅ぼす力を持っていた。光と闇の戦いでは双方の陣営に多くの竜王が召喚され、暗黒神の放った竜王は無差別に中立神をも襲った。

獣人化パーシヤル・ビースト（用語）…………神獣が獣人に与えるタレントの代表的なもの。顔や腕、上半身などが神獣に聖別された獣の姿に変る。

始まりの地（用語）……神獣たちが神の肉体から解脱した聖なる地。

バルバス（神獣）………密林の猛虎バルバス。虎の肉体に宿る支配の神獣王。フェネスによって定められた周期に反発し、力によるクリスタニアの統一と支配を掲げて侵略戦争を開始した。三百年前、故郷の島から流れついた暗黒の民の英雄の肉体を得て「神王」となった。

聖獣変身ビースト・フオーム（用語）………神獣に聖別された獣に変身するタレント。獣人の中でも高位の者にしか使えない。

獣人ビーストマスター（用語）…………神獣からタレントを与えられた人間。神獣に選ばれた人間として、部族の中で指導的な立場にたつ。

ファラリス（神）………暗黒神。神々の戦いでは間の陣営を率いて至高神ファリスと戦った。ファラリス神殿の教儀は欲望の開放と完全なる自由を説いている。暗黒の民の主神。

ファリス（神）…………光と正義を司る至高神。神々の戦いでは光の陣営を率いて邪神たちと戦った。ダナーンの新しき民に信仰されている神々の主神でもある。

フィンガル（地名）……北クリスタニアの西部地方。北でベルディアと接しているため一部で侵攻を受けている。寒冷な気候で深い森林に覆われ、北の広葉樹林は大鹿ラフォンテールが、南の針葉樹林は大鴉アルケナが支配している。山岳地方は眠れる灰色熊ウルスの守護地域である。

封印の部族（部族）……封印と浄化を司る神獣王ウルスに仕える部族。クリスタニア内部に生じた混沌を浄化する使命を持っている。しばしば、周期の支配を受けいれないものを混沌とみなして攻撃をしかける。

フーズィー（神獣）……湖面の大白鳥フーズィー。白鳥の神獣で慈愛を司っている。かつて、周期の定めるところによって大白鳥の民に大きな災厄が降りかかることを知ったフーズィーは、ダナーンをクリスタニアの結界から切り離すことで、民を守ろうとした。

フェネス（神獣）………森の銀狼フェネス。かつては中立神の長であったが、狼の神獣となってからも神獣王の長にして周期の神獣王として、クリスタニアの周期を守護している。イスカリア中央部の森林地帯を支配する。

フォーセリア（用語）…始源の巨人の死によって始まる世界。クリスタニア大陸や故郷の島もこの世界に含まれる。

フォルテイノ（神獣）…白頭の大鷲フォルティノ。鷲の神獣で法や治安を司っている。周期の乱れを見張る役目を持つことから「監視者」とも呼ばれる。

フォレースル（地名）…北クリスタニアの中央部。この地を支配する神獣はおらず、古代神を信仰する古の民、エルフ、ドワーフなどが暮している。神獣の民からは「忘却の大地」と呼ばれる。

ブルーザ（神獣）………土色の牙猪ブルーザ。戦の神獣王で戦いと怠惰を司っている。

ベルディア（地名）……北クリスタニア北西部に突き出した半島の名。この地方を支配していた神獣王バルバスが、沿岸に漂着した暗黒の民を受け入れ、神の城壁を切り裂いて大地を下降させたために現在はクリスタニアの結界の外に位置する。バルバスに従う猛虎の部族と暗黒の民が同盟を結んでクリスタニアの侵略を開始したため、神獣の民はこのベルディアを「裏切りの大地」と呼ぶ。この地の神獣は、猛虎バルバス、鵡おうむタルキィー、山猫メルキシュ。

蟻人族ミユルミドン（用語）…………真紅の蟻帝クロイセによって創造された亜人。直立歩行する姿は人間に似ているが、蟻のような外骨格を持つ。

メルキシュ（神獣）……妖眼の大斑猫メルキシュ。山猫の神獣で秘密の知識を守護している。

猛虎の部族（部族）……支配と復讐の神獣王バルバスに従う部族。神王となったバルバスのもとで、暗黒の民と同盟して力によるクリスタニアの支配を目指す。

妖魔（用語）……………神話の時代に暗黒神の手によって妖精界から召喚された邪悪な種族。暗黒の民と共にベルディアに漂着した。

ラフォンテール（神獣）枝角の大鹿ラフォンテール。逃亡による自由を司っていることから「永遠の逃亡者」と呼ばれる。

ラブラドル（地名）……真紅の蟻帝クロイセが支配する地峡地帯。南北クリスタニアをつなぐ唯一の通路である。

ルーミス（神獣）………虹色の大蛇ルーミス。大蛇の神獣にして結界の神獣王。外界の混沌がクリスタニアに入り込むのを防ぐために神の城壁の結界を創造した。イスカリアの東部にある「百の湖と千の沼地」と呼ばれる湖沼地帯を支配している。

ワイアーナ（地名）……北クリスタニアの東部地方。北の地域は戦の神獣王ブルーザの支配する丘陵。南では承認者ディレーオンと野性馬の神獣である調停者シルヴァリが、広大な草原を治めている。












　あとがき




　この本で、〈漂ひよう流りゆう伝でん説せつクリスタニア〉も二巻目になります。

　一巻目が出てから第二巻が出版されるまでずいぶん間が開いてしまいましたが、これは僕ぼくのいつものペースですので、読者の皆みなさんにはどうか気き長ながにお待ちいただきたいと思います。待っていれば、そのうちかならず出ます。これだけは、たしかにお約やく束そくできます。

　このクリスタニアのアイデアが生まれたのは、五年ほど前のことです。月刊コンプティーク誌（角川書店）で連れん載さいされていた〈ロードス島戦記〉のＲＰＧリプレイが第三部で終了し、次のＲＰＧリプレイのシリーズを考える必要に迫せまられたのがきっかけです。

　とにかく、急な話ですから、以前から温めていたふたつのアイデアを強引に合体させて、クリスタニアの基本設定を起こしました。「獣人ビーストマスターたちの活かつ躍やくする世界」と「閉へい鎖さされた世界」というふたつのアイデアです。すなわち、クリスタニアの外そと枠わくと中味ですが、片一方だけではインパクトが弱いので、ひとつの世界にくっつけたわけです。このアイデアをさらに煮に詰つめてゆくうちに、神しん獣じゆうの設定が浮かびあがり、これを足あし掛がかりに〈ロードス〉や〈ソード・ワールド〉でおなじみの〈フォーセリア世界ワールド〉の一部に組み込めることを発・見・しました。

　ここまでは、けっこう楽々と作業が進んだので、自分が天才になったような気がしたものです。ところが、苦労したのはそれからでした。なぜなら、世界はできていたのですが、物語ができていなかったためです。

　結局、見切り発車的に連載をはじめることになってしまいました。まるで３Ｄ迷めい路ろのパソコングームを攻こう略りやく本ほんなしで歩いているようなもので、連載を続けながら物語を創つくってゆかねばなりません。おまけに〈ロードス島戦記〉がヒットしたものですから、仕事の比重がどうしてもロードスに偏かたよりがちになる。そんな状況で、細ほそ々ぼそとＲＰＧリプレイの連載を続けてきたわけですが、途中、何度、挫ざ折せつしそうになったか分かりません。

　それでも、なんとか続けてきて、現在、ＲＰＧリプレイは第四部〈封印ふういん伝説クリスタニア〉に突入しています（メディアワークス発行、月刊『電撃王』で連載中）。そして、小説〈漂流伝説〉が本書で二冊目。やっと、ベースがつかめてきたなとの実感が涌わいてきました。

　なにしろ、クリスタニアは構こう想そう壮そう大だいなファンタジー作品、ロードス以上の長なが丁ちよう場ばになるのは間違いありません。ゆっくり、じっくり育ててゆくつもりでいます。どうか読者の皆様も、そのつもりでおつきあいください。

　それでは、第三巻の〝あとがき〟でまた会いましょう。


水野　良


















初出／カドカワムックコンプＲＰＧ　ＶＯＬ．５（角川書店刊）
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水みず野の良りよう

１９６３年、大阪に生まれる。大学在学中よりＲＰＧに熱中し、ゲームのデザイン、紹介など執筆活動をはじめる。卒業後グループＳＮＥに参加、『ロードス島戦記』で小説家としてもデビューする。現在、電撃王誌上でＲＰＧリプレイ「封印伝説クリスタニア」を連載中。

[image: ]




うるし原ばら智さと志し

１９６６年広島県生まれ。アニメーター兼マンガ家兼イラストレーター。主な作品、『漆黒の翼バルキサス』（作監、キャラデザイン）『レジェンド　オブ　レムネア』（コミック）など多数。
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